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第一章　パリで出会った彼




　私は今、パリ郊外の小さなバーでひとりピンチに陥っていた。

　嘘、なんで？　財布がない！

　ビールをレモネードで割った〝パナシェ〟が「支払いまだ？」とカウンターの上で催促している。

　おかしいな、たしかこのポケットに小銭入れを入れておいたはずなんだけど……。

　スツールから立ちあがり、何度もジーンズや上着のポケットに手を突っ込んで探してみても、やはりそれらしい手応えはない。

　初めはニコニコ顔だった小太りのマスターも、たった３ユーロを払うのにまごついている私を見て、徐々に訝しげな色を浮かべ始めた。

　もしかして……。

　アパートを出るときにはたしかにあった。となると考えられることはひとつ。

　どこかですられた？

　そういえば、バーに入る道の角でひょろっとした老人とぶつかった。よろよろして足元もおぼつかず、酔っぱらってるんだととくに気にもしなかったけれど。

　やられた、最悪！

　パリは人気高い観光地である反面、残念なことにすりが多い都市として有名だ。在住者であっても油断ならない。

　いくら探してもないものはない。申し訳ないけれど、事情を話してこのパナシェはキャンセルしよう。

　ため息をついて、そう口を開きかけたときだった。

「マスター、これと同じものをもうひとつ追加で」

　いきなり真横からフランス語が聞こえて、ハッとなる。

　百八十センチほどはあるスラッとした身長のアジア系の男性が隣に座ったかと思うと、私に向かって片目をパチリと瞑つむった。

　ここはフランスのパリ、そんなジェスチャーは見慣れているつもりだったけれど、嫌みのないその仕草と大人の男性を連想させるようなシトラス系のフレグランスに、なぜかドキリと胸が跳ねた。

　マスターは無愛想に追加のパナシェをカウンターに載せると、長身の男性が出したコインを掴んで奥へ行ってしまった。

「とりあえず座って」

「え？」

　あれ、日本語だ。この人日本人なの？

「ここは俺の奢りってことで、乾杯」

　彼の発した意外な日本語にきょとんとなる。

　緩く波打った黒髪をうしろに掻き上げ、彼は陽気にグラスをカチンと鳴らした。

　なんとなく意志の強そうな切れ長の目、彫が深くて高い鼻梁に厚みのある唇。よく見ると、どのパーツも絶妙に整っていて、雄お々おしい雰囲気の中に上品さが窺える端整な顔立ちをしていた。

「すみません、どうやらここへ来る前にお金をすられてしまったみたいで……お代、ありがとうございました」

　促されて私はお礼を言ってから再びスツールに座り直す。

「日本の方ですか？」

「ああ、そうだよ」

　見た目は東洋人寄りだけど、爽やかなブルーのポロシャツに長い足が映えるチノパン、体型はどこからどう見ても西洋人だった。観光地から離れたこんな郊外で日本人を見かけるのは珍しい。

「それは災難だったな。君は……観光客って感じでもなさそうだけど、こっちに住んでるのか？」

　私は細身のジーンズに半袖のニット、とくにバッグも携帯せず仕事が終わってふらっと近所の店に飲みにいくいつものラフな格好で、それだけで観光客じゃないと見抜かれて思わず彼を見た。

「この辺は少し治安が悪くてすりが多いんだ。そんな場所にひとりで女性が飲みにくるなんて、なにも知らない観光客か地元の人間くらいなものだろ」

　見た目に似つかわしくないぶっきらぼうな物言いで彼はクスッと笑った。

　私はカフェや雑貨屋がひしめきあう〝マレ地区〟と呼ばれるパリ三区内で経営コンサルタントの仕事をしている。主に飲食業界のクライアントを中心に商品の販売促進や、メニュー戦略のアイディアなどを提案、助言しながら約四年ここに住んでいた。だからこの辺りをまったく知らないわけじゃない。それなのになんだか小馬鹿にされたみたいでムッとしたけど、彼が現れなかったら店に迷惑をかけるところだったし、ここはぐっと堪えて素直に感謝しよう。

「ここのパナシェはうまいんだよな、俺も久々にこの店に来たんだ」

　彼は爽快にパナシェを呷あおり、満足げにハァーと息づいた。

　とくに気の知れた友人がいるわけでもなく、飲みにいくときは大抵ひとりだ。たまに声をかけられてナンパされるけれど、「いまひとり？」「ここでなにしているの？」など、この男性からとくにそう言った言葉は出てこなかった。むしろ相手がどこの国の人なのか興味もなさそうだ。

　そのほうがかえって気が楽だけどね……。

　私は彼に芽め衣いとファーストネームだけ名乗り、パリで暮らしていること、三区で店舗コンサルタントをしていることなど、当たり障りのない範囲で軽く自己紹介をした。

「へぇ、経営コンサルタントね」

　なにかピンとこない、というか興味なさそうな反応で彼は「ふぅん」と鼻を鳴らした。

「三区っていったらカフェが多いよな、そういった店でも仕事したりするのか？」

「え、ええ。専門が飲食店なんで、飲食店からの依頼を主に担当してます」

　仕事柄、見ず知らずの人と話すことは慣れているはずなのに、計算し尽くされたような彼の容姿に緊張しているのか口調が固くなる。

「そうだ。よかったら今度凱がい旋せん門もんの近くにあるカフェに行かないか？　あそこのケーキは絶品だぞ」

　凱旋門近くのカフェ？　どこの店だろ？

　エトワール凱旋門の所在地は八区のシャルル・ド・ゴール広場だ。主に三区内で仕事をしている私にとっては管轄外の場所だった。

　彼はエキゾチックな雰囲気で、話していて嫌な気はしなかった。けれど、〝今度〟に繋げようとするあたり、やっぱりナンパ目的か、抜け目ないなと思う。

「そうですね、私も甘いものは好きです。是非」

「じゃあ、約束だ」

　私はパナシェを彼の好意で二杯もごちそうになり、しばらく他愛のない話をしてから遅くならないうちに帰ることにした。




「それにしたってキャッシュカードが入った財布ごと盗られなくてよかったな」

　ひとりで帰るつもりだったけれど、彼が『夜道は危ないから家の近くまで送る』と言いだし、今こうして大通りをふたりで並んで歩いている。

「ええ、私もすりを警戒してバッグを持ち歩かないときはコインケースだけポケットに入れてるんです。結局それも盗られちゃいましたけどね」

　四年も住んでいて、すりは初めての体験だった。

　右も左もわからなかった異国での生活一年目は、人を見たら泥棒と思うくらいに警戒していたというのに、月日が経つとこうも気が緩んでしまうのかと反省する。

　だから、この人も甘い顔して実は送り狼だったりして？

「このあたりでもう大丈夫です。ありがとうございました」

　アパートがある道に出たところで私がぺこりと頭を下げて言うと、彼が困ったような顔をした。

「なんだ、もしかして俺が送り狼なんじゃないかって警戒してるのか？」

　ギクリ。

　まるで私の顔にそう書いてある、と言わんばかりに胸の内が見透かされて言葉に詰まる。

「俺はその辺の野暮な連中とは違う。〝紳士〟だからな。君が嫌がることはしない。けど、ここでいいって言うなら……ちゃんと家に着くまで気をつけろよ？」

「はい」

「あ、カフェに行く約束もちゃんと覚えてるか？」

「ええ、覚えてますよ。今度があれば、ですけど……」

「連絡先を教えて」なんて私から聞けるほど、この人と仲よくなったつもりはない。だからといって尋ねられても少し困る事情がある。

　今まで仕事一点で恋愛も満足にしてこなかったし、そもそも仕事以外で男性に連絡先なんて自分から聞いたこともない。

　実を言うと、私は二十五歳にして〝これぞ恋愛！〟という経験がなかった。キスやセックスで愛情表現を交わす相手はいたこともあったけれど、プラトニックなところで繋がっていたかと言われたら、そうではなかった気がする。

　だから私は本気の恋愛というものがどんなものなのか知らないし、こういう場面でどう反応したらいいかもわからない。

「これ、俺の連絡先。いつでも電話してくれ」

　電話番号が書かれたメモ紙の切れ端を渡される。数字の並びから日本で使っている番号のようだ。

　海外ローミングかなにかかな？　たしか日本で契約したスマホを同じ番号で海外で使えるっていう。

「君とはまたどこかで会えるような気がするんだ。だから連絡先は聞かないでおくよ」

「私、電話しないかもしれないですよ？」

　そんな意地悪にも彼はにこりと笑って、私の頬へおやすみのキスをした。軽く啄まれた部分がほんのり熱を持ってこそばゆい。

「なんなら賭けようか？　俺たちがまた会えるかどうか」

　近距離で私の顔を挑戦的に覗き込まれ、細められたその瞳に思わずドキッと胸が鳴った。

「また会えるなんて、そんなこと多分ないと思います」

　なんでそんなふうに思うんだろ？　絶対ありえないのに。

　世界は広い。この地球上にいる人口の中から再び会う確率なんて、どちらかが連絡しない限りほぼ皆無に等しい。

「じゃあ、俺が賭けに勝ったら……ひとつだけ願いを叶えてもらおうか。君が勝ったら、俺が君の願いをひとつ叶える」

「ええ、いいですよ」

　何度も言うけれど彼とまた会うなんて絶対にありえない。だからそんな無責任な返事をしてもなんの罪悪感もない。

　自信たっぷりな私に、彼もよほど余裕があるのかもう一度ニッと笑った。

「じゃあ、さようなら。パナシェ、ごちそうさまでした」

　踵を返してアパートまで歩く。うしろを振り向けば、まだ彼はそこに立っているだろうか。それで愛想よくにこりと笑ったほうがいいのだろうかと考えているうちにアパートまでたどり着いてしまい、結局一度も振り向くことなくそのまま私は部屋へ戻った。




　カフェに行く約束か。

　部屋の窓からチラッと先ほど彼と別れた場所を見るけれど、そこにはもう人の影はなかった。

　なんだか不思議な人だったな……。

　バーで一緒に飲んでいたのは一時間くらいだった気がする。その中で私が得た彼の情報はというとモデル並みにスタイルがよかったこと、声が低くてこの辺じゃ見かけないような端整な顔立ちだったこと、本当かどうかわからないスマホの番号くらいだ。どこでなにをしているとかどこに住んでいるとか、歳も知らない。

　そういえば、肝心な名前すら聞いていなかったな。

　一時間も一緒にいたというのに、彼と交わした会話の内容も「カフェに行く」という漠然とした口約束以外あまり思い出せない。けれど、私は彼にひとつ嘘をついた。

　私と彼に今度なんてない。なぜならちょうど昨日、パリでの赴任期間を終えて明日、日本へ帰国しなければならないからだ。

　だから交わした賭けには確実な勝算があった。絶対に再会することはない、という。

　けど、それをわかっていてカフェに行くなんて言っちゃったのは、ちょっとうしろめたいかな……。

　楽しい時間を過ごして最後の最後に『実は明日、日本に帰国するんです』なんて言ったら、その場の雰囲気が冷めてしまうのではないかと思った。だから嘘も方便という言葉通り嘘をついてしまった。

　はぁ、ごめんなさい。

　謝罪しても、もうその相手は目の前にいない。名前くらい聞いておけばよかった。

　だけど、どうせ行きずりの相手だし、気にかけることもないよね。

　帰国するため、すでに引っ越しの準備も終わって綺麗に片付いた部屋の隅に座り、もう一度ため息をつく。

　実を言うと今、私の置かれている状況は今までの人生で最低の最低、ヤケになってバーで飲み明かそうなんて思うくらい最悪だった。だから、パリでの最後の夜くらい楽しく過ごしたくてひとりでバーへ出かけたのだ。

　銀ぎん座ざの一等地にある商業施設で父、花はな澤ざわ翔しょう一いちはオーナーパティシエとして店を構えていた。私が中学生のときにはパリに店を出していたこともある。

　父はパティシエ界の巨匠なんて言われていたけれど、先日、心筋梗塞で急逝した。そのことを父の兄である伯父から深夜の国際電話で連絡を受け、頭の中が真っ白になった。

　母は私が幼少の頃に他界し、男手ひとつでひとり娘である私を育ててくれた。けれど、仕事柄多忙の毎日でいつも私はひとりだった。将来の夢もなく、なんの刺激もないつまらない日々、引きこもりがちだった私に、父がかつてパティシエ見習いとして修業していた第二の故郷であるパリへ語学留学することを勧めてくれた。こんな平凡な毎日が変わるなら……と私は異国の地へ期待を膨らませ、高校卒業と共に単身パリへ渡った。

　初めての海外は想像以上に毎日が充実して、各国から集まった留学生と切磋琢磨しながらそれなりに楽しい生活を送っていた。そして、なにか父のために力になれないかと考えるようになって、パリの大学で経営学を学び卒業した後、私は一旦日本へ帰国してから〝Ｋ．Ａコンサルティングファーム〟という会社に就職した。

　留学せずに製菓学校に通ってパティシエになろうかと一瞬思ったこともあったけど、どうやら私にはその才能はなく、どちらかというと店の宣伝力の強化や集客改善のため、黙々と考えるほうが性に合っているということに気づいた。そして適材適所と言わんばかりに私はコンサルタントとしてメキメキ頭角を現し、半年後にパリ支店への赴任希望を出すと、すぐに現地での勤務が決まった。

『お前もようやく自分のやりたいことが見つかったみたいで、父さんもひと安心だ』

　そう言って父は遠く離れた日本からいつも応援してくれた。またパティシエとしての父の活躍ぶりも海を越えて私の耳にまで届いていた。それに鼓舞された私も負けじと仕事に没頭し、そして二年前、私は二十三歳のときに毎年各国で開催される国際カスタマーアドバイザーコンテストで優秀新人コンサルタントとして新人賞を受賞した。

　国際カスタマーアドバイザーコンテストは業界では有名な名誉のあるコンテストで、若年層のコンサルタントの登竜門だ。受賞者はコンサルタントとして立身出世の将来に繋がる。そして私は日本人初の最年少受賞者として話題にもなり、いつか自分の会社を……。なんて夢を抱きつつ、パリ支店の職場でもチーフとして仕事を任されるようにもなった。けれど、父の死がきっかけで順風満帆に進んでいたなにもかもがすべて崩れてしまったのだ。

　いつまでも元気でスイーツ作りに励んでいると思ってたのに、それは私の身に降りかかったあまりにも突然の不幸だった。

『芽衣ちゃんにも自分の生活があると思う、けど……どうか翔一の店を助けてくれないか？』

　縋り付くような伯父の言葉がぐるぐると今でも頭を離れない。

　伯父の話によれば主を失った店のスタッフが次々と店を辞め、売り上げも後退していてこのままでは今後のテナント契約が危ういらしい。そこで私のコンサルタントとしての力を借りたいということだった。

　伯父も飲食店の経営者で、近い将来、父の店がどうなるか想像がついたのだろう。そのことを日本にいる私の上司、加か賀が美みさんに相談すると、『今のお前の精神状態じゃ仕事にならん、一旦に日本に帰ってこい』と言われた。

　加賀美さんは入社当時からお世話になっている信頼ある上司だ。

　たしかに……そうだよね。

　ひとり親の父が残した店を差し置いて、このままパリで仕事を続ける自信がなかった。それに海外勤務を希望している社員も多い。私が帰国したとしても代わりの人材には困らない。

　明日帰国かぁ、パリ生活も結構長かったな。

　私はパリで築き上げてきた基盤に別れを告げるという選択をして、父の店〝パティスリー・ハナザワ〟を守るべく帰国を決意したのだった。




＊＊＊




　――優秀新人賞受賞おめでとう！　メイ　ハナザワ！

　色とりどりの大きな花束とトロフィーを手渡され、目の前でカメラのフラッシュが花火のように瞬いている。

　私は受け取ったトロフィーに名誉の重さを感じつつ、勝ち取った賞を胸に喜びに満ち溢れていた。我こそは先にとやって来た記者たちのインタビューを受け、たくさんの人だかりにふらりと揺れた人影に私は目が留まる。

　――あ、待って！

　なぜ、自分がその人影に向かって呼び止めたのかわからない。多分、知らない人だ。そして、その人影がゆっくりと振り向いて……。




「わっ！　な、なんだ……夢か」

　耳元でスマホのアラーム音がけたたましく鳴り響き、同時に私は飛び起きた。まだ眠っている脳ミソのままアラームを止めて周りを見ると、私は見慣れない部屋にいた。黄金色の朝日がカーテンの隙間から部屋に射しこんで、本日は晴天なりと告げている。

　秋に差し掛かった東京は、暑くもなく寒くもなく空気がカラッとしていて過ごしやすい。

　そうだ、ここは都内のホテルだったんだ。

　突然の帰国ということもあり、まだ日本で住む場所が決まっていなかったため、とりあえずＫ．Ａコンサルティングファームのある有ゆう楽らく町ちょうにすぐアクセスできるよう、近場のホテルに数日間滞在することにしていた。

　父のマンションに住むことも考えたけれど、あいにく職場から遠くて断念した。だから近々解約することになっている。その手続きを含め、父の身の回りの処理は伯父が手伝ってくれた。

　なんだか頭が重たいな。

　帰国してからしばらく続いた目まぐるしい日々に、私は少し気疲れしてしているのかもしれない。

『兄の遺品でなにか必要なものがあればいつでも言ってくれ、困ったことがあればちゃんと言うんだぞ？』

　父の遺品はとりあえず伯父が引き取ってくれることになった。優しい言葉をかけられて、まだ父が亡くなったという事実を受け入れられない自分に気づく。

　お父さん……死んじゃうなんて、いきなりすぎだよ。

　ふと気が緩むと、父のことを思い出しては涙が止まらなかった。ひとりには慣れているはずなのに、無性に孤独感に押しつぶされそうになるのを私は必死にこらえた。

　父が経営していたパティスリー・ハナザワは、銀座の一等地にある〟アリーチェ銀座〟という大型商業施設内にある。元々は別の場所で父が店を開業し、十年間そこで営業してきた。しかし、アリーチェ銀座の大規模再開発が始まり、商業棟の完成後に移転した。その後、売り上げは上々でよくメディアでも紹介され、そこそこ名の知れた店になった。そんな父の店にコンサルタントとして自分にどんなアドバイスができるのか……という不安がちらつく。

「もう！　うじうじ考えててもしょうがないじゃない」

　自分にそう言い聞かせるように声に出して気合いを入れる。

　心機一転と背中まであった髪の毛もうしろで結べる長さを残してバッサリ切った。鼻も口も小さくて、昔から童顔に見られるのがコンプレックスだった。髪の毛を切ったことで丸顔がさらに強調されて失敗したかな、とも思ったけれど慣れてきたらそれも気にならなくなった。

　よし！

　さっとゴムで髪を束ね、胸の前でぐっと拳を握る。

　今日は何年かぶりにＫ．Ａコンサルティングファームの本社へ挨拶がてら顔を出し、まずは上司である加賀美さんに会って、その後でパティスリー・ハナザワへ足を運ぶつもりだった。

　辛気臭い顔で人に会うわけにはいかない。

　私は身体に取り巻くモヤモヤを全部流してしまおうと、シャワールームへ向かった――。




　Ｋ．Ａコンサルティングファームは私の滞在しているホテルから、有楽町方面へ十分歩いたところの複合オフィスビル五階にある。実際のプロジェクトでは部署を横断してチームを編成することがほとんどのため、パリから異動してきても、とくにここという所属部署があるわけではない。もちろん総務や人事などのバックオフィスはあるけれど、うちの会社は一般企業とは組織図が少し違う。

　加賀美さんのいるオフィスに入ると横並びにデスクが連なり、さほど広くはないけれどざっと見て三十人くらいの社員がパソコンに向かっていた。以前と少しオフィスのレイアウトが変わっていたり、見覚えのない社員もいる。私がここで勤務していたときのデスクには、知らない女性社員が座っていた。

　パリへの転勤が決まってここを離れてからオフィスの雰囲気そのものは変わっていないけど、なんだか別の会社に来ているみたいだった。

「おう、花澤、来たな。お帰り」

　きょろきょろと見回していると、うしろから聞き覚えのある声がして振り向く。

「加賀美さん、お久しぶりです。仕事は明日からですけど、一応挨拶に来ました」

「はは、お前全然変わらねぇな」

　加賀美さんはここの会社にいるコンサルタントチームの主任で、四十代後半のやり手コンサルタントだ。こうして直接会うのは三年前に加賀美さんがパリ支店へ出張で来たとき以来。

「もう、全然変わらないって、それっていつまでたっても色気がないってことですかね？」

　仕事では面倒見がよくて頼りになるのに、昔はしょっちゅう「女なんだからもっと洒落っ気ある格好しろ」だとか「もっと色っぽい化粧しろ」だとか散々からかわれたことを思い出す。けれど、そんな加賀美さんのいじり好きな性格にももう慣れた。

「パリでの活躍ぶりは俺のところにも届いてたぜ？　廃業カウントダウンの店をあっという間に立て直したとか、ちょっとアドバイスしたら売り上げが見違えるように変わったとか……。とにかくお疲れさん」

　私の機嫌を損ねたと思ったのか、加賀美さんがわざと持ち上げるようなことを言ってニッと笑う。

　加賀美さんだって、こういうところ全然変わってない。

　クライアントと会うときは、スーツを着こなしてかっこよく見えるのに、今日は内勤なのか無精ひげが目立つ。

「花澤はうちのエースだし、ほかの社員にもお前が帰ってくるから負けないようにしっかり頼むぞって気合い入れてたとこだ。まぁ、座ってくれ」

　偶然にも加賀美さんのデスクはちょうど目の前にあった。どかっと座ると彼は不在社員のデスクの椅子を引き寄せて私も座るように促した。

「親父さんのことは……残念だったな」

　今までおちゃらけていたかと思えば、急に真面目な顔つきに変わる。そして、私の心中を察するように眉尻を下げた。

「そこそこ片付きましたし、もう大丈夫ですよ、仕事はいつからでもできます。なんなら今日からでも」

「そうか。まぁ、花澤にはこれから嫌ってほど仕事捌さばいてもらうつもりだからな、今のうちにたっぷり休んだほうがいい」

　加賀美さんはぶっきらぼうだけど、こういうところは優しい。

「父の店のことなんですけど、伯父から電話で聞きました。父が亡くなってスタッフがどんどん離れていってるって、景気も上々だとばかり思ってましたが、実際は……テナント契約も危ういみたいです」

「テナント契約か、商業施設の場合はそうだろうな」

　加賀美さんは顎に手をやり、デスクの一点を見つめた。

　スタッフの人手不足は、経営に大きなダメージを与える。その意味を加賀美さんは言わなくても理解しているようだった。

「お前が帰国してここに来たら言おうと思ってたんだが、アリーチェ銀座を建設した長嶺不動産の開発運営管理部部長からじきじきにプロジェクトのオファーが来ている」

　長嶺不動産の正式名称は〝長嶺不動産商業マネジメント株式会社〟といい、オフィスビルや商業施設等の開発管理資産運用など幅広く手がけていて、連結従業員を含めると一万人は超える大手不動産会社だ。

　加賀美さんからアリーチェ銀座の施設概要が記載された折り畳みのパンフレットを手渡され、それをぱらっと広げてみる。

　長嶺不動産がアリーチェ銀座の開発計画と管理運営をしているのね。

　その施設は西側に位置する商業棟には地下二階から地上十一階に渡り、ファッション、雑貨、食品とレストランなど百二十店舗が出店している。五階には落ち着いた雰囲気のあるラウンジと、屋上階には噴水が流れるオープンエアーなテラスがあり、建物の南側は住居棟、北東にはオフィス棟が設けられているようだ。

「プロジェクトの要かなめは、お前の親父さんの店の立て直しだ。まずは店の責任者のヒアリングからだな。長嶺不動産の部長への挨拶はちゃんと店の下調べをしてからあらためてしてくれ」

「はい」

「このプロジェクトのチームリーダーは一応俺ってことになってるが……お前中心に動いてもらいたい。任せられるか？」

　じっと私を見つめる加賀美さんの目はまるで挑戦状のようだった。おそらく、加賀美さんはこの件を初めから私に任せようと思っていたに違いない。だから、私の頭に拒否の文字はない。

　私に父の手助けができるなら……。

「やります。このプロジェクト、私に任せてください」

「お前ならそう言うと思ってた。クライアントとの橋渡し役になってもらうぞ、通いつめてできるだけ情報を引き出してくれ」

　私が迷うことなくうなずくと、加賀美さんの目がスッと満足げに細められた。




　ここがアリーチェ銀座か……。

　会社から移動して、今、私はアリーチェ銀座のエントランス前に立っていた。パンフレットで見るよりも実際の建物はまるでおとぎ話に出てくるような居城のように大きく、堂々と銀座の街にそびえたっていた。

　わぁ、すごい。

　営業中、常時開放されている出入口からきょろきょろしながら中へ入ると、目の前にあるすべてのものが照明に照らされて煌びやかに見えた。

　パティスリー・ハナザワは商業棟の一階にあり、白と黒を基調とした高級感のある落ち着いた店構えだった。

　ここに置いてある小物って全部手作りなのかな？

　店のところどころにお洒落な形をした銀細工の小さなオブジェが飾られていて、雑貨屋に売っていたら思わず手に取ってしまいたくなるくらいだ。

　店の正面は冷蔵ショーケース、右が焼き菓子コーナー、左の奥はガラス張り厨房となっていて、イートインできるスペースは屋内とテラス席が十席ずつあった。天井も高くて開放感溢れる雰囲気に、私は店の前で感嘆のため息を漏らさずにはいられなかった。

　店にはアポなしで来ていたため、そっと見学だけするつもりだった。けれど、少しくらい責任者の人に挨拶できれば……と思っていると。

　店頭の冷蔵ショーケースにルビーのような真っ赤な苺が載ったショートケーキが並んでいるのが目が留まる。

　――芽衣、ショートケーキって案外作るのが難しいって知ってるか？

　――え？　そうなの？　簡単そうに見えるなぁ。でも私、食べる専門だから。

　――あはは、まったくお前は。

「あの、なにかお探しですか？」

「えっ、あ……」

　父との懐かしい会話の回想が脳裏に蘇り、ショーケースの一点をぼーっと見つめていたら、不意にかけられた声によってそれは途切れた。振り向くと、五十代くらいの眼鏡をかけた細身の男性がにこりと微笑んで立っていた。その表情から人のよさそうな雰囲気が窺えて、名札を見ると〝館たて川かわ〟と書いてあった。

「すみません、私、Ｋ．Ａコンサルティングファームのコンサルタントで花澤と申します」

　慌ててペコリと頭を下げると、その男性が「あっ」と声を出して状況を把握したようだ。

「もしかして先代の娘さん？　ああ、申し遅れました。私、館川と申します」

　館川さんは丁寧に前で手を重ね合わせて頭を下げ、そして名刺を交換した。館川さんは主に経理兼マネージャーを務めているらしい。

「先代から娘さんはコンサルタントとしてパリでご活躍されていると聞いておりましたが……お綺麗になられて。私のことは、覚えていませんよね？」

　館川さんはまるで以前から私を知っているかのような口ぶりだったけれど、私の記憶に館川さんはいない。

「えっと……すみません」

「いいんですよ、だってあなたが小学生のとき以来ですから。横顔の雰囲気が先代にとても似てらっしゃったので、もしやと思って思わずお声がけしてしまいました」

　館川さんが優しく顔を綻ばせて笑うと、それにつられて私も微笑んだ。

　そんなに前からお父さんのこと知ってるんだ。

　父のことをよく知っている人に会えて少しホッとする。それに、記憶にはないけれど、小学生の頃から私のことを知っているなんて、なんだか親近感が沸く。

「開発運営管理部の方から弊社にプロジェクトのご依頼をいただいたようで、今日は下調べのつもりでお店を覗いてみようと思って伺ったんです」

　今までの日常会話はすべてフランス語だったためか、意識して丁寧な日本語を心懸けようとするとおかしな言い回しなっていないか不安になる。

「そうでしたか、それではここで立ち話もなんですから、よろしければ店内で少しお話できませんか？」

「でもお忙しいんじゃ……」

　いきなり店に来て時間を取らせてしまい恐縮してしまう。こんなことなら、ちゃんと事前に電話しておけばよかったと後悔する。

「大丈夫ですよ。せっかくなのでまずはゆっくりしていただいて」

「すみません。お時間いただきありがとうございます」

　今、ちょうど昼を過ぎたあたり。そろそろ三時のスイーツを買いにくるお客さんで忙しくなるはずだ。ピーク時前にここへ来たのは正解だったかもしれない。どのケーキがどれくらい売れるのか、人気商品はどのケーキなのか、購入者の年齢層などの動きも見ておきたい。コンサルタントとしての性がうずうずする。

　館川さんに案内された席に着くと、テーブルに香り高い紅茶が運ばれてきた。

「あらためて、この度はお悔やみ申し上げます。先代が亡くなられて情けないことに売り上げが落ちるだけでなく、スタッフまで離れていってしまって……」

　館川さんは堪えていたようだけど少し声が震えていた。それくらい今、この店の内部事情が芳しくないということだ。

「それを見兼ねた部長が御社へのコンサルティングの依頼をしたんです」

「お店のこと、ざっとでかまいませんから少し教えてくれませんか？　初めて来たのでよくわからなくて……詳細はまたヒアリングのときにでも伺います」

　にこりと笑って励ますように明るい口調で言うと、館川さんが小さく笑んでうなずいた。

　店が深刻な状況なのはわかっている。けれど、その雰囲気に呑まれてプレッシャーを感じていては店のスタッフにも不安を与えかねない。

　みんな私に期待してくれてる、それにちゃんと応えなきゃ。

「ええ、喜んでご案内いたします」

　館川さんは嫌な顔ひとつせず、事細かに施設のことや店のことなどを親切に教えてくれた。

　店には四人のパティシエとアシスタントに七人の販売スタッフがいる。生前、主に父が生菓子を、そして佐さ伯えき恭きょう子こさんという三十二歳の女性パティシエが焼き菓子を担当していた。そして、彼女はこの店の業務運営上の全責任を父から引き継いだ店長だという。

「てっきり館川さんが店長さんかと思ってました」

「いえいえ、こういうことは老体にはなにかと厳しくて、私に店長は務まりませんよ。あ、あそこにいるのが佐伯です」

　謙遜している館川さんの視線を追うと、厨房に白くて長いコック帽をかぶり、キリッとした顔つきの女性がスタッフとなにやら会話をしていた。くっきりとした目鼻立ちをしていて、ひと目で美人だということがわかる。また笑顔も素敵で、同性相手になぜかドキリとしてしまった。

「佐伯とは今後お仕事で接触する機会も多いでしょうから、どうかひとつよろしくお願いします。彼女はものすごく熱心で明るくて評判もいいんですが、多少気の強いところがあるので、初めはとっつきにくいと感じるかもしれませんが……」

「いえ、こちらこそよろしくお願いします。後で直接ご挨拶させていただきますね」

　パリ支社で日本人スタッフは私だけだった。大抵男性ばかりのオフィスで仕事をしていて、もちろん女性もいたけれど、みんな気の強い人ばかりだった。右も左もわからない異国の地で仕事をこなしていくには、他人に流されない強さが必要だと常に自分に言い聞かせていたし、多少のことではへこたれない自信があった。

「長嶺不動産の開発運営管理の部長である長嶺さんも、この店の主を失ってずいぶんと気にかけていただいてます。ここの施設のオフィス棟に本社があって、ときどき視察にいらっしゃるんですよ」

「アリーチェ銀座を管理してるマネジメント会社でしたよね？」

「ええ、おそらくそのうちお会いできると思うのですが、部長はなんせうちのショートケーキが大好物で……」

　そういえば、長嶺不動産の部長がじきじきにプロジェクトのオファーを依頼してきたって加賀美さんが言ってたっけ、どんな人なんだろ？

　部長と聞くと、おじさんで堅苦しいという先入観がある。けれど、ショートケーキが好きと聞いて意外な感じがした。

　おじさんでも甘いもの好きはいるけどね……。

　それに、私も父の作ったショートケーキは大好きだ。昔から試作品だと言ってはいろんなスイーツを食べさせられたけれど、やっぱりショートケーキが一番私のお気に入りだ。




　いただいた紅茶を飲み干して、店を見回すと次第にお客さんが店内に増えてきた。

「あの、私そろそろ行きます。ここの施設内を見て回りたいし、あまり長居するとお客様にも迷惑ですから。ヒアリングの日程だけ店長さんと決めて、今日は失礼しますね」

　私は席を立ってぺこりと頭を下げると、館川さんは恐縮したように首を振った。

「いえいえ、こちらこそ。どうかよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げられ、その言葉にずしりと重みを感じる。私には、この店のみならずスタッフの将来もかかっている。明暗を分けるのは、私だ。

　店を後にする前に、店長兼パティシエである佐伯さんにひとこと挨拶していこうと厨房に視線をやると、ちょうど彼女と目が合った。すると、ふわっと笑みを浮かべてわざわざ中から出てきてくれた。

「初めまして。先代の娘さんの芽衣さんよね？」

「え？」

　どうして私のことを知っているのか、と目が点になっていると彼女がにこりとした。

「ごめんなさい。館川さんと話してるのが少し聞こえちゃったの、店長の佐伯です」

　なんだか初めて会うのにやけにフレンドリーだ。私も海外生活が長かったから、どちらかというとこんなふうにフランクな感じだと親しみやすい。

「先代のことは……本当に残念だったけど、話はかねがね聞いてるわ」

　彼女は忙しい時間にも関わらず私に声をかけてくれた。そんな人の好さが窺えて、ほんの少し身構えていた緊張もほぐれる。遠目ではわからなかったけれど、彼女の身長は百七十近く、女性にしては高身長で思わず見上げてしまった。全体的な雰囲気から大人の女性の色気がムンムン漂っていた。

「Ｋ．Ａコンサルティングファームの花澤芽衣です。生前、父がお世話になりました。この店が躍進できるように私も全力を尽くしますので、よろしくお願いいたします」

「もう、そんなかしこまらないでいいのよ？　ここの人たち、みんな私のことは〝恭子〟って呼んでるの、あなたのことは……堅苦しいからあえて芽衣さんって呼ぶね、そのほうが気楽でしょ？」

　聞くと、恭子さんもずっと海外に住んでいたらしい。だから初対面にしてこの砕けた感じに納得がいった。

「ありがとうございます。私もそのほうが肩に力入らなくて助かります。あの、プロジェクトの方向性を決めていきたいので、早速ですけどヒアリングのお日にちを決めたいのですが、ご都合のいい日時をお伺いできますか？」

　私がバッグから手帳を取り出すと、恭子さんはうーん、と考えた後言った。

「いつでもいいわよ、午前でも午後でも。こういっちゃなんだけど、先代が亡くなってから客足が遠のいてしまって、時間だけはあるっていうか……」

　時間があるのは繁盛していない証拠だ。早速仕事が始められそうなのは嬉しいけれど、なんだか虚しい。

「では、明日十三時でいかがですか？」

「わかったわ」

　十三時にヒアリング、と……よし！

　帰国後に初の仕事の予定を手帳に書き込む。顔をあげると、厨房の奥でまだ喋ってるのかと、アシスタントがちらちらとこちらを見ていた。

「じゃあ、明日からよろしくね」

　恭子さんが厨房に戻った後、しばらく店の前で様子を見ていたそのとき、死角になっているカウンターの奥からひそひそとスタッフの声が聞こえてきて、思わず耳を傾けた。

「さっき恭子さんと話してた人がうちの店を立て直してくれるコンサルタントなんだよね？　新人っぽくない？　本当にうちの店任せられるか正直不安だなぁ」

「コンサルタントっていっても、新人じゃ立て直すの難しいかもねー」

　聞こえよがしの会話じゃないのはわかっている。けど、スタッフの陰口は私の胸にグサリと突き刺さった。

　この仕事、もう四年目なんだけどなぁ。新人のつもりはないんだけど。

　今のことは聞かなかったことにして私は踵を返すと、とにかく店を離れようと歩きだした。




　アリーチェ銀座をひと通り見て回るとすでに日も暮れていた。

　今、日本でどんなことが流行っているのかわくわくしながら店を物色しようかななんて思っていたけれど、先ほどのスタッフの会話が頭から離れない。

　まぁ、そうだよね……スタッフにとっては不安だよね。

　パリで仕事をしていたときもなぜかよく新人と間違われた。きっとその原因は私の童顔のせいでは？と思い、眼鏡をかけてみたりしたけれど「そんな教育ママみたいな眼鏡やめろ」「クライアントに威圧感を与える」「似合わない！」などの大不評で今はコンタクトをしている。

　スタッフから「新人」とか「不安だ」とか言われてすごく傷ついたわけじゃない。このモヤッとした感じはきっと、父の店を挽回してみんなの期待に応えなければ……というプレッシャーが嫌で悶々としているからだ。

　こうなったらどうにかして気持ちを切り替えなきゃ。うーん、気分転換といったら、やっぱりお酒かな？

　正式な業務開始は明日からだ。だから、今は勤務時間でもないしプライベートの時間でもある。

　それに仕事終わりに飲めるような場所も知っておきたいし……と都合のいいように考えつつフロア案内を目で追っていくと、最上階に〝ルシェス〟というレストランバーがあるのを見つけた。

　時刻は十九時。

　日中は、若い家族連れのお客さんが多かったけれど、この時間になるとカップルやオフィス棟で働く会社員の姿が目に付く。

　ルシェスに入ると、そこはまるで高級ホテルのラウンジのような内装で、お客さんの年齢層も少し高めだ。天井にはシーリングファンが音もなく三つ回っている。ところどころに南国を思わせる観葉植物が置かれ、バーカウンター越しに銀座のパノラマ夜景が広がっていた。

　すごい、こんな素敵なお店があったなんて。

　お酒を飲むときは静かに飲みたい私にとって、ここはもってこいのロケーションだ。

　早速、カウンターのスツールに座る。帰国してから初めて注文するお酒はやっぱりパナシェだった。

「お待たせしました」

　縦長のフルートグラスに注がれたパナシェは、照明に照らされて薄い黄金色に輝いていた。バーテンダーから受け取ってひと口飲む。

　美味しい！

　ビールのほろ苦さとレモネードの甘さがはじける泡に混ざって、爽やかな風味が口に広がる。

　今日、加賀美さんからここの施設のパンフレットをもらった。実際来てみると半日でも全部の店を回りきれるかわからないほど店が多く、毎日数千から一万以上の人が来館すると聞いている。

　ふぅとひと息ついて窓の外を見ると、遠くの夜空にチカチカと小さな光が点滅しているのが見えた。

　飛行機かな？

　飛行機を見ると、どこの国へ向かっているのかといつも思う。もしかしたらフランスかもしれない。

　そういえば、パリのバーで会ったあの人、今頃なにしてるかな？

　彼に会ったのは約一週間前。もう二度と会うこともない人だけれど、なぜか顔だけは鮮明に脳裏に焼き付いていた。

　帰国してからまず最初に買ったスマホをバッグから取り出し、スクロールしてとある番号を映し出す。それは、かけることもないだろうと思いつつも登録しておいた彼の電話番号だった。

　どうせ出るわけない。

　そう高を括って試しにその番号に電話をかけてみた。

　数回呼び出し音が鳴ってもやはり出ない。

　やっぱり嘘の番号だったのかも、繋がったところで今更……。

『もしもし？』

　え？

　まさか本当に繋がると思っていなかった。電話口からたしかに聞き覚えのある低い声に思わず目が点になる。

　ど、どうしよう！　えっと……。

　とにかく落ち着こう。

　大きく息を吸い込んで、ドキドキする胸を押さえながら私はたどたどしく口を開いた。

「あ、あの、私……芽衣です」

　そういえば私は彼の名前を知らない。だから電話に出た相手を確認する術もなかった。

『まさか、本当に君から電話がかかってくるとは思わなかったな』

　どうせ出ないなんて思って電話をかけてしまったけれど、その落ち着いた口調はパリのバーで出会った彼の声だった。

「久しぶりですね」

『そうか？　一週間前に会ったばかりだろ？』

　それはそうなんだけど。

　なにを喋っていいのかわからず会話の糸口が見つからない。沈黙するのが嫌で、とにかく私はあの夜、彼に嘘をついたことを話そうと口を開いた。

「あの、私……実は今、日本にいるんです」

『あぁ、表示されてる番号が日本のものだったから一瞬誰かと思ったけどな』

　彼は今パリにいて、私は日本にいる。簡単に会えるような距離じゃないことは伝わったはず。

「だから、ごめんなさい。約束守れなくて……」

『凱旋門の近くにあるカフェに行こう』なんて、その場限りのただの口約束だったというのに、どうしてこんなに気にしてるのか自分でもわからない。

『君は律儀で真面目なんだな。そんなこと気にしなくても、俺は今最高に機嫌がいいんだ』

　最高に機嫌がいい？

　この時間のパリはランチどきだ。昼間からお酒を飲んで気分がよくなっている最中だったのかもしれない。だったらあまり長話するのも気が引ける。そう思って電話を切ろうと口を開けかけたとき。

『なぜ機嫌がいいかって？　それは俺が君との賭けに勝ったからさ。あれ？　うしろ姿の雰囲気が変わったな、髪を切ったのか？』

「……え？」

　賭けに勝ったって？　どうして髪を切ったことを知ってるの？

　わけがわからず頭がパニックになる。

『日本のパナシェはどうだ？　うまいか？』

　まるで私のことが見えているかのような口ぶりだ。なぜパリにいるはずの彼が今の私の状況を知っているのか不思議でしょうがない。

「あ、あの」

『どうして君のことがわかるのかって？』

　茶化すように電話の向こうからクスクスと笑う声がする。

『うしろ見てみな』

　そう言われて勢いよく振り向くと……そこにはスーツに身を纏った〝彼〟が余裕の笑みを浮かべて立っていた。










第二章　まさかの再会




「な、なんで？」

　信じられなかった。放心して手にしていたスマホを危うく落としてしまうところだった。

　金魚みたいに口をパクパクさせながら、瞬きも忘れて平然と目の前に立ちはだかる彼に見入る。

「あはは、なんて顔してるんだ」

　スマホを切って胸ポケットにしまうと、彼はゆっくり歩み寄って私の隣に座った。その瞬間、ふわりと大人っぽい香りが鼻を掠める。それはパリで出会ったときと同じ香りだった。

「どういうことですか？　まさか、パリから追いかけてきた……とか？」

　現実を突きつけられても、まだ状況が理解できなくて心臓がバクバクいっている。

「さぁ、そうかもね」

　意味深なことを口にして、彼は私と同じ飲み物を注文する。

「私、こういう者です。どうぞよしなに」

　おどけた口調で、彼は名刺をスッと私に手渡した。

　――長嶺不動産商業マネジメント株式会社　開発運営管理部部長　長嶺冬とう也や

　白地にシンプルに書かれた文字、会社のロゴが入った名刺に何度も目を滑らせる。

「長嶺……冬也？」

　この人、長嶺冬也さん、っていうんだ。

　ようやく明かされた名前を頭の中で何度も反はん芻すうする。

　あれ？　長嶺って、どこかで聞いたような……？

「そういや、あのとき名前言ってなかったな」

　長嶺さんはそう言って先ほど注文したパナシェを手に取った。

「俺たちの再会に乾杯、だな」

　名刺を手にしながらまだ現実が掴めていない私をよそに、長嶺さんは私のグラスに軽く自分のグラスを合わせた。

　電話が繋がったことにも驚いたけれど、まさか本当に再会するなんて信じられない。

　名刺に記されている開発運営管理部部長、の肩書にハッと目を瞠る。

　館川さんが言っていた長嶺不動産のショートケーキ好きな部長って、彼のことだったの？　じゃあ、うちの会社にオファーをしてきたのもこの人？

　加賀美さんから『依頼された部長への挨拶は店を下調べしてあらためてくれ』と言われていたけれど、いきなりの本人登場に私は驚きを隠せなかった。

「俺が先週パリにいたのは単なる旅行。そして偶然君に出会った。そしてまた偶然にもここで再会した。どう考えてもこれって運命だろう？」

「え……」

　相槌を求めるように長嶺さんが私の顔を覗き込む。思わずドキッとしてしまったのは、あまりにも彼の瞳が綺麗だったから。早鐘のように心臓が高鳴って、お酒のせいだと言いたいけれど自分でも顔が赤くなっているのがわかる。

「あの、長嶺不動産の本社がここのオフィス棟にあるって聞きましたけど、長嶺さんの職場もここなんですか？」

　変にボロが出ないうちに話を変えようと、すでに知っていることを敢えて尋ねる。

「ああ、長嶺不動産は俺の父親の会社だよ。開発運営管理部もここのオフィス棟にある。俺の職場だ」

　じゃあ長嶺さんは……あの大会社の御曹司なの!?

　今までそんな類の人に巡り合う機会なんてなかった。ただわかるのは、パリで出会った彼が実は雲の上の人だったということだけ。

　一方的に連絡先を教えられただけで、もう二度と会うことなんてないって思ってた。それなのにこんな神様の悪戯みたいな偶然ってあるの？

　肝心なことを彼に聞かなきゃならない気がするんだけど、なにを聞いたらいいかわからないよ。

　ずっと黙っている私に長嶺さんが続けて口を開いた。

「そしてもうひとつ、偶然が重なったな」

「もうひとつの偶然？」

「そ、たまたま俺と君がこの店にいて、君が俺に電話をしてくれたことだ」

　なんとなく嬉しそうなのは気のせいだろうか。

　電話をかけたのは事故みたいなもので……と弁解したかったけれど、事実を受け入れるしかなかった。

「で、賭けの勝負は俺に軍配が上がったってことでいいよな？」

「賭け？　あっ」

　そうだった、たしかそんな賭けを……思い出した。

『なんなら賭けようか？　俺たちがまた会えるかどうか』

『俺が賭けに勝ったら……ひとつだけ願いを叶えてもらおうか。君が勝ったら、俺が君の願いをひとつ叶える』

　迂闊にもそんな賭けをした会話の内容が鮮明に浮かび上がる。

「そう、ですね……私の負けです」

　潔く負けを認めると、長嶺さんは急に勝ち誇ったような顔になり、じっと私を見つめた。

「じゃあ、早速、ひとつだけ願いを叶えてもらおうか」

　とりあえずお金には困ってはいなさそうだし、この容姿なら女性にだって不自由していないはずだよね。それならなにが望みなの？

　なにもかも簡単に手に入れられそうな長嶺さんの口から、一体どんな願いが飛び出すのだろう。想像がつかなくてドキドキと波打つ鼓動がうるさく鼓膜にまで響いてくる。

「俺と結婚してほしい」

　……は？

　あぁ、環境の変化が目まぐるしくてついに幻聴まで聞こえるようになっちゃったのかな？

　まだ若いと思っていたけれど、ついに耳がおかしくなってしまったのかもしれない。

　長嶺さんが言い放った言葉は理解できる。けれど、その意味が理解不能だ。まるで他人事のように、彼の言葉は私の耳を通過していった。

「もう一度言おうか？　俺と結婚してほしい」

　長嶺さんはすっと目を細め、じっと黙って私の返事を待っている。

「あはは……」

　言葉よりも乾いた笑いしか出てこない。

　け、結婚!?　って、はぁぁ!?

　ちょっと！　長嶺さん、自分がなにを言ってるかわかってるの？

　結婚は恋愛の先にあるものだと思っていた。ろくにその恋愛経験さえないのに、それをすっ飛ばしていきなり結婚だなんて。

「冗談、ですよね？　結婚って、私とってことですか？」

「嘘でも冗談でもない。本気だ。君以外のほかに誰がいる？」

　頬杖をつきながら長嶺さんの真摯な目はずっと私を見ている。まるで〝逃がさない〟と言われているようで、じりじりと居心地の悪さがこみ上げてきた。

　だけど、彼は真顔だった。どうやら本気で言っているらしい。

「賭けに負けたからって！　そんな……」

「賭けに負けたら俺の願いを叶えるって、あのとき君は了承したよな？　あれは嘘だったのか？」

　眉尻をさげて〝傷ついた〟とわざとらしい表情をする長嶺さんに、私はすかさず声を大にする。

「だからさっき電話で約束守れなかったって――」

「それは君が俺と再会できないと思っていたからだろう？　でも、こうして会えた」

　うぐ。悔しいけれどどう言い訳したって、私の目の前に彼がいるのは事実。

　そう突っ込まれるとぐぅの音も出ない。

　そういえば、私の父と母もお見合いをしてからたった一週間で入籍した。よっぽど惹かれ合ったのか出会ってすぐの結婚だったけれど、それなりに母が亡くなるまで仲睦まじくやっていた。そう考えると……。

　いやいやいや！　私は私！　流されちゃだめ！

　長嶺さんは申し分ないくらいかっこよくて素敵な人だと思う。見た目だけは。おまけに大企業の御曹司ときている。こんな好物件の相手、もしかしたらほかにいないかもしれない。けど、うまい話には必ず裏がある。

　もうなにがなんだかわからない。やけくそになって「あー！　わかりましたよ！　結婚すればいいんですよね！」なんて勢いで言える勇気もない。すると。

「だったら、そうだな……三カ月待とう」

「え？」

「俺のことをなにも知らないから躊躇してるんだろ？　賭けに勝ったからといって、横暴に出るつもりはない。父上を亡くされて、新しい環境に馴染むのもひと苦労な上に結婚なんて言われても困るのはわかる」

　なにか譲歩の手立てがあるなら、それに縋り付きたい一心だった。顔をあげて長嶺さんを見ると、彼は形のいい唇を三日月に曲げた。

「三カ月、籍を入れるのを待とう。その間、俺とかりそめ夫婦としてお試し婚をしてもらう」

　お試し……婚？

　目が点になっている私に、長嶺さんが話を続ける。

「今日から俺と君は仮の夫婦だ。もちろん、籍はまだ入れない。入れるのは三カ月後だ。その三カ月の間に俺という男を知ればいい、だろ？」

　だろ？って言われても……仮の夫婦？　まともな恋愛もしたことないのにいきなり夫婦のふりをしろだなんてむちゃくちゃすぎる。

　ドラマチックな恋の幕開けは、ある日突然訪れる……なんて、恋愛小説の中だけの話だ。長嶺さんとの出会いがもしそうだとしても、なにか違う気がする。

　三カ月経ったところで私が長嶺さんを好きになる保証はない。そこで私はひとつの考えがひらめいた。

「三カ月ですね？　わかりました」

「わかってもらえて嬉しいよ」

　すんなりその申し出を受け入れると長嶺さんは口の端を押し上げて、満足げにうなずいた。そんな彼にゴクッと小さく息を呑んで私はそのひらめいた考えを口にする。

「あの、私ともう一度賭けをしませんか？」

「なんだって？」

　意表を突いた私の提案に、長嶺さんが一瞬意外だというような顔をした。

「今度は一体どんな賭け事だ？」

「私がその三カ月間で長嶺さんを好きになるかどうか、です。ちなみに私は好きにならないほうに賭けます」

　言われっぱなしじゃ悔しい。私がこんな俺様な人を好きになるわけがないし、すべてを受け入れる気なんてさらさらない。すると、長嶺さんはなにがおかしかったのか、声を立てて笑いだした。

「あはは、本当に君はおもしろい人だ。それで？　もし、君が勝ったらどうする？」

「長嶺さんの願いごとを即刻取り下げてもらいます」

　私がはっきりそう言うと、彼は「なるほど、そうくるか」と呟いて、パナシェを呷った。

「なかなか策士だな、君といると退屈しなさそうだ。じゃあ、俺は君が俺を好きになるほうに賭けよう。君はきっと俺を好きになる……というか、好きになってもらわなきゃ困る」

「ずいぶんな自信ですね。そもそもなんで私と結婚なんかしたいんですか？」

「自信がなきゃ、結婚してほしいだなんて言わない。それに、結婚したいって言ったのは、ただ単に君のことが気に入ったからだ。それに……」

　長嶺さんが距離を縮める。そして顔を覗き込んで私をじっと見つめた。

「君には父上の店を立て直すという使命がある。責任者としてその腕前を拝見させてもらうよ、俺の目に狂いはないだろうからな」

　どうして私があの店を担当するって知ってるの？　もしかして、加賀美さんが長嶺さんになにか話したのかな？

　それに責任者としてって……あっ!?

　そこで私は気がついた。父の店は商業施設のテナント店だ。基本、店長とプロジェクトを進めるのが普通だけど、今回の案件は施設の開発運営管理部部長の長嶺さんが最終的な責任者なのだ。

　ということは、長嶺さんとも一緒に仕事をするってことだよね？

　動揺しそうになるのをぐっと堪えて平静を保つ。

「この度は弊社へのご用命ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな私の口調にも長嶺さんは動じない。ひと筋縄ではいかない嫌な予感が一瞬胸を掠めたけれど、この賭けに勝つには、ただ彼を好きにならなければいいだけの話だ。だいたい長嶺さんみたいな強気で勝気な人はタイプじゃない。どちらかというと物腰柔らかな紳士的な男性のほうが憧れる。

　万が一、私が長嶺さんのことを好きになるようなことになれば……あぁ、そんなこと考えたくない！　たった三カ月でなにも知らない人のことを好きになるなんて絶対ありえない。

　三カ月後、長嶺さんに恋焦がれて骨抜きになっている自分の姿を想像するだけで寒気がする。そんな妄想を掻き消そうと、すっかり気の抜けてしまったパナシェをぐっと飲み干した。




「疲れた！」

　こんなに長い一日は久しぶりだった。

　精神的にも体力的にもすべて出し切ったみたいになって、疲労困憊になりながら滞在しているホテルに戻る。「おかえりなさいませ」というレセプショニストの声にもろくに返事もできず、私は部屋に入るなり即ベッドにダイブした。

　ふと、長嶺さんと初めてパリで出会ったときのことを思い出す。ぶっきらぼうな口調や雰囲気は再会したときと一緒だった。ルシェスで飲み終わったあと、『夜道は危ないから』と言ってホテルまでタクシーを回してくれた。しかもホテル前まで同乗してくれて、パリで飲んだときも送ってもらったけれど、長嶺さんはこういうところはしっかりしている律儀な人だった。嫌なところばかりの人だったら大嫌いになるだけで済むのに、たまに見せる優しさに調子が狂う。そして人目を憚はばかることなくまたおやすみのキスをされて、不本意にもドキドキと胸が疼いた。

　長嶺さんか……。

　今まで結婚なんて考えたこともなかったし、仕事が私の伴侶だなんて本気で思っていた。ただ私を気に入ったからという理由だけで結婚してほしいなんて、安易すぎるにも程がある。きっと長嶺さんにとっての結婚は、靴やバッグを買うみたいな軽い感覚なのだろう。

　はぁ、偶然って怖いな。電話が本当に繋がったかと思ったらいきなり本人が目の前に現れるんだもの、まだ狐につままれているみたい。

　私はバッグの中に手を突っ込んで、ＩＣチップの埋め込まれている一枚のカードキーを取り出した。銀光したつるつるのカードキー、ちなみにこれはホテルの部屋の鍵じゃない。

『仮にも夫婦になったんだ。一緒に住むのは当然だろ？』

『まだ家も決まってないのならちょうどいい』

　ホテルの前で送ってもらったお礼を言うと、そう言って長嶺さんから突如手渡された。

『俺はアリーチェ銀座の住居棟の最上階に住んでるんだ。職場からも近いし都合がいい、お互いにな』

　嘘のような冗談のようなことが徐々に現実になってくる。異性から部屋の鍵を渡されるなんて初めてで、どうしたらいいのか戸惑った。別れ際、そんな私に彼は啄むようなキスをして、抱きしめられながら心臓が爆発しそうになった。

「はぁぁぁ……」

　肺はい腑ふの底から長い長いため息をついてベッドに突っ伏す。

　なにを隠そう、私は長嶺さんと明日からひとつ屋根の下で一緒に生活をすることになってしまったのだ。このカードキーは長嶺さんの部屋の鍵だ。アリーチェ銀座は会社からも近いし、十五分も歩けばたどり着ける。

　パリで仕事をしていたときはなにかと残業も多く、家に寝に帰るだけの日が続いたこともあった。それを考えると長嶺さんの言う通り、家と職場が近いのは都合がいい。それに、個人的な問題がひとつだけある。

　日本の口座には大した金額が残っているわけでもなく、それで生活費などを工面するとなると、ホテルに滞在し続けるのもさすがに限界があった。

　そ、そうだ！　長嶺さんはただのシェアメイト、そう思えばいいんだ。

「そうは言っても……はぁ」

　無理やりポジティブ思考にもっていこうとしても、出てくるのはため息ばかり。

　あのまま即結婚って、ならなかっただけ状況はまだマシなのかな。

　それにしても長嶺さんは謎だらけだ。ルシェスにいたことは本当に偶然だったとしても、私がパティスリー・ハナザワのコンサルタントを担当する話はすでに知っていた。

　私のなにを、どこまで知っているのかわからない得体の知れない人。なのになぜだか彼の言動が気になってしょうがない。

　明日の仕事のことを考えるよりも、私の頭の中は長嶺さんですでにいっぱいだった。そして次第に瞼が重くなってきてシャワーを浴びることなく私は眠りに落ちていった。




「今日からよろしくお願いします」

　アリーチェ銀座の営業時間は十時からレストラン街を除き二十一時まで。

　昨日、恭子さんから指定された時間よりも少し早めに店に入り、スタッフに元気よく挨拶をする。

　今日から仕事開始！　気合い入れていかなきゃ。

　私の着ているグレーのスーツジャケットの胸には、「信頼」「誠実」という意味を持つ〝ビオラ〟の花を模った銀素材の小さなピンバッジが輝いている。

　これは、国際カスタマーアドバイザーコンテストで新人賞を受賞したときに賜った大事な私の名誉の証。これを身に着けているだけで背筋がシャキッと張った気分になるから不思議だ。

「あ、芽衣さん、今行くわ」

　白いシェフコートを身に纏い、ずれないようにピンで帽子をとめた恭子さんが急いで作業を片付けている。要冷蔵のケーキを作っているため、いつでも厨房は二十度に保たれているようだ。その厨房付近に立つと、軽く寒気を感じてほどよい緊張感が湧いた。

　とにかく、仕事中だし昨夜のことは忘れよう。

　胸に手を置いて、あらためて自分に言い聞かせ仕事に集中することにする。

「お待たせ、今日からよろしくね！　先代が亡くなってなにかとバタバタしてるけど、とりあえず事務所に移動しましょうか」

「はい。少し早めに来たので、かえって急がせてしまったみたいですね、すみません」

　店の裏口に出るドアを開くと、コンクリート打ちっぱなし壁の通路の先に事務所スペースとバックヤードがある。薄暗い通路を歩いて突き当たりが従業員用出入り口でその手前が更衣室になっていた。

「いいのいいの、さ、狭いけど入って」

　事務所内はデスクトップが一台と、椅子を挟んで向かいにある棚には資料やレシピなどがまとめられたファイルがところ狭しと並んでいた。恭子さんが言うように、そこへふたりも入ればかなり手狭な事務所だった。

「では、早速なんですけど、お店の情報をいくつか教えていただきたいんです」

　コンサルで最も重要なのは可能な限りクライアントから情報を引き出すことだ。そこから得た情報を元にお店を立て直す方向性が決まる。だから、プランを立てる前に十分な情報を集める必要があった。気合いを入れてノートパソコンを開く。

「そうねぇ」

　恭子さんが真面目な表情になる。なかなか言い出せないこともあるかもしれないけれど、親身になって耳を傾ける姿勢は重要だ。それに、何事も初めが肝心。ちゃんとここの店の人たちに自分を認めてもらい、信頼されなきゃいけない。

「芽衣さんって年いくつ？」

「へ？」

　てっきりこれからどう売り上げを伸ばしたいか、集客するにはどうすればいいか、などの定番の問題点が出てくるかと思って、ある程度頭の中で返答の言葉を準備していたけれど、恭子さんの口から出た言葉はまったく見当違いのもので思わず目が点になった。

「二十五です、けど……」

「そうなの？　見えないなぁ」

　恭子さんが笑ってじっと私を見ている。

　恭子さんみたいな大人な女性から見たら、やっぱり私って子どもっぽく見えるのかな。

「じゃあさ、芽衣さんの好きなケーキ教えて」

「好きなケーキはショートケーキです」

　ちょ、なに真面目に答えてるのよ私。面接じゃないんだから！

　でも、これも信頼関係を深めるため、仕事以外の話もちゃんとできないと……だよね？

　それから、好きな男性のタイプとか休みの日はなにしてるだとか、胸につけているピンバッジ素敵ね、どこで買ったの？だとか、仕事にまったく関係のない質問をいくつかされて、いい加減困っていると。

「うん、合格ね！」

「ご、合格？」

　パン！と恭子さんが手を叩いて、呆気に取られている私ににこりと笑った。

「あなたのこと、気に入ったわ。芽衣さんとならうまく仕事をやっていけそう」

「あの、一体……どういう意味でしょうか？」

　訳がわからなくてぽかんとしてしまう。

「実はね、今までに何人かコンサルティング会社の人が来て営業を持ち掛けてきたのよ。けど、どの人もだめね、私の話を最後まで聞こうとしない。その点、仕事に関係のない話をしても、芽衣さんは嫌な顔せずにちゃんと耳を傾けてくれたわ。なんとなく相性もよさそうだし」

　え？　これって試されてたってこと？

「長嶺部長には悪いけど、今回もだめだったらお断りしようと思ってたの。ごめんね、試すようなことして」

　なんだ、やっぱり試されてたんだ。

　恭子さんがいたずらっぽく笑うと、なんだかふっと肩の力が抜ける。

　私はめでたく仕事仲間として認められ、まずは父が取引していた青果店や輸入食材などを扱う店などを教えてもらい、それぞれの食材にどれだけのコストがかけられていたのかなどの情報を聞き出した。

「わかりました。だいたいのことは把握しました」

　ノートパソコンのキーボードに指を滑らせ、聞いた情報をその場で打ち込んでいく。そして今後の仕事の方針を恭子さんと話し合った。




「それでは、お時間いただきありがとうございました。プランニングの草案を次回お持ちしますので、またそのときはよろしくお願いいたします」

　一時間ほど事務所で恭子さんと話した後、店を出る前に「ちょっと待って」と恭子さんに呼び止められた。

「彼、猪いの瀬せ君よ。生菓子担当でずっと先代の下でアシスタントしてた子。こちら先代の娘さんの花澤芽衣さんよ」

　恭子さんの隣でモジモジしている私より少し年下の男性がペコリと頭を下げる。

「猪瀬玲れ央おです。よろしくお願いいたします」

　控えめで物静かな雰囲気の猪瀬君はパティシエを目指す学生アルバイトさんだという。アシスタントということで彼の被っている帽子は恭子さんと違い背が低かった。父ともっとも関係が深かったスタッフとして、恭子さんが紹介してくれたのだ。

「猪瀬君、すごく手先が器用なのよ、店頭に飾ってある銀細工の飾り、あれ全部彼のお手製なの」

「え、そうだったんですか？」

　手作りなのかなって思ってたけど、猪瀬君が作った物だったんだ。

　パティシエになるなら、手先が器用じゃなきゃだもんね、納得。

　見ると、商品棚に飾られた星形のオブジェがキラッと光ったような気がした。




　はぁ、なんだかバタバタして慌ただしかったな。

　まだ肩の力を抜いて身体を休めることはできない。今から会社に戻って仕事が終わったら、荷物をまとめて今夜、長嶺さんの住む住居棟へ行くという難題が残っている。それを思うと、どっと疲れが増す思いだった。

　そうだ、せっかくだから会社に戻る前にケーキをいくつかお土産に買っていこうかな。

　冷蔵ショーケースを見ると、私の好きなショートケーキやチーズケーキ、フルーツケーキなどが綺麗に並んでいてどれも美味しそうだ。

「すみません、モンブランとショートケーキとチーズケーキを三つずつください」

「ありがとうございます。かしこまりました」

　女性販売員スタッフに声をかけると、愛想のいい笑顔が返ってくる。そこへ。

「あ、やだわ、モンブラン売り切れちゃったじゃない」

　ちょうど真横にいた真っ赤なオータムコートを着た派手な中年女性が、わざと私に聞こえるようにぶつくさと文句を言ってきた。

「困ったわぁ、今日来るお客さん、ここのモンブランすごく好きなのに」

　ショーケースに残っていたモンブランの在庫は、私が三つ頼んだところでちょうど売り切れてしまったようだ。販売員も苦笑いを浮かべて「すみません」と頭を下げている。

「今夜のパーティー用にデザートとしてどうしても必要なのよ。いつも贔屓にしてるんだから、なんとかならないかしら？　ここのスイーツは絶品だってパーティーに来ているお客に宣伝しておくから」

　販売員が一旦その場を離れ、すぐに戻ってくる。

「あの、三十分ほどお時間いただければご用意できると……」

「三十分!?　そんなの待てないわよ、今すぐなんとかならないの？」

　売り切れているものを出せという無茶振り。見るに見かねた私は恐る恐るその中年女性に声をかけた。

「あの、三つでよろしければお譲りしますよ」

「え？　あらぁ、いいの？」

　私がそう声をかけるのを待ってたくせに、その女性はわざとらしく顔をパッと明るくさせた。

「ええ、代わりにチョコレートケーキをいただいていきますから、どうぞ」

「まぁ～、悪いわねぇ。じゃあ、今箱に詰めたモンブラン、こっちにいただこうかしら」

　なんかずごく図々しい人！　でも声をかけたのは私のほうだし仕方ない。

「すみません」

　販売員が申し訳なさそうに小声で呟いて私に頭を下げる。

「ごめんなさいねぇ、ありがとう」

　その中年女性は満足げに会計をして店を後にした。

「芽衣さん、ごめんね、ありがとう。助かったわ。こら、猪瀬！　ちゃんと在庫確認しないからこういうことになるのよ」

　中年女性と私のやりとりを聞きつけた恭子さんが慌てて猪瀬君と厨房から出てきて、彼を肘で小突いた。

「す、すみませんっ」

　猪瀬君が今にも泣きそうな顔で何度も私に頭を下げる。

「あのお客さん、うちの常連さんなのよ」

　恭子さんが腰に手を当てて、はぁとため息をつく。

「そうだったんですか、じゃあなおさらよかったです」

　ただでさえお店の売り上げが落ちているというのに、ここで常連客に嫌な思いをさせるのは得策ではない。客足というのはこういうちょっとしたきっかけで遠のいてしまうのを私はよく知っている。

　ホッとしていると、視界の端にダークブルーのスーツを着た見覚えのある男性のうしろ姿を捕らえた。

　あれは……長嶺さん？

　彼は長身だし目立つ。うしろ姿でも彼だとわかる。どうしてここにいるのかと考え込んでいると。

「芽衣さん、お礼にチョコレートケーキ一個おまけしておいたわ。ありがとう」

　注文したケーキが詰められた真っ白な箱を差し出されて、ハッと我に返る。

「じゃあ、失礼します」

　箱を手に取ると、私は自分の会社へ戻るべくアリーチェ銀座を後にした。

　やっと今日一日が終わった。

　帰りに買っていったケーキも仕事の息抜きにちょうどよかったみたいで、会社の人たちに喜んでもらえた。

　それに、私がコンサルタントとして担当することに不安をこぼしていた販売スタッフの人たちからも「本当に助かりました！　ありがとうございました」「大切なお客様を失わずに済みました」と、おおげさに感謝されて私も少しモヤッとしていたものが晴れた。

　これから長嶺さんの家に行くのかぁ。なんか緊張するな。

「お疲れさまでした」

　まだオフィスに残っている社員に挨拶をして上着を羽織る。秋も深まりつつあり、最近は夜になると肌寒い日が続いていた。

　会社のエントランスを出ると、すっと冷気が首筋に入ってきて思わず身震いする。

　まだホテルの部屋全然片付けてなかったんだよね、急がなきゃ。

　私は銀座のネオンが照らす街中を、足早に帰路に就いた。




　よし！　忘れ物はないね。

　ホテルに戻り、荷物をまとめ終わって気がついたら二十二時を回っていた。

　遅くなっちゃったな。

　ひとこと長嶺さんにメールをしようと思ってスマホを手にしたとき、ちょうどタイミングよく彼から電話がかかってきた。

「もしもし？」

『お疲れ。まだホテルの部屋か？』

「ええ、そうなんです。すみません、遅くなってしまって……」

『じゃあ、支度できたらロビーに下りてこい、そこで待ってるから』

「え？　待ってるって、あっ」

　長嶺さんは言うだけ言って一方的に電話を切ってしまった。

　もしかして、迎えにきてくれたのかな？

　そんな淡い期待を抱きつつ、私は片手にスーツケース、肩にボストンバッグを引っ提げると急いでエレベーターでロビーへ向かった。




「お待たせしました」

　エレベーターの扉が開くと、長嶺さんはエントランスロビーのソファに座っていた。目が合うと彼の表情が和らいだ。

「いや、全然待ってない。荷物大変だろうと思って車で迎えにきた」

　長嶺さんは仕事終わりに直接ここへ来たような服装だった。上品なダークブルーのスーツがよく似合っていて、さっき店で長嶺さんらしいうしろ姿を見かけたけれど、やはりあれは見間違いではなかったと確信する。

「わざわざすみません」

「なんだ、荷物はこれだけか？」

「はい」

　長嶺さんが意外に思うのも無理はない。パリから引っ越してきたわりには自分でも身軽だと思う。荷物の中身はほとんど適当な服とちょっとした化粧道具くらい。必要最低限な物以外は荷物になるため惜しみなく全部捨ててきた。

「あの、チェックアウトしてきますね」

「ああ、その必要はない。もう支払ったから、行くぞ」

「え？」

　しれっと言うと、長嶺さんは私からスーツケースとボストンバッグを奪い、エントランスへと踵を返した。

　支払ったって……そんなことしてもらうつもりないのに。

　ホテルに滞在していたのは約一週間。銀座近くという場所が場所だけに少々お高めのホテルだった。だからなるべく部屋にあるミニバーの利用を控えたりと節約していたけれど、そこそこの金額はいっているはずだ。

「早く乗って」

　ホテル前の大通りの路肩に停めた車にとにかく乗るように促される。メタリックホワイトの高級車に一瞬怯むも助手席に滑り込む。続いて長嶺さんが運転席に乗りドアを閉めると、ふたりきりの密室になった。

「あの、ホテルの宿泊代、ちゃんと後で返しますから」

「なんで？　俺たちは〝夫婦〟だろ？　その必要はない」

　夫婦……そ、そうだった。

　一日があまりにも慌ただしくて、すっかりそのことを忘れていたなんて言ったら怒られるかもしれない。長嶺さんにそう言われると、昨夜のことが鮮明に思い起こされる。

『俺とかりそめ夫婦としてお試し婚をしてもらう』

　私と長嶺さんはかりそめ夫婦。ただいまお試し婚の真っ最中だ。

　街の照明に包まれながら、私は走る車の中で昨夜の出来事を反芻していた。

「長嶺さん、さっきパティスリー・ハナザワの前にいましたよね？」

　すると、長嶺さんは「バレてたか」と苦笑いした。

「たまたま施設内を通りがかったら君を見かけたんだ。妻の仕事ぶりに興味があった」

　妻、だなんて言われるとかりそめ夫婦とわかっていてもなんだか妙な気分だ。

　交差点で信号が青になると再びアクセルを踏み、滑らかに車が動きだす。長嶺さんが運転する車に乗るのは初めてだったけれどすごく丁寧だ。ハンドルを握る横顔もなんとなく凛々しく思えてしまう。

「それに、スーツ姿もグッときた。君のビジネスシーンを見るのは初めてだったからな」

「グッときたって……長嶺さんの会社の女性社員はスーツを着てないんですか？」

　照れ隠しにそう言葉を返すと、長嶺さんがチラッと横目で私を見て、小さく笑った。

「グッときたって言うのはそそられたって意味だ。けど、うちの女性社員がスーツを着ているからって、いちいちそんなふうに思ってたら変だろ？　だから、それだけ君は俺の特別ってことだ」

〝妻〟の次は〝特別〟ときた。こんなことで心を揺さぶられるなんて……いや、揺さぶられてなんかいない。ちょっと困惑しただけだ。

「あの、先に言っておきますけど私が長嶺さんと同居するのは職場に近いからであって、それに店からすぐに直帰することもできるし――」

「君と一緒に暮らせるなら、理由はなんだっていいさ」

　自分がなんだか苦し紛れの言い訳をしているようで恥ずかしい。

　もう、長嶺さんちゃんと私の言いたいことわかってるのかな？

　信号が赤になったそのとき、長嶺さんの手が伸びてきて私の手をギュッと握った。突然の行為に驚いて肩がピクリと跳ねる。

「なに？　どうした？」

「えっ？　い、いえ、なんでもないです」

　困惑してドキマギしている私を見るのがおもしろいのか、長嶺さんは唇に笑みを浮かべてなんだか楽しそうだ。翻弄されちゃいけない。そう頭ではわかっているのに不思議と胸が熱くなってうずうずする。

　この感覚はなんなのだろう。

　車は大通りを走り抜け、再びアリーチェ銀座に帰ってきた。営業時間が過ぎ、照明の消えた商業棟の裏手に回ると車は住居棟の地下駐車場の出入り口へ吸い込まれていった。

「あの、本当に自分で持ちますから」

「おいおい、俺がこんな大きな荷物を女性に持たせて平気な顔をしていられる男だと思うか？」

　長嶺さんは車を降りるなり、私の荷物を持ったままツカツカと歩いていってしまう。

　住居棟のエントランスにはシックなグレーのタイルカーペットがバランスよく敷かれていて、時間外だからか、日中常駐しているコンシェルジュデスクには誰もいなかった。

　エレベーターは途中で止まることなく、ぐんぐん最上階まで一気に駆け上がると、長嶺さんの住む部屋がある最上階に到着した。住居棟の部屋数は全部合わせて五十戸程度、最上階フロアは部屋の間取りの関係で三戸しかないらしい。

「さ、どうぞ。今日からここが君の家だ」

　玄関ドアが開いた途端、長嶺さんがつけているシトラス系の香水の香りがほんのり鼻をくすぐって、まるで彼に抱きしめられているような気になってドキドキする。

「あ、この部屋メゾネットなんですね」

「ああ、この階の部屋は全部メゾネットタイプの間取りなんだ」

　なるほど、だからこのフロアだけ部屋数が少ないのね。

　メゾネットとはひとつの住宅内部に内階段があり、二階以上の階層で構成された物件のことだ。

　全体的な内装は白を基調としていて、玄関から廊下を抜けると十帖ほどのリビングになっていた。真っ白なタイルには大きなベージュカラーのラグが敷かれている。壁際に大型テレビと座り心地のよさそうなＬ字カウチがあり、その間にガラスの天板のついたローテーブルが置かれていた。リビングの奥の部屋は長嶺さんの書斎とその隣の部屋は寝室らしい。

　ちゃんと掃除が行き届いてるし、長嶺さんって綺麗好きなのかな？

「ひとつ屋根の下で一緒に暮らすと言っても、さすがにプライベートがないのは嫌だろ？　二階にも部屋があるからそこを君の部屋として使ってくれ」

　吹き抜けの螺旋階段を上がっていくと、二階は十二帖のリビングダイニングキッチンになっていた。

「わぁ、結構広いんですね」

　なにより驚いたのは、整ったアイランドキッチンだった。きっと父が見たらうらやましがるに違いない。

「君、料理は得意なのか？　父譲りで洋菓子作りが得意とか？」

「それが、その両方でもありません。むしろ苦手というか……」

　自分で言うのもなんだけど、昔から勉強の成績だけはよかった。英才教育だといって、小さい頃から英語とフランス語を父から教わり、そのおかげですんなり留学もできた。仕事もそれなりにこなせたけれど、決定的に足りないものと言えば料理のセンスだった。男を振り向かせるにはまずは胃袋を掴めと父から言われ続け、またいつもの冗談だと聞き流していた。

　やっぱり少しくらい料理ができるようになったほうがいいよね……。

　実を言うと、私は味噌汁だって満足に作れないほどの料理音痴なのだ。

　長嶺さんはネクタイをシュッと解くとシャツのボタンを寛げ、キッチンを見つめながら唇を歪めている私に優しく目を細めた。

「俺は君と反対で料理は得意なんだ。お互いに足りないものを補い合うのが夫婦だろ？　食事のことは俺に任せろ」

　ああ、周りにこういう人がいるからついつい甘えちゃうんだ。これじゃ、いつまでたっても上達しないわけだよね。

「それならお料理作るときは教えてくれませんか？」

　何事も前向きに、というのが私のモットー。前向きなのはいいけれど実際、私の料理音痴の度合いを彼が知ったら……きっと幻滅されるに違いない。

　キッチンのカウンターにはいろんな種類のスパイスやハーブが几帳面に並んでいる。

　長嶺さんの料理が得意だと言うのは、まんざら嘘でもなさそうだ。

「一階にも二階にもトイレと洗面台はあるけど、二階のバスルームにはシャワーしかないから、バスタブに湯を張って入りたいときは一階を使ってくれ」

「わかりました。ありがとうございます」

「一日でも早く俺を好きになってもらえるよう願っている。おやすみ」

　長嶺さんが腰を屈めて、私の頬に軽く唇を掠める。

　好きになってもらえるようにって願われても……。

　こうして長嶺さんからおやすみのキスをされるのは何度目だろう。初めは驚いて戸惑っていたのに、なぜかおやすみのキスが自分の中で自然なものになっていた。決して慣れたわけではなく、むしろ毎回恥ずかしくて顔が真っ赤になるけれど。長嶺さんはそんな私に「可愛いな」と言って今度は額に口づけた。

　なにも言えずに黙っていると、長嶺さんは親指でさっと私の頬を撫でて螺旋階段を下りていった。

「お邪魔します……」

　使っていいと言われた部屋をそっと開ける。そこはシングルベッドとクローゼットしかないシンプルな空間だった。シンプルと言っても質素というわけではなく、部屋にある家具は上品で質がよく高価なものだった。ここも綺麗に清掃されていて埃ひとつ落ちていない。窓にある淡いブルーのカーテンもしっかりノリが効いていてまだ新しい。

　はぁ、ようやく落ち着けるのかな？

　これからどうなるのだろうという不安を胸に抱きつつ、目の前に広がる銀座の夜景を、私は窓からぼんやりと眺めた。










第三章　魅惑のキス




　――優秀新人賞受賞おめでとう！　メイ　ハナザワ！

　私はカメラのフラッシュをこれでもかというくらいに浴び、コンテストで新人賞を受賞した喜びに満ち溢れていた。

　――日本人最年少受賞者として、ひとことお願いします。

　いくつものマイクを向けられ戸惑っていると、人だかりの向こうにひときわ背の高い男性の影が見えた。私は無意識に報道陣をかき分け、その男性に歩み寄る。

　――あの！

　男性は私の呼びかけに足を止め、ゆっくりと振り向いた――。




　最近、同じような夢を見る。おぼろげにコンテストの授賞式の夢だったのは覚えているけれど、振り向いた男性の顔は思い出そうとしても肝心なところで目が覚めてしまい、その輪郭は不鮮明のまま私の頭の中から消えてしまった。

　同じ夢を二回も見るなんて不思議だよね。

　出勤途中で今朝見た夢のことを思い出していると、ビルの合間から差し込んでくる眩しく輝く朝日に身を包まれる。

　今日も秋晴れのいい天気。太陽の光を浴びると力が漲みなぎってくる。

　昨夜はすっかり寝入ってしまい、朝起きて気づくとすでに長嶺さんの姿はなかった。代わりにスクランブルエッグとこんがり焼いたソーセージ、サラダにスープと立派な朝食がダイニングテーブルの上に置いてあって、トースターには焼く前のパンが入っていた。

　長嶺さんがわざわざ作ってくれたのかな？　帰ったらお礼言わなきゃ。

　モヤモヤとした夢のことは気になるけれど、久しぶりにしっかりした朝食を堪能したおかげで出勤する足取りも軽かった。




「おはようございます」

　Ｋ．Ａコンサルティングファームへ出社すると、加賀美さんから「おう！　おはようさん」と声をかけられる。

「昨日、先方の店に行ってきたのか？　あそこの店長、美人だけどクセのある人だから少し心配してたんだが……」

「大丈夫ですよ、なんとか合格みたいです私」

「さっすが！　んで、お前のデスクなんだが……実はまだ用意できてないんだ。悪い」

　加賀美さんが顔の前で手を立てて「すまん」のジェスチャーをする。

　私が東京にある本部へ戻ってくることになったのは突然だった。いろいろと準備が整っていなくても仕方がない。

「これから外出するんだ。書類が山積みだけど適当にどかして俺のデスクを使ってくれ」

　加賀美さんのデスクは、書類が山積みのほかに飲みかけのコーヒーやらペットボトルやらタバコの箱やらが無造作に散乱していて、これでは作業するスペースもない。

「あ、ありがとうございます」

　デスクの上って性格出るよね……。

　加賀美さんがオフィスを出て行った後、デスクの上を片付けてからノートパソコンを開き、先日聞いた情報を元にパティスリー・ハナザワの売上促進のため、あれこれとプランを練った。

　アリーチェ銀座のような大型商業施設に出店している店の家賃は高い。だから大抵の営業利益はそんなに黒字になっていないはずだ。だから確実に売上を中心に伸ばさなければ、経営自体難しくなる。そして父の店、パティスリー・ハナザワは今、その危機に直面している。

　やっぱりもう少しお店のこと調べてみよう。それに過去の売り上げデータも資料として必要かな。

　コンサルタントとして大事なことはたくさんあるけれど、まずは情報をより集めて店のことをよく知る。そしてクライアントの店に何度も足を運んで客観的に見てみることも重要だ。

　私はプランの草案を考える前に、いくつか店の改善すべきポイントがないかどうかもう一度調査すべく、アリーチェ銀座へ向かうことにした。




　会社で少しデスクワークをして、店に着いたのは昼前。ランチの時間だとオフィス棟から来た社員たちの姿もちらほら見受けられる。店長である恭子さんは厨房で真剣な顔つきで仕事をしていたから、安易に声をかけるのはやめておいた。

「こんにちは」

「いらっしゃいませ。あっ、花澤さん。こんにちは」

「あの、お店の様子を少し見させていただこうと思って伺いました」

　店頭にいる販売員にそうひとこと断って冷蔵ショーケースを確認する。まだ昼だというのにすでに半分以上が空いていて、焼き菓子も在庫が足りてないようだ。

　まだこの店の商品が何時くらいにどれぐらい売れるのか把握しきれていない。それはあとでデータをもらえばいいし、とにかく今の時点でショーケースが半分も空いているとなると、夕方まで在庫がもたないのは一目瞭然だ。

　せっかくの販売チャンスを逃してるなぁ。もったいない。

　廃棄を出さないため来客人数に合わせて商品を作っているのかもしれないけれど、それではまったく売り上げ改善にはならない。

　テイクアウトのランチと一緒にデザート用に買いにくるお客さんもいるはずだ。それを考えると、在庫切れというのはかなり損だ。父が亡くなり、店を離れていったスタッフも多いと聞いていたから、やっぱり人手が足りていないのだろう。そう考えていたそのとき。

「恭子さーん、前まえ園ぞのさん今日風邪でおやすみって今連絡あったんですけど……」

「はぁ!?　今？　まったく、なんでもっと早く連絡してこないのよ。も～このクソ忙しいときに！　あ、芽衣さん、来たてのね」

　突然のスタッフの欠勤に苛立っていた恭子さんが、私の姿に気づくなりパッと笑顔に切り替える。

「どうかしたんですか？　今、チラッと聞こえちゃったんですけど……」

「うーん、今日はただでさえ人が足りてないところにひとり欠勤が出ちゃってね。これから部長のところに予約分のケーキを届けなきゃいけないんだけど、私はここを離れられないし、かといって販売員たちを今出すわけにはいかないし」

　恭子さんの話によれば、会議がある日には必ずと言っていいほど長嶺さんからケーキの予約が入るらしい。そして、その注文のケーキを販売スタッフの誰かがオフィス棟まで持っていくことになっている。けれど、今日はひとり急な欠勤が出てしまい、接客に追われた販売員たちもケーキを持っていくタイミングがなかなかないようだ。

「あー！　もうどうしよ」

　帽子を被ったままの頭をガシガシしながら恭子さんが唸っている。店頭にいる販売員は今ふたり。いつピークの波が来るかわからない微妙な時間帯ではある。ひとりでここを捌くのは無理だ。

「あの、部長って、長嶺部長のところですよね？　ちょうど挨拶にいこうと思っていたので私が持っていきましょうか？」

　お店の人たちが困っているのに見て見ぬふりなんてできない。

　それなら私が行けばいいじゃないと思い立つ。

「えっ？」

　意外な私の申し出に恭子さんが驚いて目をぱちくりさせている。

　出しゃばったマネしたかな。

　私は店のスタッフじゃないけれど仕事仲間だ。店が困っているときはなにか力になりたい。それがコンサルタントとしての仕事の範疇じゃなくても。

「でも、芽衣さんに悪いわ、部長に電話して悪いけど取りにきてもらうようにするから」

「いいんですよ。私もそんなに急ぎの仕事があるわけじゃないので、今日は少し視察というか……あ、オフィス棟にも行ってみたいし」

　すると恭子さんがホッとしたように笑顔になった。

「ありがとう。今日ね、実は外部からも人が来るような大事な会議なんですって。それで終わったらみんなにデザートとして食べてもらうって言ってたから、どうしても遅れるわけにはいかなかったのよ。そう言ってくれて助かる。本当にありがとう、ふふ、芽衣さんには助けられてばかりね」

　持ちつ持たれつ。こうやって少しずつクライアントと信頼関係を築き上げるのは仕事を円滑に運ぶため、いいことだと思う。

「店の裏にある休憩室の横を通って、従業員用の出入り口から出ると回り道しなくてもオフィス棟に行けるから」

「わかりました」

　思いのほかケーキの箱が大きい。それを手に取ると、私は恭子さんに見送られて店を後にした。

　一体いくつ注文したんだろ？　休憩室のある廊下ってこっちかな？

　薄暗い廊下を歩いていると女性スタッフが三人、ぺちゃくちゃお喋りしながら休憩室から出てきた。

　アリーチェ銀座の施設内には従業員用休憩室が各階に数ヶ所ある。テーブルと椅子が並び小さなテレビが一台と自動販売機が置いてあるだけの簡易的な部屋がちらりと見えた。恭子さんのいう従業員用の出入り口はおそらくこの先だ。

　まるでダンジョンみたい。急がなきゃ。

　私はケーキの入った箱を持ち直すと、従業員用の出入口から商業棟を出た。

　えっと、オフィス棟は……こっちだね。

　長嶺さんの職場である長嶺不動産商業マネジメント株式会社は案内図で見るとちょうど商業棟の真裏にあるけれど、裏口から出るとすぐにたどり着けた。

　お店の情報をもらいに来たのに、私なにやってるんだろ。けど、こんな機会でもなきゃオフィス棟なんて行くことなんてないし。

　興味で高鳴る胸を押さえつつ、私は足早にオフィス棟のエントランスをくぐった。




　オフィス棟には別の会社がいくつか入っていて、長嶺不動産商業マネジメント株式会社は五階から七階を占めている。彼のいるオフィスはその五階。

　自分から買って出たくせになんだか緊張してきた。

　ポンという到着した合図の電子音がすると、エレベーターが静かに開いて前に進む。

　正面にはダークグリーンの壁に掲げられた会社のロゴをバックに、綺麗なレセプションがある。

　堅苦しい場所だと思っていたけれど、窓から日の光が燦さん々さんと降り注ぎ意外と明るい雰囲気だった。受付嬢が席を外しているのか、レセプションには誰もいない。

　どうしよう、困ったな。あ、あれは……。

　レセプションデスクの横からオフィスへ行く通路がある。そしてそこからガラス張りのミーティングルームがちらりと見えた。

　あれ？　な、長嶺さん？

　いきなり長嶺さんを発見してしまい驚いて声が出そうになる。

　ブラインドがあがったままの状態だったから室内の様子が窺えた。白い大きなテーブルを社員が数人囲んでいて、長嶺さんはホワイトボードの前でなにか説明をしていた。ドアが閉まっているため、話している内容はよく聞こえない。社員を見つめる真剣な眼差し、時折見せる笑顔を見ていると、なぜか彼の姿が輝いて見えて思わず目を奪われる。すると。

　今、目が合った？

　一瞬、長嶺さんが資料から顔をあげたとき視線がぶつかった気がして、私はくるりと勢いよく半回転した。急にドキドキと波打つ鼓動を落ち着かせて胸に手をあてる。

　びっくりした。気づかれたかな。

　目が合うというのは、不思議な現象だと思う。どちらか一方が見つめているだけでは成立しない。両方が同じタイミングでお互いを見て成り立つものだ。当たり前の理屈だけど、自分の意思が届いたようで妙な気分になる。

「お客様、不在にして申し訳ございません。大変お待たせいたしました」

　しばらくすると、まるでフランス人形のような目のクリクリとした色白の受付嬢が戻ってきて、私に声をかけた。

「あ、すみません、えっと……」

　パティスリー・ハナザワのコンサルタントだと言っても、どうして店の従業員じゃないのに注文のケーキを届けにきたのか不審がられるだろう。

「パティスリー・ハナザワの花澤と申します。ご予約の商品をお持ちしました」

　余計なことは言わず〝決して怪しいものじゃございません〟オーラを放ってみると、受付嬢は納得したようで笑顔になった。

「花澤様ですね、花澤……あ、もしかして、先代様とご親戚かなにかでいらっしゃいますか？」

　どうやら店の名前と苗字が同じだったことが引っかかったようで、受付嬢が首をかしげている。

「え、ええ、前オーナーの花澤翔一は私の父なんです」

　父、と聞いた受付嬢が腑に落ちたように「あぁ」と声にした。

「そうでしたか、この度はお悔やみ申し上げます」

　ちゃんと社内教育を受けているのか、私なんかよりも年下に見えるのに彼女は丁寧な言葉遣いでそして礼儀正しい。恭しくお辞儀をされて私はぎこちない笑顔を返した。

「あの、今後ともパティスリー・ハナザワをどうぞ御贔屓によろしくお願いします」

　ペこりと頭を下げると、彼女も「こちらこそ」ともう一度微笑んだ。

　結局、長嶺さんとは目が合っただけで挨拶すらできなかった。なんだか少しがっかりな感じがするのはなぜだろう。




「あ、花澤さん、お疲れさまです。すみません、もう少し早く出勤してれば長嶺部長のところには俺が行ったんですけど……」

　店に戻り、無事にお使いを遂行したことを恭子さんに報告すると、学校が終わりアルバイトにやって来た猪瀬君がいた。店はどうやら三時のピークは越えて少しばかり落ち着いているようだ。ショーケースの在庫も補充されて十分ある。

「いいんです、ついでにオフィス棟の見学もできたし」

　仕事中の長嶺さんはキリッとしていて凛々しく見えた。普段、ぶっきらぼうなところもあるけれど、それを知っているのは私だけかもしれない。

　なんでそんなふうに思うんだろ。私、なんか変。別に、それを知っていたところでどうってことないのに。

「そういえば花澤さん、今日はどうしたんですか？」

　猪瀬君に言われてハッとする。そうだ。今日は店の視察と、できれば過去の売り上げデータの資料をもらいたいと思って来たんだった。

「プロジェクトに必要な資料をもらえればと思って伺ったんです」

　見ると、恭子さんは厨房で忙しくしている。とてもじゃないけれど今、声をかけられる状況じゃない。

「あ、売り上げデータなら恭子さんから預かってますよ。しばらく厨房から離れられないから、もし花澤さんが戻ってきたら渡すように言われました。ちょっと待っててください」

　ああ、恭子さん、話の理解が早くて助かる。こっちから催促しなくても私が欲しい資料をちゃんとわかってる。

　冷蔵ショーケースの前で待っていると、下段の隅に大きな苺のデコレーションケーキが置かれているのに視線が止まる。白いプレートにチョコペンで書かれた【Happy Birthday】の文字に過去の記憶の波が押し寄せた。

　――芽衣、誕生日おめでとう。ほら、父さんが作ったお前の好きな苺のケーキ、生クリームたっぷりだぞ？

　――わーい！　ありがとうお父さん！

　――あはは、あんまり食いすぎるなよ。

「花澤さん、お待たせしました。って、花澤さん？」

「えっ？　あ、すみません、ぼーっとしちゃって」

　仕事中にいけないとわかっているけど父の店に来ているからか時折、無意識に過去の思い出が蘇る。

　様子がおかしいと気づいた猪瀬君は、怪訝そうな顔を浮かべて私の顔を覗き込んだ。

「ほんとになんでもないんです、あ、資料ありがとうございました」

　今でも父のことを思い出すとつい目が潤んでしまう。仕事先で泣くなんてもってのほかだ。

　もらった資料を手元に抱え、頭の中を仕事脳に切り替える。そして、キリッと気を引き締めた。この店の経営に貢献するため、正確にそして丁寧なプロジェクトを進めていかないと。それが私の役目。

「ところで花澤さんの胸についてるそれって、たしか国際カスタマーアドバイザーコンテストで新人賞を受賞するともらえるっていうピンバッジだって、恭子さんから聞きました」

「え？　恭子さんから？」

「花澤さんと恭子さんって仲いいんですか？　その、ここだけの話ですけど……」

　仕事中だというのに店の隅で立ち話なんて、こんなところ恭子さんに見られたら……。とドキドキしていると、猪瀬君が小声で思わぬことを口にした。

「恭子さんには気をつけたほうがいいですよ。あの人、人が好よさそうに見えて結構腹黒いこと考えてたりしますから」

「ッ!?　な……なに言ってるの？」

　腹黒い、ことって？

　初めて聞く彼の低い声、そのトーンに一瞬背筋が震えた。その弾みで手元から資料が落ちそうになる。

「最近店長になったからってちょっと人当たりきつくなった気がするんですよ。ほかのスタッフが辞めたのだって、恭子さんが原因だったりしないかなって……あ、単なる俺の憶測ですけど」

　恭子さんだって父が突然亡くなっていきなり店長になったのだ。彼女の中でも戸惑いや不安はある。それなのに周りの人がわかってないなんて。

　私はそんな彼の安易な冗談と憶測にモヤッとしたものが湧いた。

「恭子さんはいい人よ、個人的な感情から冗談でもそんなこと言わないで。それに一緒に仕事をしている仲間でしょ？」

　私のことを冗談の通じない相手だと笑うかもしれない。けれど、猪瀬君の発言は恭子さんへの侮辱だ。あまりそういうブラックジョークは好きじゃない。

「じゃ、失礼しますね」

　だけどこんなやりとりがきっかけで猪瀬君とギクシャクしたくない。つい感情的な口調になってしまったことを胸の中で反省しつつ、無理に作った笑顔を向けて私は店を後にした。




　今日もそつなく仕事をこなし帰宅する。しばらくしてから長嶺さんが少し疲れた顔で帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ああ、ただいま」

〝お疲れ〟の意が込められたみたいに長嶺さんは手を私の頭にポンポンとのせ、優しく笑う。

　かりそめ夫婦とはいえ、なんだかこういうのはこそばゆい。こういうとき、本物の夫婦だったらどうするんだろう。そう思案していると。

「今日、オフィスにケーキを持ってきてくれただろ？　佐伯から話を聞いた。助かったよ、ありがとう」

　長嶺さんが私の腰に手を回し引き寄せると、軽く額にキスをした。そして顔を覗き込まれ、視線がぶつかる。

「それに一瞬だけど、こんなふうに目が合ったな」

　え、じゃあ、あのとき気づいてたの？

　大したことをしたつもりはないのに、あらためてお礼を言われると照れる。そして長嶺さんはニッと笑って自室へ入っていった。

　もう、いきなりあんなことされると心臓に悪いよ……。長嶺さんとの同居生活に慣れるのもまだまだ時間がかかりそうね。

　引き寄せられたときの感覚がまだ腰周りで疼いている。力強くて逞しい腕だった。そして額には温かくて柔らかい感触が残っている。それはまるで長嶺さんの人柄を表しているかのようで、私の胸はいつまでも高鳴りを覚えていた。




　数日後。

「お疲れさまです。お忙しいところすみません、営業時間外のほうがいいかと思ってプロジェクトの簡単な概要ができました」

「あ、芽衣さん。お疲れさま」

　忙しいと時間が経つのはあっという間だ。私は閉店後、事務所で恭子さんと出来上がった草案について話し合うため、パティスリー・ハナザワへ足を運んでいた。

「ちょうどよかった。これ、見てくれる？」

　パソコンに向き合っていた恭子さんが画面を私に向ける。覗き込むと週ごとの売り上げが数字になって示されていた。私はとある違和感を覚え、ドキリとする。

「あの、恭子さん……このデータ」

「芽衣さんも気づいた？」

　恭子さんはデスクに頬杖をついて、はぁ、と盛大にため息をついた。

「先代が亡くなったことがメディアで公になってからというもの、急に売り上げが落ちてるの。人員不足で欠品が続いてるのも売り上げダウンに拍車をかけてる。やっぱり求人広告増やしたほうがいいかなぁ」

　父が亡くなってからまだ一カ月と経っていない。けれど、パティシエ界の巨匠と言われていた父、花澤翔一が急逝した打撃は如実に表れていた。先月まで順調だった売り上げが急激に右肩下がりになっている。

　頭ではわかっていたけど、こうして悪い数字を見るとやっぱりショックだ。

「先代がいた頃は、毎週のように足を運んで商品を購入してくださったお客様もいたんだけど……。先代が亡くなっても店の味は変わらないのに、世知辛い世の中ねぇ。ごめん、こんなことをぼやいていても仕方ないわね」

　恭子さんが力なく笑う。今まで何度も経営不振に悩んでため息をつくクライアントの寂しげな顔を見てきた。父が遺のこした店の従業員ならなおさらズキリと胸が痛い。

　なんとかこの店を私が守らなくちゃ。

　あらためてそんなふうに思い知らされる。父のためにもプレッシャーに押しつぶされそうになってる場合じゃない。

「ふふ、もう、芽衣さん、そんな顔しないで。うちの店には優秀なコンサルタントの芽衣さんがついてるんだもの、こっちは大船に乗った気分でいるわ」

　恭子さんが肩にかかった長い髪の毛をさっと払う。普段、帽子を被っているからわからなかったけれど、背中まである長い髪は艶めいていてほんのりシャンプーのいい匂いがした。

「恭子さん、そういえばこのピンバッジのこと知ってたんですね。猪瀬君から聞きました」

「うん、ちょっとね。前にも何度か経営コンサルタントに会ったこともあるし。でも実際本物のピンバッジ見たのは初めてだけど……。ねぇ、そのピンバッジって、オークションとかフリマアプリで結構高値で売れるって知ってる？」

「え？」

　じっとピンバッジを見つめる恭子さんの目と合う。

　表情は柔らかいけれど、その目の奥になんとなく冷たいものを感じ取って息を呑む。

　ピンバッジが高値で売れる？

　もちろんそんな売ったりなんかする気は毛頭ない。長年努力してやっとの思いで手に入れた名誉の証だ。でも、受賞した人の中にはお金のため、簡単に手放す人もいるのかもしれない。

「だから、うっかりなくしちゃったなんてことないように気をつけてね、っていう老婆心からのちょっとした忠告」

「は、はい」

　今まで胸に着けていてなくしたこともないし、いきなりそんなふうに忠告されて戸惑う。すると、恭子さんがスッと椅子から立ち上がって私の肩をポンと叩いた。

「一緒に頑張りましょう、よろしくね」

　優しい笑顔を向けられて思わず惚けてしまう。

「はい、こちらこそ」

　私の身長は百五十センチと小柄な部類だ。恭子さんとは同じ女性同士なのに、すごい身長差がある。

「恭子さんって、背が高くてモデルさんみたいですよね」

　うっかり素直な感想を口にしてしまいハッとなる。もしかしたら背が高いことを気にしてるかもしれないというのに。

「ふふ、女性はそのくらいが一番可愛いのよ？　私なんかこの身長のおかげで威圧感あるみたい。モデルみたいだなんて、そんなこと言ってくれたのは芽衣さんだけよ」

　目を細め、にこりとするその笑顔から猪瀬君が言う〝腹黒〟なんて言葉は微塵も感じられなかった。

「私はもう少し仕事をしてから帰るわね、エントランスは閉まってるから裏口から出てね」

「はい。じゃ、失礼します」

　帰ろう。お腹空いたな。

　今日は会社には戻らず直帰する予定だ。

　長嶺さんも今日は遅いって言ってたし、夕食になりそうなもの買って帰ろうかな。

　地下の食料品売り場の総菜パンを買おうと思ったけれど店が閉まっていることに気がついた。どうしようかと考えあぐねながら従業員用出口の扉を開ける。すると、そこに意外な人物が立っていた。

「お疲れ、終わったか？」

　ベージュのステンカラーコートをスーツの上から羽織った長嶺さんが笑顔で出迎える。まるで私を待っていたかのようだ。

「あれ？　遅くなるって言ってましたよね？」

「ああ。そう思っていたら先方の都合で会議がキャンセルになったんだ。もしかしたら店に君が来ているんじゃないかって思って待ってた」

　え？　店に来ているんじゃないかって、長嶺さん勘がよすぎ！

　そのとき、うしろのほうから話し声と人の気配が近づいてきてドキリとする。

　そうだ。お店の人たちにこんなところ見られたら大変。

「あの、どこか移動しま――」

　ぎゅるるる。

　私のお腹がどうやら限界を迎えたようで「早くなにか食べさせろー！」と訴えかけてきた。

「夕食まだなのか？」

　今の、絶対聞かれたよね？　あぁ、恥ずかしい。

　小さくコクンと頷くと、長嶺さんがパッと笑顔になった。

「じゃあよかった。なにか食べにいこう。俺もまだなんだ、なにかリクエストはあるか？」

　リクエスト。急に言われてもなにも思いつかない。しばらく考えて、帰国したら最初に食べようと思っていた大好物がまだ保留になっていることにふと気づく。

「ラーメンが食べたいです。それもこってり系の」

「ラーメンか……」

　私のリクエストが意外だったようで長嶺さんは目を丸くした後、スマホで少し検索してからにこりとする。彼の笑顔はいつも優しい。そんなふうに思うのは長嶺さんとの距離が縮まったからだと思う。だけど本当は関係を縮めたらいけない相手、さもないと私が賭けに負けてしまう。

「俺のお勧めのラーメン屋があるんだ。定休日が決まってない店で調べていかないと……あ、今日はやってるみたいだな。そこでいいか？　少し歩くけど」

　長嶺さんみたいな御曹司がラーメン食べるってなんか意外だよね。麺すすってる姿とか想像できない。

「はい、お願いします」

「じゃ、行くか」

　長嶺さんはスマホをポケットにサッとしまうと私の手を取った。

「あ、あの」

　いきなり手を繋がれて心臓が跳ね上がり、そしてドキドキと胸が波打ち始める。

「君の手は冷たいな」

「手が冷たいのは父譲りです」

　なんて冗談を言ってみる。

　実際、手が温かいと生クリームを絞るときに形が微妙に崩れることがある。だからパティシエの手が冷たいのは職業病みたいなもんさ、と父が昔よく言っていた。

　本当は緊張して指先の熱が引いてるとは言えずに下手な冗談でごまかす。すると彼は自分の体温を分け与えるように、ぎゅっと私の手を握り直した。

　長嶺さんの手、温かいな。

　繋いだ手を通じてこの高鳴っている鼓動まで伝わるのではないかとドキドキしてしまう。

「手が冷たい人は緊張しやすい。ということは感情が大きく揺れやすいということだ。それを感情豊かで心温かいという説があるのを知ってるか？」

　長嶺さんは私の歩くスピードに合わせて長い足の歩幅を調整しながら歩いている。長嶺さんはそういう気遣いができる人だ。

「それって、絶対迷信だと思いますよ。長嶺さんはどう思います？」

「さぁな、実際君は心温かな人だろ？　まんざら迷信でもなさそうだ」

　長嶺さんから笑顔を向けられると胸の奥の罪悪感が疼く。

　私のなにを知って心温かな人だなんて言うんだろ？　だって私は……。

　今は仮の夫婦、ということになっているけれど、私は賭けに勝って長嶺さんの「結婚する」という願い事を撤回しなければならない。だから、ずっと彼を好きにならない方法を模索しているというのに、私の腹積もりを知ったらきっと心温かな人だなんて思わないはずだ。

「それにしても、もう二十一時を回っているってのに、こんな時間からこってり系のラーメンが食べたいなんて、案外君の胃袋はタフなんだな」

「パリのレストランではもっと遅い時間に夕食とってましたし、朝起きたてで普通にハンバーグとかいけますよ。あっ、そういえば、朝食ありがとうございました。なんだか久しぶりにしっかりしたものを食べたというか」

　いけない、うっかり朝食のお礼を言いそびれるところだった。話の流れで思い出してお礼を言う。

「一日はいい食事で始まり、いい食事で終わるって言うだろう？　と言っても俺の場合、朝はコーヒーしか受けつけないけどな」

　やっぱり、自分本位だったかな？　こんな時間からこってり系のラーメンなんてミスチョイスだったんじゃ？

「あの、長嶺さんって年いくつなんですか？」

　夫婦なのに……といってもかりそめだけど、そういえば長嶺さんって何歳なんだろ？

　なんの脈絡もない唐突な質問に、長嶺さんは意表を突かれた顔を向けた。

「三十五歳だ。あ、今、意外とおじさんだと思っただろ？」

「えっ!?　い、いいえ！　決してそんなことは……」

　長嶺さんって私より十歳も年上だったんだ。どうりで落ち着いた大人な男性に見えるわけね。

　そんな他愛のない会話をしながら煌びやかな照明に照らされた大通りを抜け、脇道に入ると一軒のラーメン屋に到着した。

「いらっしゃいませー！」

　暖簾をくぐって店の中に入る。カウンター内で威勢のいい黒いバンダナを頭に巻いた男性店員が数人、飲みのシメにとやって来たお客さん相手に忙せわしなくしていた。幸いテーブル席が一席空いていて、そこに座るように案内される。

　数年ぶりに来るラーメン屋に、私は思わずきょろきょろと店内を見渡す。壁には色紙に書かれた芸能人のサインが数多く飾られていて、少し油で黄ばんでいた。

「ここの味噌ラーメンはうまいぞ、君のリクエスト通りこってり系だし。部下を連れて昼に何回か来たことがあるんだ。君も気に入ると思う」

　初めて長嶺さんと向かい合わせで座る。今日もパリッとスーツを着こなしていて、なんだか入社面接みたいだ。

「じゃあ、味噌ラーメンにします」

　そう言うと、長嶺さんは店員を呼び味噌ラーメンをふたつ注文する。

「仕事はどうだ？　順調か？」

「はい。なんとか……でも」

　仕事はどうだ、と聞かれてまず浮かんだのは事務所で見たパティスリー・ハナザワの売り上げの現実。

「どうした？」

　長嶺さんはいきなり黙り込む私を心配そうに見つめている。そんなふうに見られると、彼の優しい眼差しについ甘えたくなってしまう。

「店の売り上げを見たんです。父が亡くなったことが公にされて以来、客足が遠のいてるみたいで……」

「そうか、けどな」

　不意に長嶺さんが表情を引き締めた。

「先代が亡くなって売り上げに影響が出ることは想定内だ」

「え？」

　長嶺さんはなにもかもわかっていたような口調だった。ここで驚いて落胆されるより、この事実を堂々と受け止めて話を聞いてくれるのはありがたい。だから私も冷静になれる。

「それで今、売り上げを巻き返す方法を考えてる真っ最中なんです。これは私の課題ですね」

　なんとなく雰囲気を暗くしてしまったと、私は真顔の長嶺さんに笑ってみせた。

「何事も前向きなのはいいことだ。けど、あんまり気を張りすぎるなよ？　俺になにかできることがあればなんでも言ってくれ」

「ありがとうございます」

　こんなときに優しい言葉をかけられると、じんと胸が熱くなる。考えてみれば長嶺さんもクライアントだ。しかもその責任者。先方が協力的だと仕事もやりやすい。

「持ちつ持たれつ、俺たちは夫婦だろ？」

「仮ですけどね」

　長嶺さんの優しい言葉は仕事相手としてのものだと思っていたけれど、いざ夫婦と言われて胸がトクンと波打つ。

　夫婦、か……。

　友人の結婚式に参列したとき、仲睦まじい新郎新婦を見て幸せな結婚に憧れを抱いたこともあった。けれど、今は仕事が一番だし長嶺さんと結婚する気なんてない。

「お待たせしました。味噌ラーメンです」

　目の前に熱々の湯気を立たせた味噌ラーメンが置かれると、じわっと唾液が口内に溢れでる。半熟卵に濃厚そうなスープ、太麺でシャキシャキのもやしに厚切りのチャーシューがのっている。

「いただきます」

　まずはスープから。レンゲで掬ったスープに口をつけると声も出ないくらいの旨みが広がった。それから手を止めることなく麺をすする。

「うまいだろ？」

「パリでどうしても日本食が恋しくなって現地でラーメンを食べたことがあるんですけど、やっぱり違いますね、すごく美味しいです」

　はふはふしながらチャーシューを頬張ると、そんな私を笑顔で見つめる長嶺さんと目が合う。

「君って、本当にうまそうに食べるな。見ていてこっちも気分がいい。てっきりホテルのレストランにでも行きたいって言うかと思ってたが、ラーメンとはね、意外だったな」

　うぅ、それってもしかして色気がないってこと？　なんか恥ずかしいな。

　長嶺さんはスープや麺をすする仕草一つひとつが優雅で品がよくて、育ちのよさが窺えた。

　御曹司育ちって、みんなこんな感じなのかな？　私とはやっぱり住む世界が違うよ。

　長嶺さんもお腹が空いていたのか、ふたりしてあっという間にラーメンを食べ終わった。

「ごちそうさまでした。すごく美味しかったです」

「ああ、それはよかった」

　店を出て、私たちはアリーチェ銀座の方向へ歩き出す。

　ラーメンはボリューム満点で少し食べ過ぎた。さっきまで「なにか食べさせろー！」と催促していた胃袋が急に膨らんで、今度は「おいおい、いきなりこんなに食べ物突っ込むな」と文句を言っている。気まぐれなお腹をさすっていると、横を歩く長嶺さんの足がピタリと止まった。

「腹ごなしにちょっと歩かないか？」

「どこに行くんですか？」

「ついて来ればわかる」

　行き先もわからずアリーチェ銀座への道から少し外れてしばらく歩く。そして辿り着いたのは小さな公園だった。二十二時を回っていることもあり、人気がない。

「こんな街中に公園があるなんて……」

「意外だろ？　俺の秘密の場所」

　公園といっても遊具はブランコと砂場があるだけ。

　長嶺さんに手を引かれ、街灯に照らされたベンチへ座った。

　秘密の場所って、こんな公園に長嶺さんはよく来るのかな？

「寒いか？」

「いえ、大丈夫です」

　十月も終わりに差し掛かり、夜になるとコートがないと少し肌寒い。先ほどのラーメンで身体が温まったからかもしれないけれど、今夜はそこまで冷え込んではいなかった。

　長嶺さんは長い足を組んで左腕を私のうしろへ回した。軽く引き寄せられると「もっとこっちへ寄れ」と言われているみたいで、ドキドキしながらほんの少し身体を寄せた。

「さっき君の話を聞いて思ったんだが、売り上げを巻き返す方法を考えてるって言ってただろ？」

「はい」

「今、店に並んでいるものはすべて一寸たがわぬ先代のレシピだ。それなのに客足が遠のいてるのはなぜだと思う？」

　実のところ、私も長嶺さんとまったく同じことを考えていた。父が亡くなったからといって、商品の味が変わるわけじゃない。けど、どうして売り上げが下がっているのかわからなかった。

「……わかりません」

　いくら時間をかけても答えが見つからないので、考えていてもしょうがない。私が正直に言うと彼は空を見上げた。

「顧客たちが疑心暗鬼になってるんだ」

「え？」

「本当に先代の味なのか、今まで通りなのか、わからないから手を出さない。それにこだわりもある。けど、店がその顧客たちに『味は変わりません』と言って回って浸透するのにどれだけ時間がかかると思う？」

　それは思いもよらない答えだった。不意に長嶺さんに目を向けられてたじろぐ。

　そうか、私、お店のことばかり考えてた。お客さんの立場になって考えていたら、もしかしたら私も同じように思うかもしれない。

「父はどうしてアリーチェ銀座に店を出すことを考えたんでしょうか、家賃だって高いのわかってるはずなのに」

　今更な質問をぽつりと長嶺さんに呟いてみる。

「まぁ、商業施設なんてある意味テーマパークみたいなもんだ。父上は確実に人が集まる場所だということを知って、出店したのだと思う」

「父が亡くなるまではうまくいってたみたいですけど、今は赤字ですよ」

　商業施設に店を出した父を否定したいわけじゃない。あまりにも現状が厳しくて、つい弱音を吐いているだけだ。今まで加賀美さんの前でさえ泣き言なんか言わなかったのに、どういうわけか長嶺さんを前にすると弱い自分が抑えられなくなる。

「君も知ってると思うが、人が多く集まる商業施設への出店は銀行の融資が通りやすいというメリットがある。人通りの少ない商店街や小さな路面店とか、融資する側だったら君はどっちに金を貸す？」

　それは考えるまでもなく商業施設だ。とにかく集客してお金に利子をつけて回収できなければ銀行としてもビジネスにならない。

「君の父上がうちの商業施設に出店したのはいい判断だと思う。だから、俺としても店を守りたいんだ」

　長嶺さんの優しい声音にすがりつきたくなってしまう。

「私、どうすれば……」

　そう言ってハッとする。心の迷いがつい声に出てしまい気まずくてうつむく。長嶺さんにメンタルが弱いと思われるのは嫌だ。

「そんなに下ばかり見るなって、ほら」

　私とは違い、温かな長嶺さんの手によって私の両頬が包み込まれる。そしてゆっくりと上を向かされた。

　こんな情けない顔見られたくない。それに薄化粧にほぼスッピンのような顔はあまりにも無防備すぎる。

　顔を背けたくても意外にがっちりホールドされて、無理やり視線を逸らした。

「こっち見ろ」

　私は観念してゆっくりと長嶺さんへ視線を戻す。すると彼の真摯な眼差しとぶつかり心臓が跳ねた。

「放してください」と引き離そうとしたけれど、長嶺さんのこの温もりはあまりにも魅力的すぎた。

「遠のいた客足を追いかけるんじゃなくて、店の商品のランナップをもう一度洗い直すのも手だ。限定オリジナルとか、まったくの新商品を作るとかな」

「店の、限定オリジナル？　新商品、そっか！」

　これは盲点だった。長嶺さんに言われて目から鱗が落ちる。集客するためにはまず商品改善だ。

　なんでこんな簡単なことに気づかなかったんだろ。

「客が離れていったって気にするな。また集客することは可能だ。それに噂ってのはよくも悪くも広まるのは早いからな」

　長嶺さんの瞳はいつ見ても綺麗に澄んでいる。吸い込まれそうになって思わず力がふっと抜けると、彼がやんわりと微笑んだ。

「求人広告も、スタッフが潤っている店舗の枠をパティスリー・ハナザワに回すように総務に掛け合ってみよう」

「でも、広告費なんて余裕は……」

「店内の求人ポスターやホームページを使えば費用はかからない。それで集まるかは別だが、やってみないことには結果が出せないだろう？」

　ああ、私はコンサルタントとしてまだまだ半人前だった。なにも求人サイトに広告を出さなくても解決する方法はほかにもあった。

「なるほど」

「納得したみたいだな」

　そう言って、長嶺さんは私の胸にあるピンバッジを指で軽く弾いた。

「いいピンバッジだ」

「ありがとうございます」

　長嶺さんはたぶんこのピンバッジの意味を知らない。それなのに「いいピンバッジだ」と言われただけで、なんだかやる気が漲ってきた。

「私、なんだかモヤモヤした霧の中からやっと抜け出せたみたいです。ありがとうございます」

　両頬を包み込まれながら自然と笑みがこぼれる。長嶺さんの導きによって解決の糸口をつかんだ気がした。すると、長嶺さんの顔がゆっくりと角度を変えながら近づいてきて、温かいものに唇を塞がれる。それが長嶺さんの唇だということに気づくまで数秒かかった。

「……んっ」

　どうして、いきなり。混乱で固まった身体を引き寄せられる。

「芽衣」

　溶けだしそうなほど甘い声で初めて名前を呼ばれる。

「それに君はひとりじゃない。店の仲間もいる。俺もいつだって君の味方だ。だからひとりで思い悩んだりするな」

　私は昔から人に甘えたりするのが苦手だった。自分の弱さを知ると、自信がなくなる。それが怖くて闇雲にあがいていた。現に今、これから店をどうしていこうかという壁にぶち当たって悩んでいた。長嶺さんはまるでそんな私の胸の内をわかっていたかのようだ。

「あ……っ」

　もう一度口づけられて、軽く口を吸われた。手が行き場をなくして宙をさまよう。うっすら目を開けると視界は長嶺さんの整った顔に支配されていて、長い彼の睫毛が一本一本よく見えた。なんの前触れもないキスに気恥ずかしくて目を閉じることしかできない。

「君はきっと俺を好きになる」

　微かに空いた唇の隙間から、そんな催眠術のような言葉を囁かれ頭の中が朦朧としてくる。

　その瞬間、ひゅっと冷たい風が吹く。そして首筋から入って来た冷気によって身震いし、現実へと一気に引き戻された。

「おっと」

　反射的に長嶺さんの胸を勢いよく押しのけて離れる。

「嫌だったか？」

　そう聞かれてもなにも答えられない。一体自分はなにをやっているんだろう。うっかり長嶺さんの誘惑に、恍惚となりかけていた。乱れる鼓動をなんとか無理やり落ちつかせようと胸に手をあてる。

「好きになんかなりません」

　それだけ言うのに精いっぱいだった。今までは頬や額にキスされてもこれは挨拶なんだと思えたけれど、いきなり唇を奪われて私は戸惑いを隠せなかった。今のキスのせいでなかなか消えてくれない余韻に身体がまだ火照っている。

「どうしてこんなことするんですか？」

　私が尋ねると、長嶺さんは眉を撥はねあげて驚いたように目を丸くした。

「どうしてって、愛情表現をしない夫婦がいるのか？　それに君の賭けにのったのは事実だけど、なにも手を出さないとは言ってない」

　長嶺さんは勝ち誇ったように自信たっぷりな顔でニッとした。彼のほうが一枚も二枚も上手で、先に予防線を張っておかなかったことを激しく後悔する。

「芽衣だってまんざらでもない顔してたぞ？」

　再び頬に手が伸びてきて、私はそれをかわすように身体を捩よじる。そんな私を長嶺さんがクスッと笑って、私の耳へ唇を寄せた。

「無理強いはしない。今はね、けど……今度は保証できない」

　ゾクッと肌が粟立ち、背筋がピンと伸びる。

　長嶺さんは紳士的で優しくて柔らかくて、そしていい人だ。けど、その中で強引で蠱こ惑わく的な毒を秘めている。実際、長嶺さんにキスをされたとき、本当に嫌だったら殴ってでも逃げられた。けどそうしなかったのは……。

　考えるのやめよう！　とにかく、私は長嶺さんを好きになることなんてない！　絶対に！　一生！

　否応なしにキスしてくるなんて最低！

　私の中から長嶺さんのすべてを否定しようと、何度も頭を振って「嫌いにならなきゃ」と自分に言い聞かせる。

「あんまり長居していると身体が冷える。帰ろうか、俺たちの〝愛の巣〟へ」

　あ、愛の巣って……。

　そんなふうにあらためて言われるとなんだかむず痒い。愛の巣だなんてそんな恥ずかしいこともしれっと言ってのける長嶺さんは、一体どこまで本気なのかわからない。

『君はひとりじゃない。店の仲間もいる。俺もいつだって君の味方だ。だからひとりで思い悩んだりするな』

　ふと、先ほどの長嶺さんが私に言ってくれた言葉を思い返す。孤独に戦っているときだったからこそ胸にじんと響いた。彼の目はいたって真面目で今でも脳裏に焼きついている。

　長嶺さんのことを好きになるかは別として、せっかくアドバイスもくれたんだもの、彼のことは信じたい。

　先にベンチから立ち上がった長嶺さんが向き直って、まだ座っている私へ手を差し伸べてきた。

　あれ？

　彼が振り向いたその刹那、既視感が頭の中で一瞬よぎる。

　前にも同じような光景をどこかで……これってデジャヴ？

「芽衣？」

　名前を呼ばれ、ぼんやりと思い出せそうで思い出せないものがはじけ飛び我に返る。

「いえ、なんでもないです」

　ふるふると首を振ると、当り前のように長嶺さんは再び私の手を取って歩きだした。










第四章　ピンバッジ事件




　長嶺さんと一緒に生活をするようになってから二週間が過ぎ、十一月に入った。

　シェアメイトだと思えばいい、だとか初めは自分にいろいろと言い聞かせていたけれど、時が経てばそんなふうに身構えていたことすら忘れてしまうくらい、私はふたりの生活に馴染んでいた。

　我ながら自分の順応性には感心してしまう。それに、長嶺さんも私も仕事が忙しく一日中顔を合わせないこともあった。部署で大型のプロジェクトが動いているようで、今、大詰めらしい。

　けれど、長嶺さんはどんなに忙しくてもちゃんとした朝食を用意してくれる。今朝だって朝から焼き魚にふわふわのだし巻き卵、そしてほうれん草の味噌汁が食卓に並んでいて、どれをとっても涙が出るくらい美味しかった。ちょうどいい温かさの味噌汁が唇に触れた瞬間、先日のキスの感触が思い出され、気を抜くと全身が疼きそうになった。

　今は仕事中、キスのことなんか忘れよう！

　ブンブンと頭を振り、口づけられた記憶をかき消してデスクに向かう。

　長嶺さん、今夜も遅いのかな？

　いつも朝食を用意してもらって悪いし、今夜くらいなにか作って……って、やっぱりあんまり余計なことしないほうがいいかなぁ。

　それなら今度は自分が夕食を作ろうと思うのはごく自然だ。けれど、私には料理が壊滅的に下手という欠点があった。

　煮物とかいいかも。でも、煮物ってどうやって作るんだろ？

　洋食ならシチューとか？　シチューかぁ……昔お父さんがよく作ってたけど、どんな野菜が入ってたっけ？

「花澤、今日の社内会議の準備はバッチリか？」

　ふと加賀美さんから声をかけられてハッと我に返る。とりあえず一旦、料理のことは頭の隅へ押しやった。

　今日はクライアントのヒアリング内容や企画と計画をプロジェクトチーム全体で話し合う予定になっていた。解決すべき課題を抽出したのはいいけれど、たぶんいろいろ突っ込まれるに違いない。

「はい、準備はできてます」

「じゃ、会議室行くぞ」

　加賀美さんとオフィスを後にし、私は小脇に資料を抱えながらずっと気になっていたことを尋ねた。

「加賀美さんって、長嶺部長と面識があるんですか？　私がパティスリー・ハナザワを担当することをあらかじめ知ってたみたいで……私のことなにか話しました？」

「ああ、あの部長とは昔からちょっとした付き合いがあってさ。言ってなかったけど、パティスリー・ハナザワの担当をお前にって向こうからご指名だったんだよ」

「ご指名？」

　意外な事実に私は数回、目を瞬かせる。長嶺さんがじきじきに私を？　そういえば腕前を拝見って言ってたな。ってことはその前から私の実績を知ってたってこと？

「そういやお前、つい先日パリから帰ってきたときは相変わらずだと思ったけど……最近、なんか違うな」

「え？」

　歩きながら加賀美さんが私の顔を不意に覗き込んできて、ぐっと身構える。長嶺さんについてあれこれ考えていたことが一気に吹っ飛んだ。

「ふっ、案外気のせいじゃないかもしれないな」

　意味深にニッと笑って加賀美さんが会議室のドアを開くと、すでに三人のチームメンバーが座っていた。

「よーし！　始めるか」

　加賀美さんの呼びかけを合図に、長い長い会議が始まった。




　はぁぁ！　疲れた！　このままベッドで眠りたい。

　会議が終わった頃にはすでに十九時を回っていた。加賀美さんはチームメンバーを引き連れて夕食に出かけて行った。私も誘われたけどチームからなかなか鋭い指摘を受け、すぐさま計画書の修正をするべくオフィスに残ることにした。

　それからなんとか仕事を終え、糖分を求めて今、私は時間を確認しながら足早にパティスリー・ハナザワへ向かっている。

　ちょっと遅くなっちゃったかな。

　パティスリー・ハナザワに着いたのは閉店間際だった。そのせいか、残念ながら冷蔵ショーケースにはなにもなく、すでに商品は引き下げられていた。

　ケーキ食べたかったのになぁ。ひと足遅かったみたい。

「お疲れさまです」

　ケーキを諦めて事務所へ顔を出すと、今日の売り上げを確認しているのか恭子さんが少し疲れ気味の顔でなにやらパソコン画面をじっと見つめていた。

「あ、芽衣さん、お疲れさま」

　彼女の顔は日々の売り上げに悩まされているのか、どことなく浮かない表情をしている。けれど恭子さんは私に気づくと、パッと顔を明るくさせて笑顔を見せた。

「お疲れさまです。仕事が終わって寄ってみました。ケーキを買おうと思って来たんですけど、遅かったみたいです」

「ごめんなさい、今夜は残ってないのよ。あ、そうだ！　ちょうどよかった。芽衣さん、悪いんだけど……ちょっと付き合ってくれない？　ケーキの代わりになるかわからないけど」

「はい。なんでしょう？」

　恭子さんが椅子から立ち上がり、「ちょっと待ってて」と言って事務所を出て行く。そしてすぐに可愛らしいピンクの容器を手に戻ってきた。

「あのね、新商品の試作品を食べてもらいたいのよ。率直な感想を聞かせてくれない？」

　新商品はマカロンとマドレーヌ、そして定番のクッキーの三つにアイテムを絞っていて、すでに家でいくつか試作してきたという。

　やっぱり恭子さんも売り上げ改善には新商品を出さなきゃいけないことわかってたんだ。

「これなんだけどね」

　ぱかっと容器を開けるとマカロンとマドレーヌ、クッキーがそれぞれ几帳面に並んでいる。

「わぁ、どれも美味しそう！　いただきます」

　いつも自信たっぷりの恭子さんが、ほんの少し不安げな表情を浮かべてクッキーをつまむ私をじっと見ている。

　マカロンとマドレーヌをひとつずつ食べてみるけれど、どれも問題なく美味しい。ただ……。

「ど、どう？」

「えっと……」

　固唾を呑む恭子さんに、私は率直に思ったことを言おうか迷った。すると、恭子さんが痺れを切らせてはっきりとした感想を求めてきた。

「いいから、お世辞抜きでちゃんと言ってほしいの」

「そうですね、マカロンもクッキーもマドレーヌも、問題なく美味しかったです。けど、問題ないことが問題じゃないかと」

　自分でもなんて説明すればいいのか頭がごちゃごちゃになる。

「どういうこと？」

「考えてみたらマカロンもクッキーもマドレーヌも、ほかの店でも取り扱ってるし、すごく美味しいんですけど……目新しさがないというか」

　自分が父のようにお菓子作りに精通していれば、こんな漠然とした感想じゃなくてもっと的確に答えられるのに、と思うと歯がゆい。

「恭子さんならもっと独創性のあるもので勝負できると思うんです。例えば、そうですね……これなんかどうですか？」

　私は生菓子の画像を検索してパッと目についたフロランタンという焼き菓子を恭子さんに見せた。

　フロランタンはサブレ生地にキャラメルでコーティングしたスライスナッツやアーモンドを載せたフランス定番の焼き菓子だ。レシピの種類も多く、新商品も出しやすいし、アイディアの幅も広がるはず。

「バリエーションが豊富に作れるっていう利点を生かせば、お客さんにとって目新しいものになるんじゃないかなって、売れないものはカットして新商品を定番商品にするっていう手もあります」

　私の提案を聞くと、霧が晴れたみたいに恭子さんの表情がパッと明るくなった。

「やっぱり芽衣さんに話を聞いてもらってよかった！　ひとりで悩んじゃって最近仕事にも身が入らなかったから……。芽衣さんのおかげでいいアイディアが浮かんだわ、本当にありがとう。私、頑張る！」

　彼女が言うようにひとりで悩んでしまうのは痛いほどよくわかる。私も仕事でなかなかアイディアが浮かばないときはよく鬱うつ々うつとしていた。人から指摘されてひらめくこともある。長嶺さんが私にアドバイスしてくれたときみたいに。すると、恭子さんが不意に私を引き寄せてギュッと抱きしめた。

「心強いわ、それに……芽衣さんは、本当に可愛い」

　恭子さんのフローラルなシャンプーの香りが微かに鼻腔をくすぐったかと思うと、彼女が私の額にチュッと口づけた。

　え？　い、今のって？

　恭子さんは海外暮らしが長かったと言っていたから、こういう感情表現が身についていてもおかしくない。パリにいたときだって、販売スタッフのおばちゃんから何度もハグやキスをされたことがある。

「さ、遅くならないうちに帰りましょうか」

　呆気にとられてポカンとしている私をクスリと笑い、恭子さんは何事もなかったかのように帰り支度を始めた。

「そういえば……芽衣さんって彼氏とかいないの？」

「へっ!?」

　唐突な質問に声が裏返ってギクリとする。

「彼氏なんていませんけど……仕事に集中したいし」

　と言いつつ、脳裏に浮かんだ長嶺さんの存在を自分に問い詰めると……なにも答えられない。かりそめの夫婦だなんて話したところでそんな曖昧な関係、普通なら理解しがたいだろう。

「恭子さんは？　いるんですか？」

　いろいろと突っ込まれる前に質問を切り返すと、恭子さんは照れくさそうにはにかんだ。

「ええ、いるわよ。すっごく素敵な人でね、できることなら結婚したいって思ってる」

「ふふ、いいですね。そういう相手がいると毎日が楽しいですよね」

　恭子さんが好きになる人って、どんな人かな？

　頬をほんのり赤く染め、その意中の彼の話をする恭子さんはどことなく初々しく私よりも年上で大人の女性だけど、可愛らしく思えてならなかった。




　商業棟を出ると、長嶺さんからメールが入った。

【今夜は少し早く帰れそうだ】

　早く帰れそうと言っても、もう二十二時を回っている。

　恭子さんに今から短時間で簡単にできる料理はないかと尋ねたところ『焼きそばなんかどう？』と勧められた。そして遅くまで開いているスーパーで早速買い出しをしてからようやく家路に着いた。珍しく早く帰れるという長嶺さんに焼きそばを作ることにしたものの、うまく作れるか心配になってきた。

「ただいま」

　まだ長嶺さんは帰宅していないようで、リビングに入り真っ暗な部屋に電気をつける。

　材料は麺とキャベツと……よし、買いそびれはなさそう。

　簡単にできると言われて教えてもらったけれど、レシピを見ないとやっぱり不安だ。インスタントのものは何度も食べたことあるし、父に作ってもらったこともある。だから頭の中でイメージはできるけれど……実際、自分で作ったことがない。

　――芽衣、女ならちゃんと料理もできるようにならないとダメだぞ？　自分の旦那に三食カップラーメンを食わせる気か？

　――大丈夫だって、そのうち自然と覚えるから。

　なんて父に言っておきながら、実際に料理に興味を持つことなくこの年まできてしまった。

　私は料理に対してどうしても理解できないことがあった。目分量だとか、さっと湯通しとか、キツネ色とか塩コショウを少々とか、曖昧すぎてまったくもって私にはその感覚がわからないのだ。作り手任せの感覚なんて人それぞれだし、試しに一度だけ料理教室に通ったこともあったけど言われた通りにやったのに、そのとき出来上がったのは丸焦げのハンバーグだった。

　とにかく、キッチンであたふたしながら料理しているところなんて見られたくない。

　私はスマホのレシピサイトで焼きそばの作り方を検索し、手を洗ってからまずは麺を流水で洗う。

　しばらくキッチンを使って気づいたことがある。

　シンクや台のすぐうしろには食器棚があり、足元の扉を開けるとゴミ箱になっていた。すぐに手が届くところには冷蔵庫、そして卓上型ガスオーブンレンジがあった。すべてスムーズに無駄な動きはしなくてもいいように計算された動線になっていて、長嶺さんが料理をしやすいように配置したのだろう。

　やっぱり、長嶺さんは料理上手なんだ。もしかして前職はシェフだったりして？

　そんな冗談を思いながらフライパンで麺と具に別々に火を通していく。しかし。

　わっ、なんか焦げてきた。

　レシピ通りに作ったつもりなのに、なんでだろ？

　私はすかさずフライパンに少し水を入れ、菜箸でかき混ぜて様子を見る。

　なんか、水入れすぎたのかな？

　火を強火にしたまま水気を飛ばそうとしたけれど、味付けをした頃にはすっかり麺が水を吸ってしまい、目の前には焼きそばになるはずのベチャベチャの物体がフライパンの中で燻くすぶっていた。

　ど、どうしよう……。

　やっぱり余計なことしなければよかった！

　完全に焼きそば作りは失敗に終わった。どこをどう間違えたのかネットで検索すると、〝小学生の娘が今夜は焼きそばを作ってくれました！〟なんて書き込みを見てますます凹む。

　証拠隠滅！　早くこれをなんとかしなければ。そう思っていた矢先、最悪なタイミングで玄関のドアがガチャリと開かれる音がした。螺旋階段を上がって歩み寄る長嶺さんに目を合わせることなくうつむいて、気配だけが近づいてくるのをただゴクッと喉を鳴らして窺った。情けない。そのひとことに全身が支配される。

「ただいま。ん？　なんか焦げくさ……それは？」

「お、お帰りなさい」

　長嶺さんがクンクンと鼻を鳴らしている。もう逃げも隠れもしないで観念しよう。

「これ、焼きそば……だよな？　もしかして、俺に作ってくれようとしてくれたのか？」

「長嶺さん、忙しいのに私のために毎日朝食を用意してくれるじゃないですか。だから私も夕食くらいと思って……すみません、慣れないことするもんじゃないですね」

　紛れもない私の料理音痴が長嶺さんの前で晒される。自分の不甲斐なさに涙が出てきた。

　横目でチラッと長嶺さんに視線を向けると、彼は首を捻りながらじーっとそれに目を落とし、なにかを考え込んでいた。

　小学生でも作れるような料理なのに、どうやったらこんなふうになるのかとか思ってるのかな、恥ずかしいからそんなにじろじろ見ないでほしいんだけど。

「うーん、そうだな。この焼きそばを救済しよう」

「え？」

　救済……って？　どうするの？

　もう見ただけで救いようのない状態だというのに、顔をあげると優しく長嶺さんが微笑んで私の湿った目尻を親指で拭った。

「ほかになにを買ってきたんだ？」

「実は富ふ士じの宮みや風焼きそばにしたくて……あとは卵があります」

　スーパーの袋から卵が入ったパックを取り出して長嶺さんに手渡す。

　彼はなにかアイディアを思いついたみたいでシンクで手を洗うと卵を割り、菜箸で手早くかき混ぜ始めた。そして再びフライパンに火をつけ、塊になった麺を満遍なく広げてほぐしていく。一体どんなものに変身するのか見当もつかない。

「これだけ麺が水気を吸ってるとブチブチ切れて、かえって溶き卵がよく混ざるな」

　彼は笑っているけれど、仕事で疲れているはずなのにこんなことをさせて申し訳なさが募る。

「私、どうして失敗したんでしょうか」

　自分ではちゃんとレシピに沿ったつもりだった。それなのに失敗した理由をちゃんと知りたくて彼に視線を向けると、長嶺さんがニッと笑った。

「失敗の原因は水気だな。麺を洗ってそのままフライパンに入れただろ？　具がちょっと焦げてるし、慌ててそこでまた水を足したな？」

　すごい。

　まるで私が作っていたのを最初から見ていたみたいに長嶺さんから指摘される。

「はい、その通りです。でも、なんでわかったんですか？」

「これだけ水気が多かったら考えられることは限られてくる。それに、麺は洗ったらちゃんとザルかキッチンペーパーで水気を切って、それから焦げついたのは火が強すぎたからだろ？　そのときはすぐに弱めればいい」

　長嶺さんがフライパンを振って器用にひっくり返すと、先程まで焼きそばになりそこねていたものがお好み焼きに変身を遂げていた。溶き卵に火が通って綺麗な焼き目がついている。

「わぁ、なんだか見違えましたね、美味しそうです」

「何事も上達するには失敗が必要だ」

「でも、私が作ったものはさすがに……」

　失敗作を長嶺さんに食べさせるなんてできない。かといって、材料に申し訳なくて捨てるわけにもいかず、どうしようかと頭を悩ませていた。だから、こんな美味しそうに変身を遂げてくれて正直ホッとしている。

「今日は昼を食べ損ねたから、俺も腹が減ってるんだ」

　お皿に切り分けられたお好み焼きに鰹節と青のりをパラッとさせたら出来上がり。ダイニングテーブルではなくカウチに座って、長嶺さんが作ってくれたお好み焼きを堪能する。

「んー！　美味しいです」

「うまいか？　ならよかった。まぁ、ただ溶き卵でとじただけなんだけどな」

「それだけでこんなにも美味しく変わっちゃうなんて、すごいです」

　私もお腹が空いていて、お好み焼きはあっという間になくなってしまった。

　なんだかこうして長嶺さんとふたりきりなのも久しぶりな気がする。

　ドキドキとしている自分をごまかそうと、そそくさと立ち上がりお皿を片付けるも、すぐに終えてしまう。

「ごちそうさまでした」

「こちらこそ、ごちそうさま。ゆっくりしようか、ここに座って」

　長嶺さんに促され、私は再びカウチに座る彼の隣にちょこんと腰を下ろした。

「失敗作を目の前にして悔しそうにしてる芽衣の顔、なかなかよかったぞ」

「もう、どういう意味ですかそれ」

　自分でできると思っていたのに結局できなかった。これほど悔しくて、恥ずかしいと思うことはない。

　しょぼくれる私に長嶺さんは小さく笑うと、膝の上でギュッとしている手を握られた。

「そんな君も……可愛いって意味だ」

「か、可愛いって、からかわないでください」

　揶から揄かい混じりでも、優しい声音で囁かれると妙な気分になる。次第に空気が甘いものに変わってくる気配を感じてなんだかそわそわ落ち着かない。そのせいか、私の反抗的な言葉も小さく語尾がすぼまり気味になる。

　何事も慌てず冷静に、を心掛けてきたつもりだった。それなのに、長嶺さんが相手だとどうしてもペースが乱される。なぜだかわからないけれど、彼の前だとつい冷静さを失ってしまいそうになるのだ。普段はこんなんじゃない。それにドキドキと自分でもよくわからない動悸にも悩む。

「あの失敗作の焼きそばはもう忘れてください」

「いや、忘れられない。俺の記憶に完全インプットされた。芽衣の可愛い顔と一緒にな」

　捉えようによっては嫌味にも聞こえる。そう思うのは私の性格がひねくれているからなのか、ただ単に長嶺さんが意地悪なのか。すると、長嶺さんの手がスッと私の頭をひと撫でした。

「別にわざわざお好み焼きにしなくても、俺は普通に食べられるけどな」

「え……」

「俺のために作ってくれたものならなんでも食べるし、なにより芽衣の気持ちが嬉しかった」

　長嶺さんはずるい。そんなふうに言われたら、私だって嬉しくなってしまう。急に気恥ずかしさがこみ上げてきて、彼の顔をまっすぐに見られずに視線を床に落とした。

「今すごくキスがしたい。いいか？」

　色気を含んだ甘くとろける彼の口調が無性に私の羞恥を煽ってくる。恥ずかしがる私を茶化したくてわざとそうしているんだ、と思うとやっぱり長嶺さんは意地悪だ。

「な、なんでキスなんか、この前だっていきなり……」

　長嶺さんが言うキスの意味は、挨拶のキスじゃないことくらいわかる。すると、長嶺さんは堪えきれなくなったように私の頬を捕らえた。

「あっ」

　思わず小さく声が漏れて、それと同時に視界が影に覆われた。あの夜、初めて長嶺さんに口づけられたときのあの感触が蘇る。温かくて、心地よくて、どうしようもなく胸が締めつけられるようなこの感じ。

　キスしていいか？なんて聞いておきながら返事も待たずに再び唇を奪われた。彼の了承の問いは、もはやなんの意味もなさない。

「や、やめ……」

「やめてほしいって顔、してないけどな」

　じっとこちらを見つめる彼の目はすべてを焼き尽くさんばかりの熱を宿しているようで、思わず喉を鳴らしてしまった。自分の意に反してドクンと波打つ胸をなんとか宥めようとするけれど、私の心臓はさらに反抗するみたいに高鳴っていった。

「長嶺さん……」

「お前、そういう顔するのほんと反則」

　鏡を見なくてもなんとなくわかる。きっと私は全身の筋肉が緩みきって蕩けたような顔をしているに違いない。

　しっとりとした息が唇にかかって、声を上げられないまま唇を軽く甘噛みされる。すると今度は舌先でなぞられ、ふっと緩んだ隙に舌をねじ込まれた。

「んっ……」

　右腕でしっかり腰を掴まれて抱き寄せられると、じんじんと甘い痺れが走る。もう私に抵抗する気力はなくなっていた。

　こんなふうに流されちゃいけない。もうやめよう。そう訴える理性も吹っ飛びそうになる。すると、ようやくそのギリギリのところでキスが解かれた。

「三カ月まで俺のほうが平常心を保っていられるか危ういな、早く俺のものにしたくてたまらない」

　そんなふうに言われたって、私は絶対に好きになんてならない。だから、賭けは私の勝ちだ。そして結婚の話はなかったことにする。と、微かに揺れ動きそうな心に何度も何度もそう言い聞かせる。

「ああ、もうこんな時間か、疲れただろ、ゆっくり休むといい」

　どれくらい長嶺さんと抱き合っていたのだろう。すでに日付が変わっていて、長嶺さんはもう一度私の頭を撫でて額に軽く〝おやすみのキス〟をした。

「そういえば」

「ん？」

「今日、恭子さんにも同じことされました。おでこにチュッて」

　こんなこと、別に言わなくてもいいのになんとなくこの甘い空気がむず痒くて、頭で考える前に口から言葉がこぼれる。恭子さんのは長嶺さんのキスとは違って親愛の印だ。他意はない。

「なんだって？」

　けれど、なぜか長嶺さんの顔がみるみる曇っていく。今までの柔らかな表情とは打って変わってむしろ怒っているような。

「まったく、あいつはなにを考えているんだ。芽衣、佐伯にはあまり近づくな」

「え？」

　思いも寄らないことを言われて目が点になる。

　近づくなって、どういう意味？　それに〝あいつ〟って……。

　長嶺さんはぶっきらぼうなところはあるけれど、誰かをあいつ呼ばわりしたりしない。しかも、女性に向かって。

「恭子さんとは一緒に仕事してる仲間だし、そんなこと言われても……」

『人が好さそうに見えて結構腹黒いこと考えてたりしますから』

　そのとき、ふと、猪瀬君に言われた言葉が脳裏によぎった。

　長嶺さん、恭子さんについてなにか知ってるの？　でも、あれは猪瀬君の冗談で深い意味はないよね。

「ああ、そうだな。すまない、今言ったことは忘れてくれ」

　自嘲気味に苦笑いすると長嶺さんはスッとカウチから立ち上がる。そして、そのまま振り向かずに螺旋階段を下りていった。

　なんなの？

　彼の言葉の意味も、いきなり素っ気ない態度になった理由もわからず、私はしばらくカウチに座ったまま呆然としていた。




「おいおい、花澤。お前、今自分がシュレッダーにかけてる書類、なんだかわかってるのか？」

「え？　うわっ！」

　いつまでも加賀美さんのゴミだめのようなデスクで仕事なんかしたくないと思っていたところへ最近、ようやく会社で自分のデスクを用意してもらい、おかげでスムーズに仕事もはかどっていたというのに。

　やっちゃったな……。

　昨夜のことをぼーっと考えていたら、うっかり先日、恭子さんからもらったパティスリー・ハナザワの売り上げデータの書類をシュレッダーにかけてしまっていた。

　加賀美さんに言われるまで気づかなかったなんて、どうかしてる。

　店の情報をＵＳＢに保存しようと思ったけれど、情報流出を懸念した館川さんがあまりいい顔をしなかった。だから、紙の書類で仕事を進めていたけれど、元データがないんじゃ話にならない。

　はぁ。今夜、仕事が終わったら恭子さんにお願いしてもう一度同じデータをもらいに行かないと。

　一瞬の出来事で余計な仕事が増えてしまったと、私は加賀美さんに気づかれないように小さくため息をついて気分転換に休憩室へ向かった。

　休憩室に入るとそこには誰もいなかった。人がいると落ち着かないし、なかなか気が休まらないからホッとした。

　私だって人間だ。手元が狂うことだってある。けど、言い訳に甘えてしまっているようで情けなさがこみ上げてくる。

　長嶺さんのこと考えてる場合じゃない。仕事中はちゃんと集中しないと。

　そんなふうに思いながらコーヒーを片手に椅子に座り、胸元を見るとある違和感に気づいた。

　あれ？　ピンバッジが……ない。

　凭もたれていた背中を跳ね上げ慌てて胸を押さえる。今朝、家の鏡の前でちゃんと着いているのは確認した。

　どうして？

　あるはずのものがない。思考回路がショートして目を見開きながら放心する。

　嘘っ……ど、どうしよう！　もしかして、どこかで落としたとか？

　私の全身からサッと血の気が引いていくのがわかった。

　ひったくるようにしてコーヒーの入ったカップを掴むと、私は休憩室を飛び出てオフィスへ急いだ。

　やっぱりない。

　自分のデスクの下に潜り込み、荷物を全部引っ張り出して隈なく探してみたけれどそれを見つけることはできなかった。

「花澤、そういや先日、長嶺部長から『期待できそうなプロジェクトだ』ってお褒めの言葉をいただいたぞ……って、おい、お前そんなところにへたり込んでなにやってるんだ？」

　散らかしたまま呆然としている私を加賀美さんが怪訝な目で見ている。けれど、それを気にかける余裕はなかった。

「いえ、なんでもないんです。ちょっと探し物というか……仕事に戻ります」

　後で探そう、もしかしたら店に行ったときに落としたのかも？

　わずかな希望を胸に私は気を取り直してデスクに向かった。




　あぁ、もし見つからなかったらどうしよう。

　ピンバッジのこともあり、今日は一日まったく仕事に集中できなかった。

　誰だって生きていればついてない日くらいある。けれど大事なピンバッジをなくすなんて史上最悪のトラブルだ。

　売れ残ったケーキがあれば買って帰ろうかなんて気持ちもすっかり消え失せ、心底私は沈んでいた。

　閉店後、うっかりシュレッダーにかけてしまった売り上げデータをもう一度もらうため、パティスリー・ハナザワへ訪れた。もしかしたら店で落としたかもしれないと思われるピンバッジの行方も気になる。

　販売員から恭子さんは事務所にいると聞いて顔を出す。

「お疲れさまです」

「あ、芽衣さん、お疲れさま。なんだか疲れた顔してるけど……大丈夫？」

　私が声をかけると、いつもの笑顔で恭子さんが出迎えてくれた。疲れた顔をしてクライアントのところへ来るなんて、私情丸出しの自分がますます嫌になる。

「すみません。あの、先日いただいた売り上げデータの書類なんですけど、もう一度印刷してもらうことってできますか？」

　間違ってシュレッダーにかけたなんてとてもじゃないけど言えない。けれど、恭子さんは理由も尋ねることなく快く了承してくれた。

「ちょっと待ってね、あら？　いつも胸に着けてるピンバッジはどうしたの？」

　ギクリ。

　恭子さんは目め敏ざとい。ピンバッジのことに気づくなんて予想外だ。

「それが……」

　私は正直に失くしてしまったことをぽつりぽつりと話した。

「まさかなくなるなんて思ってなくて、自分の会社にないか探してみたんですけど、どこにもないんです」

　ピンバッジがなくなってしまった現実を呑み込んだ後、じわじわとこみ上げてくるのは悲しいほどの喪失感。堪える間もなく目から涙が滲んできた。恭子さんの前で情けない。

　私の個人的な話を聞き終わると、恭子さんは長いため息をついた。

「だから言ったじゃない」

　頭の上に思いのほか厳しい口調が降ってきて、私はパッと顔をあげた。恭子さんは腕を組み、微かに険しい表情を浮かべて私を見下ろしていた。

「肌身離さずちゃんと持ってたほうがいいって」

「はい」

「芽衣さんが一生懸命頑張ったからこそ手に入れたものなんでしょ？　それを失くすなんて……」

　言葉が見つからなくてしん、と事務所が静まり返る。

　私だって失くしたくて失くしたわけじゃない。胸にピンバッジがあるからこそつらいことも乗り越えられた。けれど、なにを言われようと百パーセント自分が悪い。

　しかも、恭子さんから忠告を受けていたというのに、失くすなんてことはないだろうとあぐらをかいていた。それがいかに軽率な考えだったか今になって思い知らされた。

　何度も唇を噛んでいると、もう一度ため息をつきながら恭子さんが肩を落とす。

「ごめん、ピンバッジがなくなって一番傷ついてるのは芽衣さんなのに……。昔ね、私が落選したパティシエのコンテストでずっとライバルだった人が金賞のメダルをなんと次の日になくしたのよ、私がずっとずっと欲しかったものを簡単になくすなんて信じられなくてね。そのときのことを思い出しちゃって、ついカッとなっちゃった」

　コンテストで新人賞を取れなかった人たちにとって、受賞者にのみ与えられる称号をあっさりなくすということは、あまり気分のいいものではない。恭子さんはその立場をよく知っているのだ。

「私も協力するから、ね？　店のスタッフにも声をかけてみるわ」

「はい。すみません」

「それにね、芽衣さんがこの間提案してくれた新商品、早速試しに店に並べてみたのよ。結果を楽しみにしててね、自信あるから」

　私を元気づけようとわざと明るく笑って、恭子さんが私の背中をポンと軽く叩いた。

「芽衣さんは笑顔が一番素敵なんだから、泣いてる顔なんて見せちゃだめよ？」

　泣いてなんかいません。そう言いかけたけど、目が潤んでいたのはたしかで、目敏い恭子さんにはバレていた。

「はい、すみません。気持ちを切り替えて頑張ります。あの、ありがとうございました」

　父の店をなんとかして繁盛させようと、みんな頑張ってる。恭子さんも、早速私の提案を実行してくれた。うじうじしている場合じゃない。

　私は私で、やるべきことが山のようにあるのだから。




　今日は土曜日で仕事も休み。長嶺さんは外出すると言って朝から不在だった。

　休みだからといって、とくにすることもなく時間を持て余すくらいなら家で仕事をしようと、今日は一日パソコンに向かって作業をしていた。

　気づくと日も暮れて、お腹も空いてきた。

　時刻は十九時。

『芽衣、もしかしたら夜は少し遅くなるかもしれない。ちょっとしたものを夕食に作っておいたから食べてくれ』

　長嶺さんはただでさえ仕事が忙しいというのに、わざわざ私のためにグラタンを用意してくれていた。

　長嶺さん、いつの間に料理したの？

　時間の使い方がきっと上手なんだね、見習わなきゃ。

　ちょっとしたもの、といってもグラタンなんて私にとってはごちそうだ。もちろん自分では作れない。

　長嶺さん、どこに出かけたのかな。

　私が恭子さんから額にキスされた話をしたせいで、変に関係がギクシャクするかと思いきや、翌日は普段と変わらない長嶺さんだった。

　意識していたのは私だけだったの？

　そう思うと、彼が私を本当はどう思っているのか、なにを考えているのか、長嶺さんのことをもっと知りたいなんて思うようになっていた。

　彼と一緒に過ごすようになってから一度もデートらしい外出をしていないし、お互いに仕事が忙しいからというのもあるけれど、かりそめとはいえ、もう少し夫婦らしいことをしてもいいかも……とも思う。

　だめだめ、好きになんてならないし、結婚なんてまだしたくないんだから！

　心の中で揺れ動くものを掻き消して食事をしようと椅子から立ち上がったとき、スマホが鳴った。それは恭子さんからのもので、もしかしたらピンバッジが見つかったという朗報かもしれないと慌てて飛びついた。

「もしもし？」

『あ、芽衣さん？　お休み中のところごめんね、この間渡した売り上げデータのことなんだけど、実は入力ミスがあって……芽衣さんの仕事に差し支えないか心配だったから電話しちゃった』

「そうだったんですか、わざわざすみません」

　せっかく仕事のことで電話をしてくれたというのに、心のどこかで期待外れだったという残念感が拭えず無意識に声が沈んだ。

『それとピンバッジなんだけど、とりあえず冷蔵ショーケースの下とか探してみたの、でも埃しか出てこなかったわ』

　その声を察した恭子さんが、申し訳なさそうにぽつりと呟いた。

「そうですか……すみません、お手数をおかけしてしまって」

　ピンバッジがなくなってから数日、いまだに手がかりもないままだ。

　あの日、家に帰ると長嶺さんが『元気ないなどうかしたのか？』と心配して、ずっと元気のない私のそばにいてくれた。『なにかあったらすぐに言ってくれ』と根掘り葉掘り聞くことなく優しく見守ってくれたのが嬉しかった。それに私的なことでくよくよしていたらまた泣いてしまいそうで『なんでもないです』と胸の内をごまかした。

　先日、猪瀬君からこんなことを言われた。

『またコンテストにエントリーするってどうですか？　そうしたらまた同じピンバッジがもらえるんですよね？』

『新人賞は無理だけど、ほかの賞なら……』

『花澤さんならきっとまた受賞できますよ』

　悪気はないとわかっていた。けど、私が受賞するのにどれだけ苦労したか彼は知らない。

　新人賞のほかにもコンテストの最高峰といわれている最優秀賞がある。それ狙ってみるのもいいかもなんて、一瞬考えたけれど今の私の実力じゃ到底無理だ。

　それから恭子さんと他愛のない話をして電話を切ると、しんと部屋が水を打ったようになる。

　とりあえず今は無心で仕事に取り組みたい。ピンバッジに気を取られ過ぎてはほかのことが疎かになってしまう。

　よし！　グラタン食べてもうひと頑張りしよう！

　機会があればまた食べたいと思うくらいグラタンは最高に美味しくて、レストランに出てきてもおかしくないくらいだった。

　お腹が空いていたのか、あっという間に食べ終わり、私はその後もしばらく至福の余韻に浸っていた。

　はぁ、ほんとに美味しかった。もっと味わって食べればよかったなぁ。

　そのとき、玄関のドアが開かれる気配がして、ようやく長嶺さんが帰ってきた。

「なんだ、結局今日はどこにも出かけず家で仕事してたのか？」

　スーツのときとは打って変わって、今日のコーディネートは細身のジーンズにＶネックの黒のニットという服装で、あまり彼の私服姿を目にする機会はないだけに新鮮な感じがする。

　ラフだけどうまく着こなしてて、カッコイイな……。

　長嶺さんはコートを椅子の背もたれにかけると、「お土産だ」と言って白い箱を私に差し出した。

「お土産？　なんですか？」

「開けてみればわかる」

　目を瞬かせながら早速箱の中身を開けてみると、ふわりと甘くて香ばしい香りが広がった。

「わっ！　美味しそう！　これ、シブーストですか？」

　シブーストとはスポンジやパイ生地の上にカスタードクリームとゼラチン、イタリアンメレンゲを載せ、焦がしたカラメルで覆ったフランスのケーキで、部屋の照明に照らされて表面がキラキラと輝いていた。

「今日、渋しぶ谷やにあるデパートに偵察に行ってきたんだよ。そこの営業部長に俺が来てるってバレて、食事まで付き合わされた。遅くなったな」

「お疲れさまでした。あそこも長嶺不動産の系列ですものね」

　長嶺さんも私と同じ土日休みだけれど、仕事熱心で休日にも関わらずこうして他店に足を運んだりしている。

「グラタン、ごちそうさまでした。すごく美味しかったです。ちょうどデザートが欲しいなって思ってたところだったんで」

　いろいろあれこれ悩んでいても食欲には抗えない。どうやらその辺の神経は図太いようだ。

「それはよかった。そのシブースト、期間限定なんだってさ。生地に林檎のコンポートが入ってるらしい。季節感あるだろ？」

　なるほど、これはパティスリー・ハナザワにも参考になるかもしれない。たしか、シブーストは置いてなかったはずだ。

「ありがとうございます。長嶺さんも食べますか？」

「ああ、せっかくだからいただこうかな」

　棚の中から適当なお皿を選んで切り分けたシブーストを載せる。

　そしてフォークを添えて長嶺さんに渡すと、彼はまじまじとそれを見つめて幸せそうに顔を綻ばせた。

「いただきます」

　長嶺さんに合わせて私もそれをひと口食べる。

「美味しい！」

　ふんわりとした独特な触感にほんのり林檎の甘酸っぱさが絶妙だった。

「うん、うまいな」

　顔を見合わせると自然と互いに笑みがこぼれる。長嶺さんと過ごす時間が不思議と心地よくて、本物の夫婦みたいな錯覚さえ覚える。私たちはかりそめの夫婦なのに、なぜか気持ちが矛盾してしまう。

「そういえば、長嶺さんって加賀美主任と昔からの知り合いだったんですか？」

　私が尋ねると、長嶺さんのフォークを持つ手が一瞬止まった。

「まぁ、昔、仕事で少し顔見知りになった程度だけどな」

　何気ない質問だったのに、長嶺さんは長い睫毛を落として切なげな表情を浮かべ、一点を見つめていた。

　いつから知り合いだったんですか？　そう問おうとしたけれど、それ以上聞くなというオーラが私を拒んでいるみたいで出かかった言葉を引っ込めた。

　聞いちゃいけない質問だったのかな？

　シブーストを食べ終えた空のお皿がローテーブルにふたつ並んでいる。ぎこちない空気が流れて話題を変えなきゃとあれこれ考えているうちに長嶺さんがふいに笑顔になった。

「芽衣、渡したいものがあるんだ。お土産はシブーストだけじゃないぞ？」

「え？」

　パッと切り替わった空気に目をきょとんとさせていると、長嶺さんが綺麗に包装された小さな箱を私に手渡した。

「これは？」

「開けてみてくれ」

　ビビットカラーの赤い箱を、ドキドキしながら覗き、そっと蓋を開く。すると、そこに入っていたのは……。

「わぁ、綺麗なネックレスですね。これ、もしかしてペリドットですか？」

「ああ、よくわかったな」

　涙型にカットされた石は、鮮やかなオリーブグリーンの色合いと、独特な輝きを放っていた。壊れ物を扱うような手つきで箱から出し、手に取ってまじまじと眺める。

「素敵……」

　思わずため息がでるくらい、それはどの角度から見ても美しく煌めいていた。

　以前、コンサルタントとして売り上げ不振に悩んでいた宝石店で仕事をしていたことがあったから、このネックレスの石がペリドットだとすぐにわかった。

「でも、今日は私の誕生日でもなんでもないですよ？」

「今日行ったデパートでジュエリーショップが改装したからって紹介されたんだ。そのときに見つけてさ、あまりにも綺麗に輝いてて……君みたいに」

　魅惑的に微笑む彼と目が合うと、ドキンと心臓が跳ねた。

「だからプレゼントしたくなったんだ。貸してごらん」

「君みたいに」なんて恥ずかしくなるようなことをサラッと言われて、長嶺さんの手にネックレスを載せる指が震えそうになる。嬉しいような照れくさいような胸の中を引っ掻き回したような気分だ。

　うしろから腕を回されてドキドキしていると、項にかかる髪の毛を分けて私の首にそのネックレスを着けてくれた。

「よく似合ってる」

　こんなふうに男性からアクセサリーをプレゼントされたのは初めてだった。嬉しくて顔が火照ってくる。身に着けているだけで気持ちが明るくなるみたいだ。

「これをプレゼントしようと思ったのにはほかにも理由がある。俺の妻に元気になってもらおうと思って」

〝妻〟という単語に胸をどきつかせていると、長嶺さんが思いつめた表情をした。

「佐伯から聞いたんだが……芽衣、大事なものをなくしたんだって？」

「えっ」

　長嶺さんの言う〝大事なもの〟というのはきっとピンバッジのことだ。恭子さんから聞いたというのも意外だったけれど、実際ピンバッジの捜索は今のところ難航していた。

「私の不注意だったんです。恭子さんから肌身離さずちゃんと持っているようにって忠告されてたのに、それをなくすなんて」

　頭の片隅に追いやっていた憂いごとが、私の中でみるみる広がっていくのがわかる。今にも手が震えだしそうでごまかすように手を揉み合わせた。

「この施設内の委託清掃業者にも警備員にもその件を話してみたんだが、残念ながらそういったものは見つかってないそうだ。総合案内からもまだ連絡がない」

「そうですか……わざわざすみません」

　委託清掃業者や警備員はお客さんの落とし物がないか施設内を隈なく見て回る。どんなに小さなものだって見つけて拾ってくれるけれど、それでもないということはもうアリーチェ銀座内にはないのかもしれない。まるで神隠しに会ったみたいだ。

「あまりこういうことは言いたくはないが……」

　長嶺さんがシンクでお皿を洗い、私へ向き直ると笑みを消した。そして、しばらく言葉を考えてからゆっくりと口を開く。

「盗まれたという線は考えたか？」

「え？」

　落としてなくしたとばかり思っていたから、長嶺さんに言われるまでそんなこと考えもしなかった。

　盗むだなんて、一体誰が？　なんのために？

　コンテストの新人賞の称号だということを知らないで盗んだってなんの価値もない。ただのピンバッジだ。それにずっと胸につけていたものだし、ジャケットだって滅多に脱がない。万が一、長嶺さんが言うように誰かの手に渡っているのなら、落としたときに拾われたとしか考えられない。

　まさか、なに考えてるのよ、そんなことあるわけ……。

　ない、と言い切れない自分がいる。

「身内を疑うなんて、そんな最低なこと考えたくありません」

　一瞬よぎった疑惑をかき消すようにはっきりとそう長嶺さんに答えると、彼は小さくため息をついた。

「芽衣の気持ちもわかる。俺は仕事柄、人を疑う悪いクセがあるからな、もし、万が一ピンバッジを盗んだ奴がいたら、俺はきっとそいつを許せない」

　じっと見つめる長嶺さんの瞳の奥に、私は静かに滾たぎる怒りを垣間見た気がした。

「……どうしてそこまで」

　私以上に怒りを感じている彼が不思議だった。まるで他人事じゃないみたいに、失望している私の気持ちを理解しようとしてくれているのがわかった。

　そんなふうに思ってくれるのは、私を恋に落とすため？　仮の妻だから？

　長嶺さんの心が読めない。もどかしい。どうして私のことをそこまで考えてくれるのか、本当の彼の気持ちを知りたい。

「あのピンバッジは君の誇りだろ？　そう簡単に手に入れられるものじゃない。いろいろと努力してつらいことも乗り越えて、やっと手に入れた証だ。それを君から奪うなんて、だから許せないんだ」

「あの、長嶺さん……もしかして、あれが国際カスタマーアドバイザーコンテストのピンバッジだってこと、知ってるんですか？」

　――あのピンバッジは君の誇りだろ？　そう簡単に手に入れられるものじゃない。

　彼にそう言われて確信した。長嶺さんは、ピンバッジの意味を知っている。

「仕事柄、コンサルタントと出会う機会は多いからな、そういうコンテストがあることは知っていた。実際、優秀賞のピンバッジをつけてるコンサルタントにも何度か会ったことがある」

　冷え切った私の手を長嶺さんがやんわりと握る。私の冷たい手は、初めて彼から手を握られたとき、その温もりの心地よさを知ってしまった。

　ピンバッジがなくなって正直つらい。本当は大声あげて泣けるものならそうしたいくらいだ。

　パリで多くのライバルに打ち勝つために試行錯誤を繰り返し、ときに挫折しかかって泣いたり、いろいろなことがあった。

　そんな思い出も、ピンバッジとともに消えてなくなりそうで怖い。けれど、長嶺さんはそんな私の気持ちに寄り添ってくれている。

「ピンバッジがなくても、君がコンテストで賞をとった事実は変わらないし、すべてのことはここにあるだろう？　これだけは絶対になくならない」

　そう言って、長嶺さんが自分の胸をトントンと指さした。その瞬間、私の中で堪えていた感情が堰せきを切ったように溢れだし、みっともなく彼の前で涙がこぼれてしまった。

「まったく、泣きたいときは無理するなよ。ずっと我慢してたんだろ？」

「っ、うぅ……っ」

　背中に手を回され、そして優しく包み込むようにその胸に引き寄せられる。

　こんなふうに泣ける場所があるなんて知らなかった。温かくてずっとしがみついていたくなるほど、心地いい。

「人前で泣くなんて、みっともなくてできません」

　それでも私はつい強がりを口にする。すると、長嶺さんは子どもを宥めるように頭を何度も撫でて微笑んだ。

「それって、俺の前だけでは泣けるってことか？　光栄だな」

　長嶺さんが涙の雫が浮かんだ私の目尻に軽くキスを落とす。

「ち、違っ！」

　変に誤解を招くようなことを言ってしまったと、パッと長嶺さんから身を離す。ニヤリと笑っている彼と目が合うとますます恥ずかしくて、逃げるように私は視線を逸らした。

　ドクンドクンとうるさいくらいに鼓動が鼓膜まで響いている。知りたいようで知りたくない感情が私の中で疼き始めている。一体、この感情はどこへ向かっているのか、考えるのが怖い。

「芽衣、大丈夫だ。俺が必ず見つけてみせる」

　今までなんとも思わなかった長嶺さんの声が、蕩けるように甘く感じるのは多分気のせいだ。

　どうして長嶺さんの前であんな大泣きしちゃったんだろ。

　その答えを口にするとなにかが始まってしまいそうで、私は唇をぎゅっと噛んだ。










第五章　長嶺の過去




　今日は仕事が早く終わったし、帰りにパティスリー・ハナザワに寄ってみよう。

　閉店の準備で忙しいだろうから、邪魔にならないよう販売員に軽く挨拶だけして事務所へ向かう。

「お疲れさまです」

　事務所には、館川さんと恭子さんがにこにこ顔でパソコンの画面を覗き込んでいた。

「あ、芽衣さん、これを見て」

　見ると、そこには週間売り上げのデータが映し出されている。

「あ、すごい！」

　恭子さんが考えた新商品を並べてから数週間、あきらかに売り上げが右肩上がりになっている。ほかに生菓子の新商品も考案したようでいくつか試しに並べてみたところ、意外にもヒット商品になったという。

「芽衣さんのおかげよ。商品を改善してから、こんなに早く結果が出るなんて、ネットの口コミもいい感じ！」

　恭子さんの嬉しそうな顔を見たら私も嬉しくて、思わず両腕を天に突き上げたくなった。これはプロジェクトの成功を意味する。

「そういえば、長嶺部長が広報に宣伝してくれたみたいですよ、ホームページの店内案内に新商品をクローズアップして載せるように頼んだって言ってました」

　長嶺さんが？

　館川さんに言われてきょとんとする。そんなことひとことも言ってなかったのに、水面下で動いてくれていたなんて知らなかった。

「長嶺部長って顔が広いから、昔馴染みの仲間にも声かけてくれたんじゃないかしら？」

「昔馴染み？」

「あら、芽衣さん知らなかった？　長嶺部長は以前――」

「佐伯さん」

　言いかけた恭子さんの言葉を館川さんが鋭く遮る。すると、バツが悪そうに口を手で押さえて恭子さんは苦笑いした。

　恭子さん、今、なにを言いかけていたの？

　長嶺さんの過去がどうしようもなく気になって、もう一度恭子さんに尋ねようとしたとき。

「芽衣さん、まだあのピンバッジは見つかってませんか？」

　私の意を阻むように、館川さんから今一番考えたくない質問を投げかけられて出かかった言葉を呑み込む。

「はい。残念ながらまだなんの手掛かりもなくて」

　ピンバッジがなくなってもうずいぶん時間が経つ。ここまでくると、ゴミと間違えられて捨てられてしまった可能性が高い。長嶺さんに盗まれた線を考えたことは、と問われたけれどやっぱり身内を疑うなんてできなかった。会社の人たちだって、コンテストに憧れを抱いている人はいるけれど、そんなことをするようには見えなかった。

　館川さんがパソコンの電源を落とし、帰り支度を始める。

「今夜は孫が来てるんで、すみませんが私はお先に失礼しますね」

　館川さんは恐縮しながら事務所を後にした。

「実は今日、そろそろクリスマス関係の店頭づくりをどうしようかなって思って、レイアウトの相談に来たんですけど、もう遅いしやっぱり日を改めます」

「あー、そっかぁ……もうそんな時期ねぇ」

　ピンバッジのことを思うと気持ちが沈むけれど、なんとか店の売り上げに貢献できたことは嬉しかった。

「あのね、芽衣さん」

　すると、恭子さんが浮かない顔をしてじっと私を見ていた。

「ピンバッジがなくなって……私たちのこと、疑ったりしてない？」

「え？」

　思わぬことを言われて動きが止まる。変に態度に出すと誤解されかねない。そう思って私はわざと明るく笑ってみせた。

「そんなこと考えもしないですよ。もし、万が一誰かが盗んだとしても、私、恭子さんじゃないって思ってますから」

「どうして？」

「どうしてって言われても……なんかうまく説明できないんですけど、お店のために一生懸命で、私と一緒に頑張ろうって言ってくれたじゃないですか、だから信じたいんです。恭子さんのこと。あっ、もちろん恭子さんだけじゃなくて猪瀬君やほかのスタッフの方たちもですよ」

　誤解を招かないように言葉をつけ足してにこりと笑う。すると、恭子さんはホッとしたような顔をしたかと思うと急に目尻を拭って笑った。

「ありがとう、信じてくれて。芽衣さんの大事なものがなくなってからなんだかモヤモヤしちゃって」

「すみません、私のせいで……」

「ううん、違うの。ただスッキリさせたいっていうか、今は見つかることを祈りましょう、ね？」

　白黒はっきりさせたいのは私も同じ。いつまでも悶々とした気持ちでいたくない私は恭子さんの優しい笑顔に仕事仲間としての絆をあらためて実感した。そして、温かい気持ちに身が包まれていると。

『あら、芽衣さん知らなかった？　長嶺部長は以前――』

　先ほど恭子さんが長嶺さんの過去について言いかけたあの言葉が、ふと頭をよぎった。

「あの、恭子さん、ちょっといいですか？」

「ん？　なに？」

「さっき長嶺さんのことでなにか言いかけてましたよね？　以前は……って」

　すると、恭子さんは「あー」と気の抜けたような声を出して天井を仰いだ。

「実は長嶺さん、お父様の会社に入る前は商業コンサルタントだったのよ」

「えっ？」

　コンサルタント？　長嶺さんが？

　寝耳に水だ。初めて明かされる長嶺さんの過去。今思えば、私は彼のことをなにも知らない。

「それはそれは泣く子も黙る敏腕コンサルタントでね、あ、このこと誰にも言っちゃだめよ？　本人にもね」

　恭子さんが唇に人差し指を当てて、「シーッ」とジェスチャーする。

「どうしてですか？」

　言っちゃだめと言われたらその理由が聞きたくなる。

「彼、真面目で不器用でしょ？　過去になにか思うところがあったみたい。聞くとすぐに機嫌が悪くなるから、あまり聞かないほうが身のためよ。館川さんも、長嶺さんが昔コンサルタントだったことは知ってるけど、その話は禁句なの」

　長嶺さんのことを親しげに語る恭子さんを見ていたら、モヤッとしたものが胸に沸く。

　長嶺さんと恭子さんは昔からの知り合いだったの？　もしかしたらそれ以上の関係だったのかも……？

「長嶺さんのこと、よくご存知なんですね」

「よく知ってるもなにも腐れ縁というか幼馴染ってやつ？　私の父がパリでツアー会社を経営しててね、彼の家とうちは隣同士だったのよ」

　恭子さんは懐かしそうに昔のことを思い出してクスクス笑っている。私の知らない長嶺さんを彼女が知っていると思うと、水の中に落ちたインクのように黒いなにかがじわっと胸に広がっていく感覚を覚えた。

　そっか、恭子さんも海外で暮らしてたことがあるって言ってたけど、パリだったんだ。

　長嶺さんと幼馴染か……じゃあ、ずっと仲がいいんだね。

　やだな、なにこの感じ。

　それに、長嶺さんがコンサルタントだったことも、昔パリに住んでいたことも知らなかった。かりそめ夫婦だから、そんなこと教える必要ないと思ったのか、なんだか少し寂しさが募る。

　私が仕事で行き詰まっているとき、さりげなくアドバイスしてくれた。今思えば、それは彼のコンサルタントとしての片へん鱗りんだったのかもしれない。

「とにかく、まずは売り上げに回復の兆しが見えてきたことだし！　家に帰って祝杯あげるわよっ」

「そ、そうですね。吉報が聞けて私も嬉しいです」

　恭子さんの明るい声に、モヤモヤしたものを頭の隅に追いやる。

　このことは、私の胸の中にしまっておこう。そのときがきたら、きっと長嶺さんの口から聞けるよね。

　早く帰って長嶺さんにお店のことを報告しなきゃ！

　プロジェクトに導かれ、パティスリー・ハナザワはいい方向へ進み始めてる。それを思うと足取りも軽くなる。

　私は躍る胸を押さえつつ、事務所を後にした。




「ただいま。なんだ、今夜はやけにご機嫌だな」

　私が帰宅した一時間後に長嶺さんが帰ってきた。

「あ、長嶺さん、おかえりなさい」

　私はまず彼に言わなければならないことがある。

　――長嶺さんのアドバイスのおかげです。

　――いろいろありがとうございました。

　――これからも頑張りますね！

　彼が帰宅するまでずっとそんな言葉を考えていた。このプロジェクトの成功は長嶺さんのアドバイスのおかげでもある。

　手馴れた手つきでネクタイを解き、シャツの首元を寛げる。そんな仕草さえも色気を感じてしまい、言葉を失って顔に熱を持ちそうになる。

「どうした？　ずっと黙って」

「あ、あの！　今週のパティスリー・ハナザワの売り上げのことなんですけど、なんとか順調に回復したっていうか、新商品が成功したというか」

　感謝の気持ちを素直に伝えるのに照れくさくてモジモジしていると、急に彼が私の顔を覗き込んできた。

「ああ、知ってる」

「え？　な、なんで？」

　きっと驚くだろうなんて思っていたから、先にそう言われて肩透かしを食らう。

「パティスリー・ハナザワから報告が上がっていた。なかなかいい数字だ。それにプロジェクト内容も問題ないと、加賀美主任にも先日連絡を入れておいた。君の発案だと聞いている」

　そっか、長嶺さんはオーナー会社の部長だもんね、知ってて当然か。

　サプライズ！なんて思ってた自分が少し恥ずかしい。

　コンサルティングの期間は内容によって数カ月から数年と大きく違うけれど、プロジェクトの内容は主に実態調査・計画策定・計画実行・検証の期間に分かれる。店が想像以上に協力的だったおかげで、とんとん拍子に仕事を進めることができた。このままいけば、もしかしたら今年中にコンサルティング契約が満了することも考えられる。そうなったら私はもう用済みだ。

「パティスリー・ハナザワが確実に施策を実行できるようにフォローします」

「ああ、よろしく頼む。やっぱり俺の目に狂いはなかったな」

　にこりと笑う長嶺さんにドキリと胸が跳ねた。そして、私はとうとう自分の気持ちに気づいてしまった。

　いや、もうとっくに前から気づいていたくせに、それを認めようとしなかった。うらやましいという羨望や嫉妬の感情は何度も抱いたことがあるけれど、恭子さんが長嶺さんと昔からの知り合いで、幼馴染で幼少時代の話を聞かされて、私は〝やきもち〟という別の嫉妬の感情を抱いてしまった。

　私、長嶺さんのことが好き……好きになっちゃったんだ。

　頭の中でいくら否定しても、本能の部分でそう言っている。

　どんなときも長嶺さんは私のことを見ていてくれて、認めてくれて、気持ちをちゃんとわかってくれた。だから彼の前で泣いたりなんかして、本当の自分をさらけ出せたのだ。

　彼のことを考えるだけで胸が切なくキュッと締めつけられる。顔色を窺ったり、眉ひとつの動きでなにを考えているのか気持ちを測ろうとしてしまう。一緒にいることが楽しい、誰にも取られたくない。この感情は紛れもなく〝恋〟だ。

　長嶺さんが好き。

　それは私が賭けに負けたことを意味する。けれど、私はそこでずるいことを考えた。

　自分の気持ちを長嶺さんに伝えずに隠し通せばいい。彼の前で好きになったと白状しなければ、賭けに負けたことにはならない。

　私のひねくれた部分とプライドがどうしても邪魔をする。素直になれない子どもみたいだ。

「ありがとうございます。もし、長嶺さんからアドバイスをもらってなかったら、未解決のままだったかもしれません」

　潤んだ瞳で長嶺さんを見上げると、彼は一瞬唇を噛んだ。そして。

「あっ……」

　次の瞬間、勢いよくそして力強く私は長嶺さんの胸の中に引き込まれていた。長嶺さんからプレゼントされた胸元に光るネックレスが揺れてドキリとする。

「俺はおあずけを食らってるんだぞ、そんな煽るような目で……俺を見るな」

　切なげに掠れる声、それが耳朶にかかって身震いする。

「あの、おあずけって？」

「もう黙れ」

　躊躇する間もなく長嶺さんの唇が押しつけられ口を塞がれる。言葉も息も呑み込んでしまう勢いだ。

「もっと口開けて」

　短い言葉に反応しておずおずと口を開くと、より深く唇が重なって熱い彼の舌に口内を掻き回される。

「うぅ……んっ」

　長嶺さんの獰猛な一面がキスの仕方に表れている。髪の中に埋めた手が私の頭を撫で、そのまま頬へ移動していく。

「どうして抵抗しないんだ？」

　余裕を失いかけているくせに笑いを含ませた声で囁かれ、私はぐっと息を呑んだ。

　どうして？　自分でもわからない……けど、ただ無性に長嶺さんの温もりに縋っていたい。ずっと。

「わかりません」

　本当はわかっているくせにわからないふりをした。長嶺さんはそれを聞くと不敵にニヤリと口元を歪めた。

「なら、わからせてやる」

　キスで拘束されながら、長嶺さんの寝室へ転がり込むとそのままベッドへ押し倒された。弾む身体の上に長嶺さんが覆いかぶさってきて、首筋を吸われる。

「これ、ずっとつけてくれてるんだな」

　ネックレスのチェーンを人差し指でつっと掬い上げ、長嶺さんが満足げに笑みをこぼす。

「長嶺さんが一緒にいてくれているような気がするんです」

「馬鹿だな……そんなこと言って、煽ってると思われてもいいのか？」

　普段、長嶺さんは紳士で物腰柔らかな人だと思っていた。けれど、こんな強引で雄々しい一面を見せられて、それに流されている自分に戸惑いと恍惚感を覚えた。

「もう、後戻りはできないぞ？　今度は保証できないと以前言っただろ？」

　これが彼からの最後通牒だった。

　長嶺さんに抱かれてみたい……。

　想いを伝えあったわけじゃないのに、身体の関係だけ先に結ぶなんて、そんなこと……だめなのに。

「はい。わかってます」

　頭の中に浮かんだ〝貞操観念〟という言葉に咎められた気がしたけれど、互の歯止めを効かせるには少々遅かったようだ。

　ニットの上から胸をなぞられその手が裾まで行き着くと、勢いよくまくりあげられた。そして一気に頭の上まで脱がされる。下着を着けているとはいえ、急に空気に晒されてゾクッと肌が粟立った。長嶺さんは私の腰をまたいだ状態で膝立ちになると目の前で白いシャツを脱ぎ捨てた。

　初めて目にする逞しい彼の胸板は、ほどよく筋肉がついていて二の腕もがっちりしている。

　ごくりと大きく喉を鳴らしていると、私はあっという間に一糸纏わぬ姿にさせられた。

「震えてる、怖いのか？」

　長嶺さんにそう指摘されるまで、自分が小刻みに震えているなんて気づかなかった。別にセックスなんて初めてじゃない。だから怖くない。けど、自分がこれからどうなってしまうのかということを考えると不安だった。

「君の身体は最高に綺麗だな。それに柔らかくていい匂いがする」

　胸の膨らみをやんわり揉まれて無意識に内腿を擦り合わせる。

「あっ、や……」

　きつく吸われたかと思えば甘噛みされて、今まで経験のない、感じたことのない刺激に私はどうしようもなく身体をくねらせた。

「そう動かれると、誘ってるようにしか思えないな」

「違っ……あ、ん」

　身体の芯から熱がこもって疼く。肌を這う長嶺さんの舌が粘着質な水音を立てるたびに恥ずかしくてきゅっと唇を噛み締める。体中に溢れる波に溺れそうになるのを必死にシーツを掴んで堪えた。

「芽衣……っ」

　互の荒い息づかいが部屋中に響き渡り、熱っぽく私を呼ぶ声が身体を包み込む。




　何度も意識が飛びそうになりながら情事が終息を迎えると、部屋にこもった湿気が窓ガラスを微かに曇らせていた。

「大丈夫か？」

　うっすら汗ばんだ額に指を差し込んで長嶺さんは私の髪を撫でつける。冷めていく熱が名残惜しいのか、再び彼は私に唇を重ね啄んできた。

　柔らかく、優しく、そして心地よい。

　ようやく唇が離れ、そっと目を開けると長嶺さんの顔はまだ吐息が触れるほど近くにあった。

　まっすぐで綺麗な瞳が静かに瞬く。

「全部、芽衣を俺のものにするから」

　傲慢だけど優しい声音がドクン、と胸の奥で大きく響く。

　私のすべてを長嶺さんに委ねてもいいのだろうか。まだ、彼になにも応えていないというのに。

　そんなことを考えあぐねていると、急激に睡魔に襲われる。まだ長嶺さんを見つめていたいのにそれを許さない瞼が重くのしかかってくる。

「私、長嶺さんのこと……」

「え？」

　自分でもなにを言いかけたのかわからなかった。目を瞬かせている彼の顔を最後に、私の意識はそこでぷつりと切れた。










第六章　私、負けました。




「加賀美さん、結婚ってなんだと思いますか？」

「ブッ！　なんだよ、いきなり」

　お茶を噴き出しかけた加賀美さんが口元をぐっと手の甲で拭う。

　パティスリー・ハナザワの売り上げはプロジェクトの実行以来、なんとか持ち直しの方向へ進んでいた。仕事は順調。けど、いまだにピンバッジが見つかってなくてそれが胸に引っかかっている。それに、私は長嶺さんに身体を許してしまった。あれから何度も〝結婚〟という文字が頭をぐるぐる回り、休憩時間にデスクでおにぎりを食べている加賀美さんに、私はそんな素朴な質問をぶつけていた。

「どうしたどうした？　お前の口から結婚なんて聞く日が来るとはなぁ」

『結婚なんてまったく考えてませんし、今は仕事が恋人です』なんて、あまりにも彼氏がいなさすぎて加賀美さんに茶化されたとき、私はそう豪語した。それが今はこんなにも気持ちが揺れているから自分でもお笑い種だ。

「結婚なんて勢いだろ？　年食ってからじゃ、あれこれ考えて頭でっかちになって気づいたら、やっぱり私はひとりでいいなんてことになるぞ？　って、バツイチの俺が言ってもまったく説得力ないけどな」

　ゲラゲラと笑う加賀美さんを見ていたら、聞いた相手が間違っていたと後悔する。するとそこへ、会社用のスマホが鳴って電話に出ると、それは意外な人物からだった。

『あ、花澤さんですか？　猪瀬です。すみません、お忙しいところ』

　店でなにかあったのだろうか、私はデスクに向かい身体を緊張させた。

『あの、花澤さんのピンバッジが昨日見つかったんです！』

「えっ!?」

　思いも寄らないことを言われ、思わず大きな声が出てしまった。口を押さえてチラッとオフィスを見るけれど誰も気にしていない様子で、今まで隣にいた加賀美さんはいつの間にかいなくなっていた。

「ピンバッジが見つかったって、それ本当ですか？」

『はい、だから一刻も早く伝えようと思って。あの、今夜時間ありますか？　俺、今日仕事休みなんで、花澤さんの時間に合わせます』

　時間があるもなにも今すぐ飛んでいきたいくらいだ。けど、今は仕事中。しかも今日は残業が確定している。

　ああ、こんなときに残業なんて！

　はやる気持ちを押さえ、私は猪瀬君と二十時に商業棟の屋上で待ち合わせすることにした。




『ピンバッジが見つかっただって？』

「はい！　そうなんです。今日、猪瀬君から見つかったって電話があって……あ、猪瀬君っていうのはパティスリー・ハナザワのパティシエ見習いアルバイトさんなんですけど」

　猪瀬君から電話をもらってからというもの、気持ちが落ち着かなくて仕事が終わってからすぐに私は長嶺さんに電話をした。スマホを耳にあてがいながら会社を出て、足早にアリーチェ銀座へ向かう。

「これから商業棟の屋上で待ち合わせしてるんです。ああ、本当によかった！」

『これからだな？　わかった。たしかにピンバッジが見つかったって電話をしてきたのは猪瀬なんだな？』

「え、ええ、そうですけど……」

『そうか』

　一緒に喜んでくれるとばかり思っていたのに、なんだか長嶺さんの口調が少し険しい。それに、まるで電話をしてきた猪瀬君のほうに意識がいっていたみたいだ。

「じゃあ、切りますね」

　もしかしたら仕事で忙しいときに電話をしてしまったのかも、と私はまだなにか言いたげな長嶺さんとの会話を終わらせて屋上テラスへ急いだ。

　ここが屋上テラスね。

　商業棟の屋上へは初めて来た。一番最初に目を引いたのは、真っ白な石膏でできた噴水だ。静かに水が流れている。それに、夜は冷えるしこの時間だからかあまり人がいない。

　澄んだ秋の夜空に星が瞬き、噴水の周りに広がる溜め池の水面が照明にキラキラと照らされて、辺り一面幻想的な光景を醸し出していた。

　残業が少々長引いたせいで、約束の時間よりも十分遅れてしまった。冷気が入ってこないように首元を引き寄せ、きょろきょろと猪瀬君の姿を探していると、噴水の近くにそれらしき人影が揺れた。

「あ、花澤さん。こんばんは、お疲れさまです。すみません、呼び出したりして」

「いえ、いいんです。屋上って初めて来たんですけど、綺麗なところですね」

　いきなりピンバッジに飛びつくのはさすがに気が引けて、挨拶がてらひとこと前置きする。

「休憩のときにたまにここへ来て気分転換するんですけど、いいところですよね。あ、これなんですけど」

　そう言いながら、猪瀬君がポケットからごそごそとティッシュにくるんだものを取り出し、それを私に差し出した。

「花澤さんがずっと探してたものです。これ、店頭の棚の下にあったんですよ、昨日、掃除をしていたら見つけました」

　あんなに隈なく探したというのに棚の下にあったなんて。

　恭子さんがなくしものは忘れた頃にひょっこり出てくるものだと言っていたのを思い出す。本当にその言葉通りだ。

　やっと見つかった。よかった！

　嬉しくてドキドキしながら包みを開いてみる。するとそこには紛れもなく失くしたピンバッジがキラッと輝いていた。言葉に言い表せないような安堵が一気にこみあげてくる。

「ありがとうございます。本当に、なんてお礼を言ったらいいか……」

「あの、花澤さん、俺の話を少し聞いてくれませんか？」

　猪瀬君の改まった口調に視線をあげると、彼は「えっと」と口ごもりながら顔を赤らめ、頭を掻いた。

「どうしたんですか？」

　なにか言いにくいことでもあるのかなと猪瀬君の言葉を待つ。すると、彼は大きく深呼吸してゆっくり口を開いた。

「俺、花澤さんのことが好きになっちゃったみたいで……。年下だけど、よかったら付き合ってもらえませんか？」

「え？」

　それは猪瀬君からの突然の告白だった。あまりにも予想外で目を見開いたまま放心してしまう。

「いきなりこんなこと言われて困りますよね。でも、花澤さんの一生懸命なところとか、笑うとすごく可愛いところとか、仕事にも手がつけられないくらい俺、花澤さんのことで毎日頭がいっぱいで……。だから、このピンバッジを見つけたとき、絶対告白しようって決めたんです」

「人妻に告白しようなんて、君はいい度胸してるな」

　不意に第三者の声が聞こえてハッとなる。声がした方向へ視線を向けると、眉間に皺を寄せて腕を組んだ長嶺さんが立っていた。そしてハァと大きくため息をついて、私と猪瀬君のところへ歩み寄ってきた。

「長嶺さん？　どうして……」

　なぜ彼がここにいるのかわからなくて目が点になる。長嶺さんの険しい視線がキッと猪瀬君に向けられた。

　長嶺さんはあきらかに怒っている。せっかくピンバッジを見つけてくれたというのに、なぜそんな険悪な表情をしているのか見当もつかない。

「え？　人、妻？」

　わけがわからないというように猪瀬君が何度も目を瞬かせ、視線が私と長嶺さんの間を行ったり来たりしている。

「花澤さん、まさか、長嶺部長と結婚してるんですか？」

「え？　それは、その……」

　その問いになんて答えたらいいのかわからず、気まずくて私は視線を逸らすことしかできなかった。

「だからそうだと言っているだろ？　それに芽衣、こう言ってはなんだが……君の手にしているピンバッジは偽物だ」

「えっ!?　にせ、もの？」

　どういうこと？　偽物って？　どうして？

　どこからどう見ても私がなくしたピンバッジだ。それなのに長嶺さんは偽物だと言う。

「な、長嶺部長、いくらなんでも冗談が過ぎますよ？　偽物なわけ――」

「本物は裏に受賞者の登録番号が刻まれているはずだ。見てみろ」

　長嶺さんに言われて、ピンバッジの裏を見てみる。けれど、そこはツルツルの面でなにも記されてはいなかった。

「まぁ、小さいからな、君が気づかなかったとしても仕方のないことだ。本物はこっちにある」

　長嶺さんがポケットから取り出したものを私の手のひらに載せる。裏面を見ると、三桁の数字が小さく刻まれていた。

「あ、本当だ」

　その様子を見ていた猪瀬君の表情が徐々に強張り、渋く顔を歪めた。

「そういう価値のあるものが盗まれた場合、大抵行きつくところはネットオークションだったりするものだ。まさかと思って検索したら……、ビンゴだったな。〝Bad egg〟さん。パティシエの悪い卵って意味だろ？　ユーザーネームのセンスだけは悪くない」

　そう言われて猪瀬君が短く息を呑む。信じがたいけれど否定もせずにいる彼の真っ青な顔がすべてを物語っていた。

「あの五十万で落札した人が長嶺部長だったなんて、そうか、だから匿名配送だったのか、あはは。わかるわけないよな」

　まさかの落札者に、猪瀬君から乾いた笑みがこぼれた。

　ご、五十万!?　う、嘘でしょ……。長嶺さんが落札したってことは、彼がお金を出したの？　それに、本当に猪瀬君が……まさか。

　いまだに信じられない現実。それにまして沸き起こるのは怒りよりも裏切られた虚しさと悲しみだった。

「ああいうのは出品者の特定が難しい。けど、君の噂はいろいろ聞いていてね。学費に困っているとか銀細工が得意で手先が器用で、俺の妻にも気があったみたいだからな。それだけヒントがあれば君を疑う余地はある。レプリカを作るなんて君にとっては朝飯前だろ？」

「そ、それは……」

　もう言い逃れできないと、猪瀬君が身じろぎして言葉を濁す。

「もし、君が犯人だったら、必ずそのレプリカを持って彼女の前に現れると思っていた」

　たとえそれが真実だったとしても、本当のことを猪瀬君の口から聞きたい。私はゴクリと息を呑み、長嶺さんと猪瀬君の間に割って入った。

「猪瀬君、お願い、真実を聞かせて、長嶺さんの言っていることは――」

「全部本当ですよ」

　ぽつりと呟かれたそのひとことで、なにかの間違いというわずかな希望も打ち砕かれた。小刻みに震える私の肩に長嶺さんの手が載せられると、堪えていた涙がつっとこぼれ落ちた。

「惚れた女性を裏切って泣かせることが君のやりたかったことなのか？」

　理性で怒りを抑えたような低い声で長嶺さんが猪瀬君に問いかける。すると、彼はそれは誤解だと首を振った。

「親が送ってくれる仕送りがどうしても足りなくて生活費がカツカツで、かといって催促もできなくて……恭子さんにシフトを増やしたいって相談しても人件費削減してるって拒否されて、ムシャクシャしてたところに店頭で花澤さんのピンバッジが落ちてるのを偶然見つけたんです」

　脱力した猪瀬君が事の真相をぽつりぽつりと、小さな声で語りだした。

「それから事務所で恭子さんがあのピンバッジが高値で売れるっていう話をしているのをたまたま廊下で聞いちゃって……。つい、魔が差したというか」

　そういえば、以前恭子さんがそんなことを言っていたのを思い出す。

　あのとき、廊下でその話を聞いてた人がほかにもいたなんて。

「けど、ピンバッジがなくなって花澤さんがあんなに落ち込むなんて思わなかったんです。それで、レプリカを作って渡せば、もしかしたら、俺に振り向いてくれるんじゃないかって思いついて……。あはは、俺、最低ですね。花澤さんには申し訳ないことをしました。本当にすみません」

　たしかに最低だ。許されることじゃないし、謝ったってこの事実を帳消しにするなんてできない。けれど、彼はひとりでストレスや悩みを抱え込んでいたのだ。けれど、私には仕事で悩んでいても長嶺さんという親身になって話を聞いてくれる人がいる。

　肩を落として項垂れる猪瀬君を見ていると、きっと限界だったのだと思う。そんな心の隙間に悪魔が囁いて靡いてしまっただけ。

「このことは店長である佐伯にすべて報告する。君のことは彼女に一任しよう」

　すると、焦りの滲んだ顔で猪瀬君がパッと視線をあげ、長嶺さんに縋るような目を向けた。

「お、俺また明日から店で頑張ります。だから、……店長に言うのは――」

「だったら警察に行くか？　世の中を舐めるなよ？　君のしたことは許されない事実だ。これでも一発殴りたくて抑えてるんだぞ」

　ぐっと握られる拳に長嶺さんの我慢の限界を悟った私は、猪瀬君の前に一歩出た。

「私も恭子さんの判断に任せる。私からは……ただ残念だったとしか言えない。それにずっと人を恨み続けるなんて悲しいし、だから猪瀬君のことも恨まない」

「っ……くそっ！」

「あっ、猪瀬君！」

　自分の愚かさに猪瀬君は居た堪たまれなくなったのか、わなわなと震える唇を噛み締めると地面を蹴ってその場を走り去っていった。




　気がつくとあたりにはもう人の姿はなく、私と長嶺さんだけが噴水の前に立っていた。

「長嶺さ――」

「こんなもの！」

　長嶺さんに向き直るやいなや、彼は私の手元にある偽物のピンバッジを奪い取り、噴水の池に投げ入れた。そして苛立ったように前髪を掻きあげる。

「まったく、君は本当にお人好しだな。あんなやつ一発ひっぱたかれてもいいくらいなのに、どうしてそんなに冷静でいられるんだ？　君の誇りを踏みにじって勝手にバッジをオークションに出した男だぞ？　情けをかける必要なんかないだろ」

　どうやら猪瀬君に対する私の手緩い態度が納得いかなかったようだ。長嶺さんは不機嫌そうに抗議の言葉を並べた。けれど、責められている気はしない。むしろ、長嶺さんは拗ねているような……。

「ふふ、もしかして長嶺さん、嫉妬してるんですか？」

「は？　なっ、こんなときに君はなにを言ってるんだ」

　長嶺さんは普段、あまりコロコロ表情を変えたりしない。笑うにしろ怒るにしろ眉や唇の端が上がったり下がったりするばかりだ。

　それなのに今、頬を赤らめてこんなにも感情的になっている。私はその原因が自分にあるということに、この上ない喜びを覚えた。

「ピンバッジ、ありがとうございました。お礼を言うべき相手は猪瀬君じゃなくて長嶺さんでしたね」

「コレクターにとっては喉から手が出るほど欲しい代物だ。ほかの落札者に持っていかれなくて本当によかった」

「でも、五十万も払ったって、私、ちゃん金お返ししますから」

　長嶺さんはゆっくり首を左右に振って目元に浮かべた笑みを深めた。

「その必要はない。むしろ五十万なんて値段をつけられて憤慨してるところだ。君の努力に値段なんかつけられないだろ？」

　そう言って、私の手から小さなピンバッジをつまみあげ、胸につけてくれた。再び輝きを取り戻しキラッとそれは煌く。それを見た長嶺さんは満足そうにうなずいて、赤みの差した私の頬をそっと撫でた。

　騒ぎを起こしたピンバッジも無事に戻ってきた。けれど、これでめでたしめでたしというわけにはいかない。私の中でまだ終わってない謎がある。それは、彼の過去のこと。

　やっぱりもっと長嶺さんのことを知りたい。

「あの、聞いてもいいですか？」

「なんだ？」

「教えてください。長嶺さんの過去の話を」

　そう言うと、長嶺さんの顔からすっと笑みが消えた。その表情がなぜか悲しげでチクリと胸に突き刺さる。

　お願い、私には全部話してほしい……長嶺さんのこと、受け止めたいから。

「恭子さんからいろいろ聞きました。幼馴染だったことや、長嶺さんが以前コンサルタントだったことも。それに、どうしてこのピンバッジの裏の番号が個人番号だって知ってたんですか？」

「あのお喋りめ」

　長嶺さんは形のいい眉を曇らせ、はぁと小さくため息をついて夜空を仰いだ。

「今から十年前だ。俺はとある大手のコンサルティング会社の商業コンサルタントとしてパリで仕事をしていた。ある日、パリの八区に店を出すから経営上のアドバイスをしてほしいという人が現れたんだ。実はその依頼をしてきたのが君の父上だったんだよ」

「え？　お父さんが？」

　当時、私は中学生で忙しなく日本とパリを行ったり来たりしている父を見て、大変そうだと思いながらもなにもしてあげられなかった。心臓に疾患があることがわかったのもちょうどこのくらいの時期だった。

　まさか、そのときに長嶺さんと父が知り合っていたなんて……。

「それに、ピンバッジの裏にある番号についても、国際カスタマーアドバイザーコンテストの審査員長がたまたま俺の友人だったから知っていた。元コンサルタントのよしみでコンテストの授賞式にも何回か来賓で招待されたこともある」

「そうだったんですか」

　え？　コンテストの授賞式に来賓で招待された？

　そのとき、ふと以前夢で見た光景を思い出した。二回も同じ夢を見ることも珍しいけれど、たしかにあれは授賞式のときの夢だった。

　そして私はもしかして？というとある予感に、それを口にせずにはいられなかった。

「あの、長嶺さん、私の授賞式のとき……ひょっとして私と会いませんでしたか？」

「え？　なんだって？」

　それを聞いた長嶺さんは眉を跳ね上げ瞠目した。

「私、夢で見たんです。信じられないかもしれないですけど、同じ夢を二回も。授賞式でたくさんの人に囲まれて、その中に男の人がいて急いで声をかけるんですけど、どうしても顔が不鮮明で……。でも、今考えるとなんとなく長嶺さんに雰囲気が似てたような気がするんです」

　ああ、なに言ってるんだろ。

　こんな夢の中の話、長嶺さんにとってはどうでもいいことかもしれない。呆れた顔をしているかと思いきや、長嶺さんは驚きで硬直したまま私を見つめていた。

「あのときのことを覚えているのか？」

「え？」

「実は、招待された授賞式で初めて芽衣を見たんだ。今でもはっきり覚えている。ステージに立つ君は学生のようにあどけなくて、けれど、眩しいくらいに希望に満ち溢れていて輝いていた。すごく綺麗だったよ。今思えばひと目惚れだったんじゃないかってくらい、目が離せなかった」

　初めて聞かされる長嶺さんの赤裸々な告白。

　ひと目惚れって……。

　私は耳まで真っ赤になってうっかり気を抜くと悲鳴をあげてしまいそうだった。

「人波に押されて会場を後にしようとしたとき、声をかけられたんだ。『財布、落としましたよ』って、それが君と交わした初めての会話だった。日本に帰ってきてからも情けないくらい、ずっと芽衣のことばかり考えていた。あんなふうにひとこと声をかけられただけで舞い上がってる自分が滑稽だったな」

　ああ、やっぱり、あの夢はなにかのメッセージだったんだ。

　長嶺さんの温かな手が私の頬をそっと撫でる。夢に出てきた光景は、潜在的な私の記憶だったのだ。長嶺さんの手に自分の手を重ね、その長くて綺麗な指に絡ませるとギュッと抱きすくめられた。

「芽衣があの花澤氏の娘だと審査委員だった友人から聞かされて、絶対これは運命だと思った。はは……いい大人が、運命だなんて馬鹿みたいだろ？」

　長嶺さんは肩を竦めて自嘲気味に笑うけれど、そんな彼がどうしようもなく愛おしいと感じてしまうから不思議だ。

「父とはずっと交流していたんですか？」

「ああ、俺が父の会社に入るために日本へ帰国してからも何度か食事に行ったことがある。けど」

　思い出したくない過去があるのか、長嶺さんは眉を曇らせ、その表情に影が落ちる。

「君の父上がパリで開店させた店がプロジェクト満了後、たった二年で閉店に追い込まれてしまったと、食事に誘われた先で初めて聞かされたんだ。それでも笑って『日本で腰を据えて地道に頑張るよ』って、父上はそう言っていた」

　悲しい。つらい。そんな彼の感情が冷たい空気を伝って私の心へ流れ込んでくるようだった。

　きっと長嶺さんはパリを離れてからも、自分が手がけた店を気にかけてくれていたに違いない。

　閉店したと聞き、自責の念に駆られて今でも思い出すのがつらいのだ。

　だから自分がコンサルタントだったことやなにもかも、思い出したくない過去としてずっと心の箱に閉じ込めていたんだ。

　それから長嶺さんはコンテストで私と出会った。

　そっか、私たち……実はすでに二年前に出会ってたんだね。

「芽衣」

　おしゃべりはもうおしまいだというように長嶺さんの顔が近づいて、キスまでの距離を縮めたそのとき。

　ん？　ということは、待てよ？

　長嶺さんから知らされた真実に、ひとつ腑に落ちないモヤッとしたものが沸き起こる。私がパッと身を引くと、これからキスを交わすんじゃなかったのか？というような憮然とした表情で長嶺さんは私を見下ろした。

「ちょっと待ってください。じゃあ、パリのバーで出会ったとき、長嶺さんは初めから私に気づいてた？」

「まぁ、そうともいう」

　こういうところはやっぱり長嶺さんだ。なに食わぬ顔でしれっとうそぶく。

「ちなみに、君の上司である加賀美さんとはコンサルタント時代にパリで同じ研修を受けた十年来の仲なんだ。うちの会社に国際カスタマーアドバイザーコンテストで新人賞をとった期待のホープがいるって聞いたときは耳を疑った。まさか、加賀美さんの会社に芽衣がいるなんて思わなかったからな」

　なるほど、そういうことだったのね。

　たしか、加賀美さんは長嶺さんとは昔からの知り合いだと言っていた。ようやくここで話が繋がって、ふわふわと浮かんで型にはまらないパズルのピースが、はまるべき場所へカチッと収まったような感じがした。

「久しぶりに加賀美さんと食事をする機会があって、そのときに君がパリ三区にある支社でコンサルタントとして仕事をしているって聞いた。どうしたら会えるか尋ねたら、芽衣が行きつけだというバーの住所を教えてもらったんだ。運がよければ会えるかもと……」

　長嶺さんは唇を弓型に曲げ、ほんのり恥ずかしげに顔を背ける。

　バーで出会ったのはたまたまだったのかもしれないけれど、長嶺さんがわざわざ私に会うためにパリに来たなんて驚きだった。確実に会える保証もないのに。

「長嶺さんは、全部初めから知ってたんですね。賭けをした次の日に私が日本へ帰ることも、仕事でまた再会するということも……。それであんな賭けをするなんて、ずるいです」

　加賀美さんは長嶺さんに私の行きつけのバーを教えたついでに、急遽私が日本へ帰国することも話したはずだ。

　口をへの字に曲げていると、長嶺さんはクスリと微笑んだ。

「それは君だって同じだろ？　日本へ帰ることを黙っていて俺の賭けにのった」

　うぅ、それはそうだけど。

　長嶺さんに指摘されて言葉に詰まる。けれど、そんなことは今更どうでもいいというように、長嶺さんが私をもう一度抱きしめた。

「俺はずるくて悪い男だ。なんせあの賭けは君の気を引いて口説くための口実だったからな」

　長嶺さんのすでに熱を孕んだ目でじっと見つめられる。そんな至近距離から顔を覗き込まれると、息も絶え絶えになってくる。

「三カ月待つと言ったが、もう待てそうにない。俺はずる賢くて堪え性がなくて、どうしようもない悪い男だ」

「な、がみ――」

　長嶺さん、と呼びかけようとしたら、薄く開いた唇に長嶺さんの舌が忍び込んできた。

「君を知れば知るほどどんどん引き寄せられていく自分を、止めることができない」

　背中に回された手は優しく上下している。それは、まるで自分がした行いを「怒らないでくれ」と許しを乞うようだった。




「あ、ん……っ、な、長嶺さんっ」

　先ほどまでアリーチェ銀座の屋上にいたはずだけど、気づけばマンションの部屋で互いに衣服を乱しながら荒く息を弾ませていた。

　私は壁に背中を押しつけられて、ここまでどうやってたどり着いたのかも思い出せないくらい長嶺さんの噛みつかんばかりのキスに浮かされていた。おずおず自ら舌を差し出せば、よりきつく抱きすくめられて心臓が跳ねた。

　長嶺さんが煩わしそうにジャケットを脱ぎ捨てて、ワイシャツ越しに湿った体温が伝わってくる。

「お互いこんな格好だと、なんだかいけないことをしているみたいだな」

　最後まで私の腕に絡みついていたスーツのジャケットがフローリングにパサリと落ちると、長嶺さんは性急にブラウスのボタンを外し始めた。ブラが露わになり、じわじわと長嶺さんが体重をかけてくる。

「平気か？」

　その重さに耐えきれず、背中からフローリングに倒れ込みそうになるのを長嶺さんの逞しい腕に支えられる。

「あ、あのっ……んっ」

　すぐ目の前に長嶺さんの寝室があるというのに、そのままリビングのカウチに押し倒されて、続きを急くように深く口づけられた。

　心臓がいくつあっても足りない。全速力で疾走したみたいに乱れる呼吸を一旦整えようと、長嶺さんの厚い胸板を押した。真上から体重をかけてくる彼はびくともしなかったけれど、ようやくおとなしく唇を離し、吐息を感じる距離で見つめ合った。

「好きだ。愛してる……早く君を長嶺芽衣にしたくてたまらない」

〝愛してる〟――初めて言われたその言葉が弾丸のように私の胸を射抜く。

　恥ずかしくて、嬉しくて、おかしくなりそうだった。無意識に背けた顔を再び優しい力で彼のほうへ向かされ、大きな手のひらで頬を撫でられる。

　なんの涙かわからないけれど、いつの間にか湿っていた目元を親指で辿られればたちまち身体が火照った。

「……あんな賭け、しなければよかった」

　震える声で言うと、長嶺さんの眉が跳ね、頬を撫でる手を止めた。

「私の、負けです。長嶺さんのことが……好きです」

　もうこれ以上、自分の気持ちに嘘をつき通せない。観念しよう。そう腹を括ったら頭で考える前に口から言葉がこぼれていた。

　彼と結婚したら、きっと幸せになれる。

「私を、長嶺芽衣にしてください」

「それは本当か？」

「はい」

　もう私の中で迷いはなかった。固く結んだ唇の端にそっと長嶺さんがキスを落として涙目の私と目が合う。そして彼は愛おしげに目尻を下げた。

「やっと素直になったな。言っただろう？　君は必ず俺を好きになるって」

　長嶺さんの言った通りになったことが恥ずかしくて、手で顔を隠そうとすると、長嶺さんは声を立てて笑い、そして私の首筋に顔を埋めた。

「そういう反応も、可愛すぎて困る」

　パリで初めて長嶺さんに出会ったとき、一瞬、時が止まったような気がした。

　帰国してからも頭のどこかで彼のことを考えていた。どうしたら好きになれるとか、嫌いになれるとか、考える暇もないくらい……恋に落ちるのは一瞬なのだと、今思い知らされた。

「あ……っ」

　背中に回されていた手が不意に移動して、鼻からぬけるような声が漏れる。太腿を撫でられ小さな声をあげて身を捩れば、唇の隙間に舌を差し入れられた。

　羞恥に睫毛を震わせて、私はそれに応えようと自ら唇を開く。合間から熱い吐息がこぼれ、再び速まる鼓動が息苦しいくらいだ。でもこの上なく気持ちがいい。

「芽衣、愛してる」

　長嶺さんの手が全身を這うだけでめろめろと身体から力が抜けていく。

「私も……愛してます」

　満ち足りた気分で何度も身体を揺らされ、長嶺さんとの長い長い夜が更けていった。










第七章　マティーニの誘惑




「本当にごめんなさい！　私、なんてお詫びをしたらいいか……」

　数日後、仕事終わりに私は恭子さんに呼ばれて、とあるイタリアンレストランへ来ていた。

　こうしてふたりで食事をするのは初めてだけど、恭子さんは私の目の前で唇を震わせながら今にも泣きそうな顔でうつむいている。料理が運ばれてきても彼女はまったく手をつけようとしなかった。

「あの、顔をあげてください。ほら、このピザ！　すっごく美味しいですよ。入口のボードにオススメって書いてありましたから、恭子さんも食べてみてください」

「うん、ありがとう」

　努めて明るく振舞うと、恭子さんは小さく笑ってうなずいた。

　恭子さんは猪瀬君がピンバッジを拾って売ろうとしたことを知って、昨夜、責任者として直接私に謝罪したいと言ってきたのだ。

「恭子さんが悪いわけじゃないし、最終的に見つかったわけだし。それに、お店のみんなに探していただいて、迷惑をかけたのは私のほうです」

　恭子さんはそれでも鼻をスンスン言わせてハンカチで目元を押さえた。

「猪瀬君のことは私がちゃんときっちりさせて、それから芽衣さんに報告して償おうと思っていたの」

　恭子さんの話によると猪瀬君はあの夜の翌日、拾ったピンバッジを黙ってオークションに出したことを恭子さんや館川さんに自ら白状し、店を辞めると言ってきたらしい。

「そのときね、長嶺部長も居合わせてたんだけど、すっごく怒ってた。情けをかけてこのまま彼を雇用するならテナント契約を解除するとまで言ってたわ」

「え？　長嶺さんがそんなことを？」

「事件を起こした従業員を雇い続けるなんてできないって、ほかのスタッフの気持ちを考えてたからこそ、彼はあんなふうに厳しく言ったんだと思う。手先が器用で本当にセンスのいい子だったから……苦渋の決断だったけど」

　猪瀬君のことは恭子さんなりに可愛がっていたのだろう。彼女もまた彼に裏切られて心に傷を負ったひとりだ。

「それで、猪瀬君はどうなったんですか？」

「今頃、海の向こうじゃないかしら？」

「へ？」

　海の、向こう？

　思いがけない答えが返ってきて目が点になる。

「ま、まさか……長嶺さんにお金を返すためにマグロ漁船に乗せられたとか？」

「ふふ、あはは、違う違う」

　な、なんだ、よかった。

　噴き出して笑う恭子さんにホッとする。パティシエの道を絶たれ、荒波にもまれながら巨大なマグロを引き上げている猪瀬君なんて想像できない。

「彼、長嶺部長から手に入れたお金を未払いの授業料に使っちゃったって言ってたし、うーん、マグロ漁船もいい考えだったかも、惜しいことしたわ」

　落ち着きと食欲を取り戻した恭子さんが、ここでようやくピザに手をつけた。

「大丈夫、猪瀬君は今パリにいるはずよ」

「え？　パリ？」

　これまたどうしてそんなところに彼がいるのかまったく理解できない。たしか猪瀬君はまだ学生だったはず。

「長嶺部長の知り合いのパティシエなんだけど、そこに修行へ出されたの。しかも語学学校の授業料や生活費も全部長嶺部長持ちでね」

「そうだったんですか」

「猪瀬君も『必ず出世払いでお金返します！』って頭下げてたわ」

　なんだかんだ言って長嶺さん、優しいな。ちゃんと猪瀬君のフォローしてくれたんだ。

　恭子さんの話を聞いてホッとした。

「私も知ってるパティシエよ。めちゃくちゃ厳しい人だから改心するんじゃないかしら？　どんな人でも受け入れてくれるとても器の広い方よ。それにね」

　恭子さんがナプキンで口元をさっと拭うと、ほんの少し前のめりになってじっと私を見た。

「『一人前のパティシエになるまで日本に帰ってくるな。じゃなきゃ君を一生許さない』って、長嶺部長が猪瀬君に言ったの。あのときの部長、かっこよかったわぁ」

　そう言ってくれたのは、きっと私のためだなんてうぬぼれてしまう。そんな長嶺部長が私の旦那様になるのだと思うと、人知れず頬が赤くなる。

　恭子さん、元気出たみたいだね。よかった。

　結婚のこと、恭子さんに一応報告しておいたほうがいいよね？

　彼女ほど息の合うクライアントはいなかった。これからもずっと交流を続けていきたい。プロジェクトが満了になっても。

「どうしたの？　モジモジしちゃって」

「あ、あの……」

　いざというときに言葉が出てこない。頼りない私の脳ミソをフル回転させて、ぐっと息を呑む。

「実は、私……今度結婚することになったんです。長嶺さんと」

　すると、恭子さんは頬杖をついたまま、まるで魂が抜けたかのようなぽかんとした表情で私を見た。

「う、嘘でしょ？　冬也と？」

　恭子さんはあまりの驚きだったのか、今まで〝長嶺部長〟と呼んでいたのに〝冬也〟と呼び、胸に小さく引っかかる。

「いきなりこんなこと言って驚きましたよね。でも、まだ保証人とか全然決まってなくて……今、誰にお願いしようかなって考えてるところなんです」

「そう」

　なんだか恭子さんの声のトーンが低い。長い睫毛を伏せて、なにか考え込んでいるようにも見える。

　先日、長嶺さんから〝夫となる人〟の欄に達筆な字で記入された婚姻届を渡された。あとは私が書き込むだけの状態。保証人の欄には、彼のお父様の名前が書かれていた。きっと妻となる人はいい家柄のお嬢様でなければ反対されるのではないかと思っていたのも杞憂で、彼の話によると快く了承してくれたのだという。

「恭子さん？」

　彼女は一点を見つめ、グラスに手を添えたまま動かない。私が怪訝に窺っていると、恭子さんは急に顔をあげてパッと笑顔になる。

「よかったじゃない！　おめでとう。保証人、私がサインするわよ？」

「本当ですかっ！　よかった」

『あいつには近づくな』

　そういえば、以前、長嶺部長が恭子さんのことをそう言っていたのをふと思い出す。なぜ、あんなことを言ったのか、いまだに不明のままだ。

　恭子さん、いい人なのに……きっとなにか勘違いしてるんだよね。

「じゃあ、今度書類持ってきますね。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げて彼女を見ると、やはりなんとなく浮かない感じで切なげに睫毛を揺らしている。

「あの、場所移動して飲み直しませんか？　まだ時間もあるし」

「ごめんなさい。私、そろそろ帰らなきゃ、あんまり遅くなるとうちの猫ちゃんがやきもち妬くの」

「そうですか……」

　猫ちゃんを口実に断られた気がして一瞬胸がチクリとした。恭子さんの浮かない様子も気になる。

　考えすぎかな。




　店を出て恭子さんと別れた後、彼女の前では押さえていたモヤモヤが一気に胸に広がった。このまま家に帰る気にもなれず、その足で私が向かった先はアリーチェ銀座の最上階にあるルシェスだった。

　店内にはテーブル席に三人、カウンターにふたりのお客さんがいて、私は程よく距離をとったカウンター席に腰を落ち着けた。余計なことを考えたくないときは、いつもより少し強めのマティーニを注文する。

　恭子さん、私が結婚するって言ってからやっぱり様子が変だった……どうして？

　笑って『おめでとう』と言ってくれたあの表情も、無理に作ったような気がしてならなかった。

「お待たせしました」

　カウンターに出された無色透明のマティーニに、小さなオリーブの実が揺らいでいる。私はしばらくそれを見つめてぼんやりしていた。すると、カウンターの端に座っていた男性が席を立ち、グラスを片手に私の席へゆっくり歩み寄ってくる姿を目の端に捉える。そして、その男性はごく自然な動作で私の隣へ腰を下ろした。

「おひとりですか？」

　店内に流れるＢＧＭの邪魔をしない静かな声で話しかけてきたのは、すらっとした長身にグレーのスーツを着た見知らぬ男性。色白で品のいい顔立ちをしている。

　淡白にならない程度の愛想笑いを浮かべ、「ええ」と答えると、男性は「よかった」と微笑んだ。

　ほかにも席は空いている。それなのにわざわざ私の隣に座るなんてナンパ以外に考えられない。

「僕は石いし野の裕ゆうと言います。もしかして、同業かなって」

「え？」

「そのピンバッジ、僕、目がいいんですよ。向こうに座っていても光ってるのがよく見えた」

　石野さんは私の胸のピンバッジをさっと指さす。

　これを落として以来、もう身に着けるのはやめようと思っていたけれど、長嶺さんが『それは君の誇りを知らしめるものだろ？　今度は落とさないようにすればいいだけだ。ちゃんと着けたほうがいい』と言ってくれた。やっぱり身に着けていると気分が違う。

「あ……そのバッジ」

　無意識に彼の胸を見て目を瞠った。そこには、国際カスタマーアドバイザーコンテストの最高峰の賞と言われる最優秀賞の証が黄金色に輝いていた。私のビオラのデザインとは違い、ローマ神話における「信義」の女神・フィデースという女性の姿を模っている。

「初めて間近で見ました……すごい」

　このバッジは彼が優秀なコンサルタントであることを意味している。素直に感想を口にすると、私が警戒していないと取ったのか話を続けた。

「今、ここの商業施設の近くにある店で仕事してるんだ。名前、聞いてもいいかな？」

　やんわりとした声音、優しい笑顔、女性に対して手慣れている感じがして警戒しつつも、私は「花澤……芽衣、です」とたどたどしく答えた。

「花澤？　あ、もしかして二年前の新人賞の？　日本人最年少受賞者と聞いて名前だけは知ってたけど……そっか、君だったんだ。まさかこんなところでお目にかかれるとはね、乾杯してもいいかな？」

　嬉しそうに表情を明るくさせている石野さんに、私は仕方なくグラスを持つと軽くカチンと合わせる。

「これ、僕の名刺」

　高そうな革製の名刺入れから一枚抜き取ると、それを私に渡した。

　――株式会社ソアラマーケティングコンサルティング　代表取締役コンサルタント　石野裕

「五年前に独立したんだ。まだまだ小さな会社だよ。それで、君のクライアントはこの商業施設にあるのかな？　それとも別の場所で仕事した帰りに一杯ってとこ？」

「半分当たりで半分外れです」

「はは、どっちか半分当たりなのかな？　君っておもしろいね」

　別におもしろいことを言ったつもりはないのに、石野さんは楽しげだ。なんとなく気まずくてグラスに口をつけたら、胃の底に火がついたようになって小さく噎せてしまった。

「大丈夫？」

「え、ええ、すみません」

　ハンドタオルで口元を押さえて数回咳き込んでいると、石野さんが私の背中を上下にさすり、もう片方の手がカウンターに置いた私の手にそっと重なった。驚いて手を引こうとしたけれど、それを逃がすまいとばかり強く握られて振りほどけない。

「もう大丈夫です」

　だからその手を離してくださいと目で訴える。石野さんはそれを理解したのか小さく笑って身を引いた。

「実は僕の知り合いの父親がここの商業施設を建設したって聞いて、前から来てみたかったんだ。初めて来たけどいいところだね。それに君みたいな素敵な人にも出会えた。だからさっきはつい手を離したくなくて……ごめん」

　そう言いつつも、とくに悪びれた様子も見せず石野さんはにこりと笑う。最後の言葉は聞き流すとして、私は〝知り合い〟というところに反応して顔をあげた。

「石野さんは、長嶺さんのことを知ってるんですか？」

「ああ、昔のよしみだよ。ふぅん、なるほど、君が長嶺を知ってるってことは……さっきの当たりの半分は前者のほうだね」

　ようやく答えがわかって無邪気にクスクス笑っている石野さんは意外と笑顔があどけない。

　いくらなんでも私より年下ってことはないよね？

「そうです。長嶺さんはここの施設の開発運営管理部長で私のクライアントの最高責任者みたいなもので――」

「へぇ、あいつ、親の会社で今も腰を据えてるってわけか」

　石野さんの冷めたような口調に言葉が途切れる。ドキリとして彼に向き直ると、何事もなかったかのような表情で彼は私を見つめていた。

「長嶺とは昔、同じ会社で仕事をしていた同期なんだよ。あいつのほうが先に仕事を辞めたけど」

「え？　同じ会社？　じゃあ、石野さんもパリで？」

　長嶺さんのことになるとポンポン言葉が出てくる。まるで、まだ自分の知らない彼のことを探し求めているみたいだ。

「長嶺と一緒にパリで仕事をしていたのは一年だけ、コンテストで最優秀賞をとった後、独立しようと思って僕も会社を辞めたんだよ。ところで……」

　石野さんが頬杖をついて身体ごと私のほうへ向けて改まる。

「あいつがパリで仕事をしていた話を知ってるなんて意外だな。長嶺はあんまりお喋りな男じゃない。君は彼のことをよく知ってるみたいだけど？」

　まずい。墓穴を掘った。

　石野さんは長嶺さんが過去の話をしたがらないのを知っているんだ。それを私が知ってるとなると、親密な関係だと思われても仕方がない。

「長嶺さんは私の婚約者です」

　これは牽制のつもりだった。なんとなくじわじわと私の心の中へ入り込んでこようとしている気がして、私はそう答えた。すると、石野さんは驚いたように軽く目を見開いた。

「驚いたな……君、長嶺と結婚するの？」

「はい」

　そのたしかな返事に、石野さんは天井を仰いで片手で目元を覆った。そして、クツクツと笑った後、大きく息をついてから私のほうへ向き直った。

「長嶺のやつ、『俺の結婚相手は仕事だ』なんて言ってたくせに、はは、変わったな。でも、僕も君には興味がある。婚約者だったとしても、こうして話をするくらいはいいよね？」

　肩と肩が触れそうなくらいに距離を縮められ、私は咄嗟に手元が狂って目の前のマティーニをひと息で飲み干してしまった。

「次も同じのでいい？」

　石野さんに問われて、一瞬躊躇した。そろそろ帰らないと長嶺さんが心配する。

「ここは僕の奢りだ。君といると不思議と落ち着く」

「え、あの、そんなつもりは……」

「いいんだ。断られると格好つかないからね、あと一杯だけ付き合って」

　そう笑顔で言われると断り切れなくなる。お酒は弱いほうじゃないけれど、今のマティーニですでにクラクラきているというのに、否応なしに二杯目のマティーニがマスターから差し出され、石野さんがそれを私の目の前に引き寄せた。

「もっと君といろんな話をしたいな、長嶺の過去のこととか……もっと知りたいでしょ？」

　長嶺さんの過去？

　まだほかになにかあるのか、知りたいけれど今はこの場を離れたくて仕方がなかった。

　こうなったら二杯目のマティーニも一気に飲み干して早々に席を立とう。

　そう決めてグラスの細い脚を手に持つと、ぐっと呷った。

「ふふ、いい飲みっぷりだね」

　全身にアルコールが回って、頭の回転も緩慢になる。いつもならこんなことないのに。

「きっと長嶺はまだ自分のことを全部君に話してないはずだよ。それでも彼を信じて結婚するの？」

　耳元に口を寄せて石野さんの甘い香りが鼻先を掠める。

「え？」

　全部話してないって、なんのこと？

　肌を震わせる低音に背中が仰け反る。だから、一瞬なにを言われたのかよくわからなかった。

「すみません、今日はもう失礼します」

　そう言うだけで精いっぱいだった。スツールから立つとユラッと身体が揺れて、石野さんに腕を支えられる。

「気をつけてね」

　石野さんの誘惑を振り切るように、私はなにも返事をせずにルシェスを後にした。




「ただいま」

　エレベーターの中で何度も吐き気を堪えながらようやく帰宅する。リビングにはすでに会社から帰ってきて私服に着替えた長嶺さんが待っていた。

「芽衣、どうしたんだ？　かなり酔ってるみたいだが……」

　平静を装ってもつれそうな足を奮い立たせてみるけれど、長嶺さんに眉を顰められてしまった。

「すみません、遅くなってしまって、仕事が終わってから恭子さんと一緒にいたんです。その、猪瀬君のことで……」

　たった二杯だったけど、マティーニを一気に飲んだせいで悪酔いしているのがわかる。少しでも早く酔いを醒ましたくてジャケットを脱ぐと、コップに水を注いでぐっと飲み干した。

「ちょっといつもより飲みすぎちゃったみたいです。だいじょ――」

「本当に今まで佐伯と一緒にいたのか？」

　乾いた笑いを浮かべる私と打って変わって、長嶺さんはどことなく険しい顔つきでじっと私を見据えていた。その視線は、まるで見透かされているようで思わず言葉に詰まる。

「なぜ嘘をつく？」

「嘘なんかじゃ――」

　長嶺さんはフローリングに落ちているなにかを拾い上げ、それに目を落とすとますます顔を曇らせた。

「だったらこの名刺はなんだ？」

　名刺……っ!?

　先ほどジャケットを脱いだときに落ちたのだろう。なぜバッグにしまわず、ポケットになんか入れておいたのだろうかと今更後悔する。

「この男と会ってたのか？　どうして……」

「ち、違うんです！　仕事が終わって恭子さんと会っていたのは本当です。けど、そのあとひとりで飲んでたら、偶然声をかけられて……きゃっ！」

　ダン！と音を立ててものすごい勢いで壁に押し付けられる。その衝撃で体内のアルコールが刺激されて眩暈がした。

「結婚するからといって君の自由を奪う気はない。けど、別の男とふたりきりだなんて、しかもこんな男と……」

　迂闊だった。本当に気が緩んでいた。長嶺さんに名刺を見られたことではなく、私は結婚するのだ。目の前の人と。それなのに、彼の気持ちを考えたら……。

「ごめんなさい」

　長嶺さん、すごく怒ってる。

　素面しらふだったらもっとうまく説明できたのに。石野さんのことは隠すつもりはなかったけど、結局長嶺さんに誤解されてしまった。

「同業の人だったから少し話をしただけで……でも、なにもやましいことは一切ありません」

　信じて欲しい一心で目を逸らさず、震える声でそう訴えると壁に繋ぎ止められていた腕がゆっくりと解放された。

「俺は、芽衣にあの男を近づけたくない」

　詰めていた息を吐き出すように長嶺さんが言い放つ。

「恭子さんのこともそんなふうに言ってましたよね？　近づけたくないって……どうして――あ、んっ」

　黙れ、と言わんばかりに噛みつくように唇を塞がれる。

「や、ながみ――」

「君は俺のものだ。誰にも渡したくない。できるなら、部屋に閉じ込めておきたいくらい」

　ブラウスのボタンの合間から熱い手を入れられた瞬間、ブチンとボタンが弾けた。胸元が大きく開かれ、膨らみをまさぐられる。

　長嶺さんの荒々しい吐息に肌が粟立ち、そしてタイトスカートを一気に捲し上げられると、ぎゅっと彼の腕にしがみついて唇を噛んだ。すると。

「っ……すまない、乱暴にしたりして、俺はなんてことを――」

　短く息を呑んで長嶺さんはピタリと動きを止めた。恐る恐る彼を見上げると、ようやく正気に戻ったかのように彼の眦まなじりは下がり、悲痛な面持ちで私を見下ろしていた。

「頭を冷やしてくる」

「あ、長嶺さん！　待っ……」

　乱れた胸元を整えることも忘れ、長嶺さんを呼び止めるも、彼は振り向きもせずに部屋から出て行ってしまった。










第八章　破かれた婚姻届




「よし！　このパティスリー・ハナザワのプロジェクトもそろそろ終わりに近づいてきたな。売り上げも順調に伸びてきたし、クリスマスのイベントで盛り上げれば上々だろ……って花澤、お前どうしたその顔？」

　翌朝、加賀美さんの明るい声でもっても吹き飛ばすことができないくらい、心はどんよりと曇っていた。そんな私の顔を怪訝に加賀美さんは覗き込んでくる。

「いえ、なんでもありません」

「なんでもないって感じじゃなさそうだけどなぁ、そんな顔じゃ説得力ないぜ？」

　昨夜、『頭を冷やしてくる』と言って出て行ったまま、長嶺さんは今朝になっても帰ってこなかった。いつも起きるとリビングに用意されていた朝食はなく、トーストを一枚かじりながら目を滲ませた。

　あんなに酔っていたというのに、長嶺さんとのことがあったおかげですっかり酔いは醒めてしまい、眠ることもできずに今までで一番、最悪な朝を迎えた。

　はぁ、やっぱり私すごい顔してるよね。

　目の下にはうっすらではなく、くっきりとしたクマ。泣きはらしたせいで目は腫れぼったいし、顔もむくんでいる。なんとかメイクでごまかしたつもりだったけれど、加賀美さんに気づかれてしまった。

「あの、加賀美さん、私……実は結婚することになったんです」

「は？　はぁぁ!?」

　いつまでも人の顔をジロジロ見ている加賀美さんに、昨夜なにがあったか聞かれたくなくて、私は結婚の話を口にした。すると案の定、加賀美さんはあんぐり口を開けたまま素っ頓狂な声を出して驚いた。

「お前、それはちゃんとした三次元の人間の男なんだろうな？」

「ぷっ、なんですかそれ、ちゃんとした人ですよ。だって相手は長嶺さんですから」

　怪しむような視線を向けられ、私は思わず噴き出してにこりと笑う。

「な、長嶺？　えっ、ええ!?」

　いい加減うるさいといった周りの社員の冷めた視線にも気づかずに加賀美さんはさらに大きな声で驚いた。

「そんな話聞いてないぞ。そういうことは早く言ってくれ。なんせお前は俺の可愛い妹みたいなもんだし、けど、相手が長嶺なら安心して任せられるな」

　うんうん、と腕を組みながらひとりうなずいて加賀美さんはしみじみとした表情を浮かべた。

「長嶺さんがパリの研修で一緒だった十年来の仲だって言ってましたよ、加賀美さんこそなんで教えてくれなかったんですか？」

「え？　俺、言ってなかったっけ？」

「もう、聞いてませんよ」

　加賀美さんがそうやってすっとぼけるのはいつものことだ。

　私は加賀美さんとの話を終わらせ、仕事用の顔を作ってデスクに向かう。そして、マウスに手を載せようとしたとき、背後で加賀美さんがボソッと小さく独り言を呟いた。

「そっか、花澤が結婚するって言うんじゃ、この件はどうするかな」

　この件？

　パティスリー・ハナザワのプロジェクトは終わりに近づいている。また新しい仕事のことだろうかと、私は気にするのをやめて仕事にとりかかった。




　時刻は二十時。

　仕事をしている間だけは長嶺さんとのことを忘れられた。けれど、考える余裕ができた途端、昨夜の長嶺さんとのやり取りが頭にちらついた。

　あんなふうに怒らせるつもりはなかったのに、長嶺さんの切なげでやりきれないような表情が私の胸を抉った。

　私は今、パティスリー・ハナザワに向かって夜の銀座を歩いている。

　十二月に入り、街並みはすっかりクリスマスモードだ。綺麗に飾りつけされたクリスマスツリーや煌びやかなＬＥＤのイルミネーションを見ていると、ほんの少し気持ちが落ち着いた。

　バッグの中の婚姻届に、あとは恭子さんのサインをもらうだけとなっていた。そして、週明けにでも長嶺さんとふたりで区役所に行くことになっている。

　恭子さんに保証人のサインを今日もらって、それから長嶺さんに石野さんとふたりで飲んだことをもう一度謝って、ちゃんと話せば大丈夫。

　気持ちを前向きにして、嫌なことは考えないようにしよう。そうだ！　お店でケーキを買って帰ろうかな。

　おそらく、パティスリー・ハナザワとの契約も今年いっぱいで満了になるはずだ。そのことも恭子さんと話をしなくてはならない。店が立ち直ったその後のフォローは、コンサルタントとして欠かせない仕上げの仕事だ。

「あ、花澤さん、いらっしゃいませ」

　お店に行くといつものように笑顔で販売員に出迎えられる。見ると、まだ冷蔵ショーケースの中にはいくつかケーキが残っていた。

　よかった！　長嶺さんの好きなショートケーキがまだある。

「こんばんは。あの、ショートケーキふたつください」

「ありがとうございます。あの恭子さんに会われます？　事務所にいますよ」

　恭子さんいますか？と尋ねる前に先回りした答えが返ってきて、私はお礼を言うとケーキを詰めた箱を受け取り事務所へ向かった。

　あれ？　事務所にいるの、恭子さんだけじゃないのかな？

　薄暗い通路を歩いていると、事務所から誰かの話し声が聞こえてきてドアの前でふと足を止めた。

「おい、泣くなって」

　この声は、長嶺さん？

　恭子さんと一緒にいるのが長嶺さんだなんて意外だった。しかもこんな時間帯に。

「これが……これが泣かずにいられるもんですか！　どうして？　結婚するなんて言ってなかったじゃない」

　え？

　涙声で感情的になっているのは恭子さんだ。私はドアを開けることができず、通路に立ち止まったまま固まる。

「彼女とそんな関係になってたなんて知らなかった！　父親に勧められたからって、私たちの関係ってそんなに脆かった？　うっ……うぅ、もうわからないわ」

「もう決まったことだ。仕方ないだろ」

　泣き崩れている恭子さんの背中を優しくさすりながら長嶺さんが宥めている。そんな光景を想像したら、全身が凍りついたようになる。

「私たち、あんなに愛し合っていたというのに……いきなり結婚するなんて言われても、納得できない！」

「付き合うことはできても結婚は無理だろ。お前とは縁がなかった。それだけだ」

　冷静な口調で長嶺さんがそう言うと、恭子さんは嗚咽を漏らしながら泣き出した。

　どういう、こと？　愛し合ってた？

　世界から私だけが排除されて時が止まったような感覚がする。ケーキの入った箱を落とさないよう、理性と共に箱の取っ手をぐっと指に食い込ませる。

「芽衣の保証人になるんだろ？　週明けに届けを出す予定なんだ。頼んだぞ」

「わかってるわよ……ほんと冬也ったら、こんなときに無慈悲な男ね」

　ふたりの会話が途切れ、長嶺さんが事務所から出てくる気配を感じて私は咄嗟に更衣室へ転がり込んだ。電気の点いていないそこは幸い誰もいなかった。

　そ、っか、そうだったんだ。

　ずるずると背中を押し付けたまま壁を伝って、私はその場にへたりこんだ。

『恭子さんに彼氏はいないんですか？』

『ええ、いるわよ。すっごく素敵な人でね、できることなら結婚したいって思ってるくらい』

　そんなふうにはにかみながら、嬉しそうに話す恭子さんの姿を思い出した。

　私、どうして今まで気づかなかったんだろう……馬鹿だよね、鈍感にもほどがある。

　思わず口に出して自分を罵りそうになり、震える片手で口元を押さえた。

　恭子さんの彼氏って、長嶺さんのことだったの？

　長嶺さんが私と結婚したいって言ったのは、恭子さんへの想いを断ち切るためだったんだ。

　長嶺さんが本来結婚したかった相手は、恭子さんだったに違いない。

　賭けに負けたからって、いきなり「結婚してくれ」だなんて言ってきた理由が今わかった気がした。

　それに、長嶺さんと結婚すると聞いたときの恭子さんの表情が浮かない感じだったのは、張り裂けそうな想いにじっと耐えていたからだ。それなのに、のうのうと恭子さんに保証人をお願いしようとしていた自分が腹だたしかった。

　恭子さんが自ら保証人になると買って出てくれたのは、彼女なりの覚悟だったのかもしれない。

　最低だ、私。

　私の存在があることで、ふたりを引き裂いたのだ。ふたりの事情を知ってさえいれば、初めから賭けは私の勝ちだった。結婚するなんて言わなければよかったと、後悔しても後の祭りだ。

　とにかく、ここを出よう。

　閉店して灯りの消える商業棟に追い出されるように、私はケーキの箱を手に持ったまま沈んだ足取りで家に戻った。




「すまない、芽衣。週明けに急な海外出張が入った。婚姻届、少しだけ提出を待ってくれないか？」

　翌日、長嶺さんにそう言われて私は心底ホッとした。本当なら、今すぐにでも「やっぱり結婚はできません」と言うべきなのはわかっている。

　長嶺さんは石野さんの名刺を見たあの夜からどことなくぎこちなくて、私に乱暴をしたとひたすら謝っていた。謝らなければならないのは私のほうなのに。

「大丈夫ですよ。それに、まだ恭子さんからサインいただいてませんし」

　出張前に余計な波風を立てたくなくて、私は平静を装った。

「え？　まだなのか？　なるべく急ぐように俺からも頼んでおくよ」

　そう言って長嶺さんは私を引き寄せると額にキスを落とした。いつもならこんな挨拶のようなキスにさえ胸をときめかせていたけれど、こんなに冷たく感じたのは初めてだった。

　長嶺さんの海外出張は一週間。行先はアラブ首長国連邦最大の都市であるドバイ。観光業が盛んで巨大商業施設や大型プロジェクトが動く都市へ視察のためだ。

　そしてあっという間にその日が来て、旅立っていった。

　マンションの部屋は元々広かったけれど、長嶺さんのいない空間はさらに広く感じる。

　部屋に差し込んだ優しい日差しだけが、今の私を抱きしめてくれた。

　はぁ、こんな気持ちで結婚なんてできないよ。

　やっぱり私は長嶺さんと恭子さんの仲を引き裂くなんてできない。

　私はバッグの中から婚姻届を取り出して目を落とした。〝妻となる人〟の欄には本来〝佐伯恭子〟と記入されるはずだった。

　抑えようとすればするほど長嶺さんへの想いが溢れてくる。

　初めは好きになんてならないと心に決めていたはずなのに、次第に彼に惹かれていった。毎日が楽しくて、彼の笑顔が優しくて、けれど愛し合っていたと思っていたのは私だけだった。それを知った今、悲しくて今にも涙がこぼれそうになる。

　長嶺さん、好きです。私、本当に愛してました。

　私は短く息を呑んで一気にそれを縦に引き裂いた。無心で何度も何度も気が済むまで破き続ける。次第に視界が滲んで瞬きすると、ゴミ箱の中には婚姻届の残骸が山をなしていた。










第九章　長嶺の苦い思い出




「花澤？　おーい、花澤」

「えっ、あ、はい」

　背筋を伸ばしてハッと我に返れば、ここは会社のオフィスで隣には訝しげに眉を顰めてじっと私を覗き込む加賀美さんの姿。今朝、婚姻届を破いて捨てたことを思い出していたら、頭がトリップしていたようだ。

「お前、今日一日変だぞ？　ってか、ここ最近ずっと変だな。俺の今の話、ちゃんと聞いてたか？」

「……すみません」

　加賀美さんがなにか話していたけれど、途中で内容が飛んでいる。

　こんなことじゃだめだね、しっかりしなきゃ。

「あの、話を続けてくれませんか？」

「だからさ、パティスリー・ハナザワのプロジェクト、契約満了ってことで佐伯店長から話がきてる。長嶺部長からも承認済みだ」

「そうですか」

　今年いっぱいまでと思っていたけれど、案外引き上げは早かったようだ。パティスリー・ハナザワは現在、新しいパティシエが数人採用されて、売り上げ共々滞りなく順調にいっている。

　それに、恭子さんという店長がいる店なら、またいつ何時困難に見舞われようともきっと乗り越えていける。そう思うと、あらためてプロジェクトが成功したのだと実感できた。

「それでだ、婚約中のお前にこんな話をするのは……と思ったんだが」

　加賀美さんが人差し指と親指で顎を何度も撫でながら、渋い顔で言葉を濁した。

「お前にまたパリ支店への転勤辞令が出ている。年明け早々な。期間は一年だ」

　パリに転勤？

『そっか、花澤が結婚するって言うんじゃ、この件はどうするかな』

　以前、加賀美さんが独り言のように呟いていたあの言葉、この件というのはパリへの転勤のことだったのだ。

「以前の職場だから勝手もわかってるだろ。親父さんの店を立て直す目的も果たせたしな。今回のミッションは業務体制の見直しらしい、是非お前にって向こうの支店長が泣きついてる。よっぽどお前が抜けた穴は大きかったみたいだな」

　加賀美さんは頭を掻きながら。うーんと低く唸った。

「けど、新婚早々旦那から引き離すほど俺も鬼じゃない。事情が事情だし、もう一度上に掛け合ってみるか」

「私でよければ行きます」

「え？」

　まさか、私の口からそんな言葉が出てくるなんて思っていなかったのだろう。加賀美さんは目を瞬かせて目を丸くした。

「だってお前、結婚するんだろ？　あのな、それを知っててパリに行かせたら長嶺に殺される」

「ふふ、違うんですよ。その、結婚の話……白紙になったので」

　力なく笑うと、加賀美さんは神妙な面持ちでじっと私を見据えた。

「まぁ、なにがあったか知らないが……この件はまだ急いでないから焦って答えを出す必要もない。今週いっぱいじっくり考えて、それでも気持ちが変わってなかったらまた教えてくれ。ちゃんと長嶺にも相談しろよ？」

「わかりました」

　――ねぇ、それって長嶺さんから逃げようとしてるだけでしょ？

　心の中でもうひとりの私が囁く。

　違う。違う……。逃げようとしてなんかない、だって、これは仕事じゃない。転勤を機に私は長嶺さんと恭子さんの前から消えたほうがいい。

　心で囁く自分自身に首を振って否定すると、私はデスクに向かって仕事に向き合うことにした。

　長嶺さんは明日、出張を終えて帰ってくる。

　毎日のように連絡をくれて、『早く会いたい』『愛してる』と長嶺さんは甘い言葉を何度も電話越しに囁いた。本当はそんなふうに思ってない、その言葉を向けられるべきなのは恭子さんなのに、長嶺さんは自分の気持ちを偽っている。

　そう思うと、切なくてやりきれなかった。




　はぁ、終わった。

　パソコンの電源を落とし、壁に掛けられた時計を見るとすでに二十時を過ぎていた。

　部屋、片付けなきゃ。

　私は、長嶺さんが出張から帰ってくる前にマンションを出て行くつもりだった。

　彼の作った料理を一緒に食べた部屋、笑いながら映画鑑賞をした部屋、熱い身体を重ね合った部屋……すでにたくさんの想い出が詰まった場所にいつまでもいられない。切なくて悲しくて息が詰まりそうだった。

　デスクの上を綺麗にしてからオフィスを後にする。

　会社を出ると乾燥した冷たい空気が頬を撫で、唇から漏れる息は白い。

　さむっ。

　ぎゅっとマフラーを首元に引き寄せたそのときだった。

「花澤さん、お疲れさま。ああ、やっと出てきた」

　明るく声をかけられて顔をあげると、満面の笑みで手を振る石野さんが目の前に立っていた。

「え？　どうして私の会社が……」

　彼に名刺を渡した覚えはない。石野さんに会った夜は酔っていたけれどちゃんと記憶はある。

「ネットワークだよ。君のこと、ずっと気になってたんだ。だから、ちょっと調べちゃった」

「そうですか」

　父は名の知れたパティシエだし、私もコンテスト受賞者だ。名前を検索すれば勤務先くらいわかってしまう。

　私はとくに驚くことなく無表情で微笑む石野さんの視線から目を逸らした。

「実は今夜、ひと足早いクリスマスパーティーをやるんだ。どうしても君を誘いたくて迎えにきた」

「クリスマスパーティー？」

　今はそんなパーティーで楽しむ気分になれない。それに元々大勢が集まって騒ぐ場所は苦手だ。

　丁重にお断りしようと口を開くと「あっ、そうだ！」と石野さんが私の言葉を遮った。

「長嶺のパリ時代の後輩君たちも来てるよ。君のこと紹介させてほしいな、たぶん、いろんな話が聞けると思うけど？」

　意味ありげに言って石野さんがわざとらしく私の顔色を窺う。長嶺さんを口実に私を釣ろうとしているのはあきらかだ。そんな誘惑に惑わされてはいけない。

『きっと長嶺はまだ自分のことを全部君に話してないはずだよ。それでも彼を信じて結婚するの？』

　懸命に自身を律しようとしているときに限って、以前、石野さんが言っていた囁きが心に揺さぶりをかけてきた。けれど、ここで「もう長嶺さんとは結婚もしないし、関係ありません」なんて言えば、「それなら堂々と君を誘えるわけだ」と言われかねない。

「秘書に車を待たせてあるんだ。今は乗り気じゃなくてもその場に行けば気分が変わるかもしれないよ？　さ、行こう」

「え？　あ、ちょ――」

　無理やり手を掴まれてぐっと引き寄せられると、私は否応なしに路肩に停車していた車の後部座席に押し込まれた。そのとき。

「芽衣！」

　遠くで聞き覚えのある声に名前を呼ばれた気がして勢いよく顔をあげた。

　今の声、長嶺さん？　まさか……だって、彼がドバイから帰ってくるのは明日のはず。

　聞こえるはずのない声だ。だからきっと気のせいに違いない。そう思い直していると石野さんが私の隣に乗り込んできて荒々しくドアを閉めた。

「早く出せ」

「はい」

　今までの柔らかい口調とは違い、ゾクッとするような冷たい低い声で石野さんが言うと、一寸も眉を動かさず鉄壁のような男性秘書がアクセルを踏んだ。

「ちっ、今の見られたか？」

「おそらく。しかし、行き先まではわからないかと」

　石野さんは不機嫌そうに鼻をならし、ふぅと深く息づいてから両腕を広げ、足を組んだ。

　今のって、やっぱり気のせいじゃなかったの？

　石野さんはポケットから煙草を取り出すと、慣れた手つきで火を点ける。

「あ、ごめん、もしかして煙草苦手？　匂いついちゃうよね？」

　そう思うなら吸わなきゃいいのに。

　バーで初めて会ったときに煙草を吸わなかったのは、印象を悪くしないためだったという計算が窺えて背筋がスッと冷えた。

「あの、さっき誰かに名前を呼ばれた気がしたんですけど……」

「え？　誰に？　うーん、君の名前を呼んだ人なんかいなかったけどなぁ」

　嘘。だって、舌打ちして「今の見られたか？」って秘書に聞いてたじゃない。

　ここで騒ぎ立てても仕方がない。

　とぼける石野さんにこれ以上話しかけるのはやめて、私はどこへ行くともわからない車の中、じっと息を潜めて流れる夜景を無心で見つめた。




　石野さんに連れてこられたのは六ろっ本ぽん木ぎにある富裕層をターゲットとしたエグゼクティブ会員制クラブだった。

　パーティーやイベント、異業種交流会など、シーンに合わせてサービスを提供するサロンで、仕事が終わったままの格好で来られるような場所じゃない。

「すみません、やっぱり私こんな格好だし、帰ります。会員でもないので」

　車から降りてクラブへ入ろうとする石野さんを引き留める。すると彼はさっと私の肩を抱いた。

「大丈夫、君みたいに仕事終わりで来てる連中なんてたくさんいるし、会員じゃなくても僕が会員だからいいんだ。さ、こっち」

　バロック建築にも似たエキゾチックな建物へ入るよう促される。

　わ、すごい。

　まるでそこはおとぎ話に出てくるような立派な内装だった。彫刻や調度品の装飾は趣があって、まるでイタリアにいるような気分になれた。

　今回のクリスマスパーティーは石野さんが主催しているようで、案内された大部屋には五十人ほどの人がすでにほろ酔いで歓談に花を咲かせていた。落ち着いた大人っぽい雰囲気を演出するためか、ほどよく落とされた照明のせいで薄暗い足元がおぼつかない。

　綺麗なパーティードレスに身を包んだ女性たちが石野さんに気づいてにこやかに笑う。そしてその横にいる私を見てコソコソとなにか囁き合っていた。ここに集まっている人たちは二十代から三十代の比較的若い年齢層で、全員石野さんの顔見知りだという。

　やだな……こういうの、すごく苦手。

「花澤さん、こっち座って」

　コの字型をした真っ赤なスウェード地のソファに通される。そこには五人の男女が座っていて、彼らは一斉に私を見た。

「紹介するよ、こちらは花澤芽衣さん。あのパティシエの巨匠、花澤翔一氏の娘さんだ。長嶺の婚約者でもあるんだよ。みんな失礼のないようにね」

　そう紹介されると、ソファに座っている全員が好奇の目を向けてきた。

「ここにいる連中はみんな長嶺のこと知ってるよ」

　耳障りなＢＧＭを理由に石野さんが私の耳に口を寄せて囁く。緊張で冷たくなったつま先には感覚がない。足の裏から大理石の床の冷たさがじわじわと伝わって全身を蝕むしばんでいくようだ。

「えっ、長嶺先輩の？　本当に？　どうやって知り合ったんですか？」

　ソファの中央に座るように促され石野さんと座ると、早速隣の若い男性に話しかけられた。

「どう、と言われても……」

　長嶺先輩？　ってことはこの人、長嶺さんの後輩だった人？

　居心地が悪い。早く帰りたい。けれど、ここにいる人たちが長嶺さんとどんな繋がりを持っているのか知りたい。そんなジレンマに頭を悩ませていると、目の前に赤ワインが注がれたグラスを差し出される。

「あんなふうにマティーニを一気に飲むくらいなんだから、君、実は結構いける口なんだろ？　このワインはヴィンテージものでね、君に飲んでもらいたかったんだ」

　深みのある赤い色、きっとワイン好きならひと口飲んだだけで美味しい代物に違いない。けれど、私はワインが苦手だった。

「もう、石野さん、僕が花澤さんと話してるんだから邪魔しないでくださいよー。あ、僕、前まえ崎さきと申します。飲食系のコンサルタントです」

　ごく自然に栗色のカラーを入れた髪色にまだ学生なのではと思わせる童顔で、前崎さんは私にあどけない笑顔を向けた。そしてすでに酔っているのか、呂律も怪しく真っ赤な顔で石野さんに絡んでいる。

「あの、前崎さんは長嶺さんの後輩なんですか？」

　長嶺さんとの関係が気になって尋ねてみると、前崎さんがパッと顔をあげた。

「はい。十年前にパリの会社でお世話になってた先輩です。久しぶりに長嶺先輩の名前を聞いて嬉しくなっちゃって。僕、ずっと先輩には謝らなきゃいけないと――」

「前崎、黙ってろ」

　石野さんの鋭い声音に、いけないことを口にしたと前崎さんは口元に手を添えて口を噤んだ。

「謝らなきゃならない？　長嶺さんにですか？」

　石野さんにかまわず私は前崎さんの顔を横から覗き込む。すると、彼が遠慮がちにぽつぽつと話しだした。

「はい。長嶺先輩、自分の親の会社に入らなくちゃいけなくなって……だから、今まで抱えていたプロジェクトの引継ぎを任されたんですよ、けど――」

「こいつがしくじって、店を一件潰したんだよ。君のお父さんがパリで出した店をね」

　抑揚のない声で石野さんが前崎さんの言葉を先回りすると前崎さんが頭を抱え、はぁぁとため息をついて肩を落とした。

「ったく、今こんな話する必要ないだろ？　酒がマズくなる。ごめんね、花澤さん、傷ついたよね？　この話はもっと別の場所であらためてしたかったんだけど」

　石野さんがさりげなく私の肩を抱く。

「長嶺先輩から信頼されて任されたのに、僕がいけなかったんです。それに、あなたが花澤さんの娘さんだって聞いて……長嶺先輩だけじゃなくて、あなたにも謝らなきゃって、うっ」

　お酒のせいもあるのか、今まで上機嫌だった前崎さんが小さく嗚咽をこぼし始めた。

　そういえばお父さんがパリで出した店、長嶺さんがコンサルタントとして担当した二年後に閉店したって長嶺さんが言ってたよね？　その原因が前崎さんなの？

「全部、長嶺のせいだよ。あいつが全部悪いんだ」

　温度のない声、それに微かな怒りのようなものが混じった口調で石野さんがぼそりと呟くと、睨みつけるようにグラスをじっと見つめた。

「長嶺さんが悪いって、どういうことですか？」

「長嶺は今まで俺たちとパリで実績を積んできたのに、後輩に自分の仕事を押し付けて父親の会社に入るために勝手に帰国したんだ」

　眉間に皺を寄せ、そのときのことを思い出しているのか石野さんは忌々しそうに表情を歪めた。

　なぜ、父がパリで開いた店が二年で潰れてしまったのか気にはなっていた。閉店に追い込まれたのには、そういう理由があったのだ。

「だから、花澤さんがあんないい加減な男と一緒になるって聞いて驚いた。君は魅力的な人だから、僕が全力で目を覚まさせる必要がある。そのために僕たちは出会ったんだ」

　石野さんがいやらしく私の太腿を撫であげる。そして「君もそう思うよね？」と耳元で色っぽく囁かれ、吐息がかかって肩が跳ねる。

　全力で目を覚まさせる必要ってなに？　勝手なこと言わないでよ。

　私が視線を泳がせた隙に、石野さんが私の肩を引き寄せて掠めるように頬にキスをした。

「ッ……な、なにす――」

　反射的に身体を捩ったそのときだった。大きな人影が視界を覆い、スッと目の前が暗くなる。

「その手を離せ」

　頭の上から低い声がして恐る恐る目を向けると、形のいい眉を顰め、唇を結んでいる長嶺さんが冷えきった目で石野さんを見下ろしていた。

「長嶺さん!?」

　彼は私に答えることなく無言だった。

　え？　どうして長嶺さんがここにいるの？　もしかして、さっき私の名前を呼んだ声は、空耳じゃなかった？

　こんなに怒りを露わにした彼を見たのは猪瀬君のとき以来だけれど、今はそれ以上に激怒しているように見える。長嶺さんの静かな怒気は、その場の全員を凍りつかせていた。

　石野さんは長嶺さんの不意打ちに表情さえ作れず私の肩を抱いたまま目を見開いている。

「その手を離せと言っている。耳が遠くなったのか？　俺よりまだ若いだろ？」

「よくここがわかったな。招待した覚えはないんだけどな」

　石野さんは動揺を隠すように前髪を掻き上げうしろへ撫でつける。そして不敵に口の端を吊り上げた。

「招待する客はちゃんと選ぶんだな」

　長嶺さんが『石野氏、六本木のクリパで女といちゃつきまくり！』とパーティーに来ている誰かが呟いたであろうＳＮＳの画面を印籠のように見せつけると、石野さんはおもしろくなさそうに小さく舌打ちをした。

　おそらく画像の背景でこの場所が特定できたのだろう。石野さんから肩を抱かれているそれを見て、カッと私の頬に熱が集まる。

「それに、俺もこのサロンのＶＩＰ会員なんだ。招待されてなくても出入りくらいは自由にできる」

「ふん、なるほど。ああ、そうそう、ちょうど今お前のパリ時代の話で盛り上がってたんだよ。花澤さんの店を潰したのはお前だってね」

　一瞬、長嶺さんの顔色が変わった。けれどすぐに元の表情に戻り、きつく唇を結んだ。

「それで彼女傷ついちゃってさ、僕が慰めてるところだったんだ」

「なっ!?」

　危うく叫びそうになって私は咄嗟に喉を絞った。

「違います。別に慰めてもらってるつもりもないし、傷ついてなんかいません。いい加減なこと言わないでください」

　いつまでも肩を抱かれていることに気がついて、私はさっと石野さんの手を振り払った。

　そして、腰を浮かせて長嶺さんのところへ行こうとしたとき、うしろからぐっと腕を掴まれて再びソファへ引き戻された。

「石野、俺が冷静なうちに彼女を返せ」

「お前はずるいよ、いつだってそうだ。花澤氏の店が潰れたのはお前の人選ミスだ。どうしてそれを彼女に隠してた？　嫌われるのが怖かったか？」

　石野さんの挑発に長嶺さんは拳を握りしめ、表情をますます硬くした。これでは過去の傷口に塩をぬっているようなものだ。長嶺さんの苦しそうな顔を見ていられなくなる。

「長嶺、彼女を返してほしかったら、そうだな……今、僕の目の前で跪ひざまずけよ。お前のプライドとやらを捨てれば簡単だろ？」

「石野さん、ちょっとなに言って――」

「お前は黙ってそこで見てろ。傑作じゃないか、あの長嶺が跪くところなんてそう見られるもんじゃない」

　横から口を挟む前崎さんを鋭く制し、石野さんがクツクツと笑みを浮かべると前崎さんはもうそれ以上なにも言えなくなって口を噤んだ。

　人前で跪くなんてこれ以上の屈辱はない。石野さんはただ悪いた戯ずらに長嶺さんのプライドをずたずたにしたいだけだ。

　けれど、長嶺さんは肩で大きく息をつくと拒否の言葉もなく、スッと石野さんの目の前に片膝をついた。

「石野さん、こんなこと……もうやめて」

　次はなにをさせる気なのかと思うと指先の震えが止まらなくなる。石野さんは目の前に難なく言う通りにした長嶺さんを意外そうな目で見た後、声を立てて笑いだした。そんな石野さんを長嶺さんは鋭く睨みつける。

「まるで王様気取りだな、これで満足か？　こんなことで俺を服従させたつもりか？」

「こいつ！」

　長嶺さんの言葉が引き金となり、石野さんは荒々しくローテーブルの上のワインボトルをひったくると、ヴィンテージものだと自慢していたそれを長嶺さんの頭からドボドボとひっかけた。

「石野さんっ！」

　咄嗟に私はボトルを奪おうとした。けれど中身は全部長嶺さんの頭に注がれ、もう用済みとばかりに床に転がされた。

「ふふ、なかなかいい男になったじゃないか。無様だな」

　そんなふうに罵られようと、長嶺さんはただじっと黙ってワインが滴る前髪を煩わしそうにうしろへ掻き上げた。

「大体俺は、お前が昔から気に入らなかったんだよ。コンテストで最優秀賞に選ばれておきながらそれを放棄して、繰り上げで受賞した俺はずっとなんて言われ続けてきたと思う？」

　え？　今、なんて？

　長嶺さんと打って変わって冷静さを失った石野さんが思いも寄らないことを口にして、私は目を瞬かせた。

　長嶺さんがコンテストの最優秀賞に？　放棄ってどういうこと？

「花澤さん、ついでにいいこと教えてあげるよ。俺がつけてるこのピンバッジ、本当は長嶺の物だったんだよ。けど、コンサルタントを辞めて父親の会社に入るからって、前途のある未来のコンサルタントにって、受賞を放棄したんだ」

　吐き捨てるように言うと、ぐっと長嶺さんのワインで染みたネクタイを鷲掴みにして引き寄せ、至近距離で睨みつけた。

「はっ、どんだけ偽善者ぶってるんだ。そのおかげで、俺はお前といつもいつも周りから比べられた。『本当は長嶺さんの物なのに』『長嶺さんのほうが相応しかった』ってね！」

「昔のことを今ここで言い争う気はない。ただこれだけは言っておく、彼女を守るためなら、プライドだろうがなんだろうがクソ喰らえだ。お前の侮辱には屈しない」

　ネクタイを掴む石野さんの手を汚らわしい物を払うように叩くと、長嶺さんは乱れた胸元を整えた。

「くそっ、お前なんか……っ!?」

「やめてっ！」

　怒りに任せて次なる暴挙に出る前に、私は水の入ったグラスをテーブルから掴むと、なんの躊躇もなく石野さんの頭にぶちまけていた。その様子に、ソファに座っている全員が口を開けて固まる。

「石野さん、少々飲みすぎのようですね。頭をよく冷やして冷静になってください」

　頭から水をかけられたことを理解できないでいる石野さんは、放心したまま目を見開いて止まっている。おそらく今まで女性からこんな仕打ちを受けたことなど一度もなかったのだろう。

　私の突拍子もない行動に長嶺さんはしばらく驚いてから、クッと喉の奥で笑った。水をひっかけられて呆然としている石野さんの姿が滑稽すぎて堪えきれなかったのか、口元に拳を当てて身を震わせている。

「芽衣、行くぞ」

　差し伸べられたその手を今度こそ掴む。そして、力強く引き寄せられ、私は長嶺さんと逃げるように部屋を出た。そのとき。

「長嶺先輩！」

　廊下を足早に歩いていると、背後から長嶺さんを呼び止める声がした。それは石野さんではなく、私たちの後を追ってきた前崎さんだった。なにかを言いたげな様子で、その表情は複雑な色を浮かべていた。

「あの……せんぱ」

「お前のせいじゃない。あのこと、ずっと自分のせいだって思ってたんだろ？」

「え？」

　言わなくてもわかる、というように長嶺さんがゆっくりと首を振る。

「ずっとお前にそう言いたかったんだ。つらい思いをさせてすまなかった」

　目を丸くしていた前崎さんの顔が泣きそうに歪み、次にパッと顔を明るくさせて陽気な笑顔を向けた。

「石野さんの後のことは僕に任せて早く行ってください。ゴリラみたいに怒って追いかけてくるかもしれませんから」

　前崎さんはそれだけ言うと、ぺこりと頭を下げて早々に部屋へ戻っていった。

「あ、あの……」

「はぁ、本当は今すぐにでも君を抱きしめたいが、この成りじゃ――っ」

　困ったように笑う長嶺さんを見ていたら、私はたまらなくなってワインで濡れるのもかまわずぎゅっと彼に抱き着いた。

　こんなふうに抱きしめる資格なんてないのに。

「ここのサロンにはＶＩＰ専用でホテルがあるんだ。部屋を押さえてある。君にはいろいろと話してもらわないといけないことが山のようにあるからな」

　長嶺さんは柔らかく微笑んで子どもを宥めるように私の頭をひと撫でした後、スッと真顔になる。

「……はい」

　その温かな手を頭に感じながら小さくうなずいて、私は斜めに視線を落とした。










終章　病めるときも、健やかなるときも




「な、長嶺さ……んっ」

　部屋へ着くなり、いきなり壁に押し付けられて強引に唇を奪われる。長嶺さんから漂うワインの香りのせいか、それとも性急に求められていることになのか、考える間もなくクラクラと酔いが回ってきそうだ。

「さっき石野にキスされてただろ？」

　すでに上がった息を弾ませながら責めるように問われる。長嶺さんの瞳には深い嫉妬の色が滲んでいた。

「見てたんですね……」

「当たり前だ。一気に頭に血が上ったよ。殺意を抱くくらいにな。嫉妬で気が狂いそうだ」

　あれは不意打ちですと口を開きかけた瞬間、そんな言い訳も許さないと言わんばかりに唇を貪られる。噛みつくような荒々しいキスに翻弄されて、身体から余計な力が抜けていく。

　あっという間に服を脱がされ、身体を絡ませながらシャワールームへ転がり込むと、余計に互いの息づかいが反響して羞恥を煽られた。

「どこにキスされた？　今すぐ全部洗い流す」

　シャワーヘッドに手を掛け、勢いよくお湯を出すと長嶺さんは丹念に私の顔を洗いだした。

「メイクが……」

「そんな化粧なんかしなくても、君は可愛い」

「あっ！」

　シャワールームが湿気で温度が上がっていく。湯船に浸かっているわけでもないのに身体がのぼせてきた。

「そのまま壁に手をついて」

　おずおずと壁に両手をつくと、私はそのまま長嶺さんにうしろから抱かれた。

「んっ、あぁ！」

　がっちりと腰を掴まれて、揺らされるたびに甘い痺れが全身を駆け巡る。

「ヒャッ」

　長嶺さんが不意打ちで項に吸いついてきた。思わず出てしまった妙な声に、長嶺さんが楽しげにクスッと笑う。

　項がこんなに弱いなんて知らなかった。自分の身体なのに自分のものではないようだった。

「んっ、も、もうくすぐったい」

「こういうの好きだろ？」

　背中に落とされるキスの雨に、ビクビクと小刻みに身体が跳ねた。肌が触れ合うだけでも意識が飛びそうになるというのに、こんなふうに愛撫をされたらおかしくなりそうだった。そして、私がへとへとになった頃、もつれ合いながら今度はベッドへ移動し押し倒された。

「芽衣、今夜は……抱き倒すぞ」

　完全に余裕を失った長嶺さんの獰猛さは、野性味を帯びていて雄々しい。食いつくされんばかりに抱かれ、私は何度も絶頂を味わった。

　私を組み敷く彼の額から熱い雫が滴って、弾む息に私も合わせると、本当の意味で彼とひとつになれている気がして嬉しかった。

「芽衣、愛してるよ。ずっと」

「私も、です」

　乱れる呼吸の合間にそう告げて、私たちはそれから時間が経つのも忘れて愛し合った。




　身体が、熱い……。

　私はタオル地のバスローブを羽織りダブルベッドの縁に腰かけて、シャワーを浴びている長嶺さんを待っていた。

　情事の間はなにもかもが頭から吹っ飛んでいた。そして冷静さを取り戻すと彼と話し合いをしなければならない現実と緊張が襲ってくる。

　なにから話そうかとあれこれ頭の中で言葉を巡らせても、結局シャワーの水音に思考を邪魔される。そして、そうこうしているうちにバスローブを羽織った長嶺さんが出てきた。

「すまない、無理させた。大丈夫か？」

　長嶺さんはしばらくベッドから起き上がれなかった私の身体を気遣う。それに小さくコクンと頷くのが精いっぱいだった。

「なにか飲むか？」

　本当は緊張で喉がへばりつきそうだったけれど、グラスを持つ手が震えそうで「大丈夫です」と首を振った。

　今の今まで裸で抱き合っていたというのに、長嶺さんは何事もなかったかのように平然としている。だから私も落ち着かなきゃと胸に手を当てた。

　しばらくの沈黙の後、長嶺さんが私の向かいに置いてある椅子に腰かけて口を開いた。

「俺が出張している間、なにがあった？　ずっと様子がおかしかっただろ？　だから気になって一日帰国を早めたんだ」

「え？」

「安心しろ、ちゃんと仕事は終わらせてきた」

　長嶺さんが身体を前のめりにして両肘を太腿に置き、手を顔の前で組む。そしてじっと私を見据えると視線が自然と絡んだ。

「部屋のゴミ箱に無残な姿で捨ててあったのは、婚姻届だろ？　加賀美さんから聞いた。結婚は白紙になったって言ったそうだな？　俺はそんなことを認めた覚えはない」

　長嶺さんの目には、破かれた婚姻届への失望、そして怒り、さまざまな感情が入り乱れていた。その冷静な口調から、実際彼がなにを考えているのかは窺い知れない。

　室内は適温なのに背中に嫌な汗が浮くようで、私は膝の上で指をついた。

「私、長嶺さんとは結婚できません」

　なにをどう話そうか思案して、重い口から出てきたのはそんな淡白な言葉だった。

「愛してると言ったのに？　どうして？」

　当然そう聞かれるのはわかっていた。先ほどまであんなに抱き合っていたくせに、私は矛盾したことを言っている。

　ぐっと手を握りしめ、今にも泳ぎだしそうな視線を長嶺さんに向けた。

「だって、長嶺さんには……恭子さんがいるじゃないですか。親に勧められたって、まさか私のお父さんじゃないですよね？　そうだったら真に受ける必要ないですよ。嫌だな、恭子さんと付き合ってるならなんでそう言ってくれなかったんですか？　長嶺さん、自分の気持ちに嘘なんて……」

　今までなんて言おうか迷いに迷っていたのが嘘のように、次から次へと堰を切ったように言葉が出てくる。けれど、最後のほうは声が震えて尻すぼみになってしまった。

　長嶺さんはそれを聞いて面食らったような顔をして息を詰めていた。

「まさか、先日俺が佐伯と事務所で話しているのを聞いていたのか？」

「すみません。盗み聞きするつもりはなかったんですけど、偶然……」

　あの日、いつも明るい笑顔の恭子さんが取り乱しながら泣いていた。そのときのことを思い出すだけで胸が張り裂けそうだ。

「もしかして、君、全然気がついてなかったのか？」

　これはすべて初めからなにもかもが茶番だったのだ。なんで気がつかなかったんだ？　馬鹿だなと言われているようで吸い込んだ息を吐き出せなくなる。

「私、あんまりこういう色恋には疎くて。あはは、馬鹿みたいですよね。恭子さんに長嶺さんと結婚するって言ったとき、様子が変だったんです。なんで気づかなかったんだろ。私、ほんとに……」

　じわじわと涙腺が緩んで、喉の奥からこみ上げてくるものを必死で堪えていると、長嶺さんが私の手とぎゅっと握った。

「はぁ、そんな勘違いをしていたなんてな、芽衣、俺は君以外の女性と結婚するつもりはない。それに、俺と佐伯が恋人だと思い込んでいるようだが、そんなことはありえない。永遠にな」

「どうしてですか？　だから私と結婚しなければ――」

「どうしてだって？　それは佐伯が男だからだ」

　なんとか長嶺さんの手から逃れようと忙しなく指先を動かしていた私は、長嶺さんの言葉を聞き逃しかけ、一拍置いてから「はっ!?」と顔をあげた。

「佐伯恭子。本名は佐伯恭きょう一いち郎ろうっていう立派な男らしい名前がちゃんとある。あいつ、着痩せするからパッと見はスタイルのいい女性に見えなくもないが……。それに、君から俺と結婚するって聞いて『冬也！　芽衣さんを横取りしやがって！』って、野太い声ですごまれた。君は佐伯のお気に入りだったみたいだからな。俺と結婚すると知って多少なりともショックだったみたいだ」

　え？　お、男？　恭子さんが？　う、嘘でしょぉぉ!?

　ぽかんと開いた口を押さえることも瞬きさえも忘れて固まる。長嶺さんはそんな私を見て、ぷっと噴き出して笑った。

　長嶺さんの話によれば、恭子さんは元々中性的な顔立ちをしていて、昔から女装が趣味なバイセクシャルらしい。

「俺はてっきり初めからあいつが男だって気がついてるものだと思っていた。だから、仕事だとわかっていても執拗に君に近づくのが気に食わなかったんだ」

　バツが悪い。そんな顔をして、長嶺さんは明かされた事実にいつまでも目を丸くしている私に小さく苦笑いした。

「じ、じゃあ、あのとき事務所で話してた恭子さんの相手っていうのは……」

「佐伯はずっとアリーチェ銀座の三階にあるアパレルの店長と付き合ってたんだ。けど、結婚となると話は別だと父親が持ってきたお見合いで結婚がまとまったんだよ」

　まさか、こんな結末が待っていようとは思いもよらなかった。

　全部、あのときの話を勝手にこじらせて勘違いしていたのは私だったのだ。

　ああ、馬鹿だ私……大馬鹿。

　だって、恭子さんは美人で色気もあって綺麗だし、わかるわけないよ。

　額に掌を押しつけ、はぁと深くため息をついてうつむくと長嶺さんが椅子から立ち上がって私の隣に座り直した。

「これで誤解は解けたか？」

「私、もうなんて言ったらいいか……。恭子さんが男性だったなんて衝撃すぎて。ごめんなさい。まだ混乱してます」

　クスクスと笑って長嶺さんが私の手を包み込むように握りしめる。

「それから俺からひとつ、君に聞いてもらいたい話があるんだ」

　改まった口調で言われ、ゆっくりと顔をあげると長嶺さんは真摯な眼差しで私を見つめた。

「石野が言っていたことだ。あいつは俺がいい加減で最低な男だと思っているが……」

「あの、私、全然気にして――」

「あいつが芽衣に話したことは全部本当のことだ。俺が君の父上の店を潰してしまったようなものだったんだ」

　眉尻を下げ、その悲し気な表情から長嶺さんの懺悔のようなものが窺えて胸が苦しくなる。もう今更の話だ。けれど、長嶺さんがすべてを語ることでクリアになるのなら、と私はじっと黙って耳を傾向けることにした。

「俺がコンサルタントとしてパリで仕事をしていたとき、親父の右腕として長嶺不動産で働いていた叔父が亡くなって、上層部に大きな穴が空いてしまったんだ。そこで親父に初めて頭を下げられて『うちの会社に入って支えてほしい』と懇願された」

　なんとなく自分の身の上と重なるものを感じて、私はそのときの長嶺さんの心の葛藤が手に取るようにわかる気がした。

「コンテストで最優秀賞に俺が選ばれたって知らせがきたときは最高に嬉しかったよ。けど、そのときにはもう俺は帰国して親父の会社に入ることを決めていた。正直迷ったよ、いつか自分の会社を立ち上げたいなんて夢まで抱いてたしな」

　私もパリで順調に仕事をこなしていた矢先、突然父が亡くなり帰国を余儀なくされた。だからこそ、彼の話は私の胸に深く突き刺さった。気を抜けば、今にも視界が霞んで目が潤みそうになる。

「まぁ、なにを言われようと俺の決意は変わらなかった。最優秀賞は未来のないコンサルタントに与えられる賞じゃない。だから受賞を辞退したんだ。その後、石野が受賞したって聞いたんだ。あいつが俺をあんなふうに思ってたなんてな。けど、石野の気持ちもわからなくはない」

　静かに語る長嶺さんの横顔を見て、ああ、そうだったのかと理解する。

　散々罵られて、ひどいことをされても冷静でいたのは、石野さんの気持ちを理解していたからなんだ。

「前崎は安心して仕事を任せられる腹心の後輩だったが、二年後に花澤氏の店が閉店したと知って俺は心の底から後悔した。前崎を買いかぶってたのか、とも思った。けど、それでも俺は自分の判断と、前崎のことを信じたかった」

　長嶺さんは目を細め、眉間に縦皺を寄せている。私は長嶺さんの手に自分の手を重ねてぎゅっと力を込めた。

「長嶺さん……」

　彼がそんなふうに苦しんでいたとき、誰か背中を押してくれた人はいただろうか。間違ってなんかいないって、ちゃんと言ってくれた人はいただろうか。私はそう思わずにはいられなかった。もし、ひとりで悩んでいたかと思うと胸が締めつけられるようで苦しい。

　私がそのとき長嶺さんに会っていたら、一緒に寄り添って「大丈夫」と言ってあげたかった。

「ある日、花澤氏から食事に誘われてさ、俺はすべての失態を謝罪するつもりだった。けど、君の父上は芽衣と同じように本当に心の広い人だったよ。俺のことを一切責めたりしなかった。『日本で地道に頑張る』って、むしろ笑ってくれたんだ。だから、アリーチェ銀座への出店を勧めた。俺が責任を持ってパティスリー・ハナザワを守るってね」

「アリーチェ銀座へ店を出したのは、父の判断じゃなかったんですか？」

　初めて聞かされた事実に私は目を丸くした。てっきり父が独断で決めたことだと思っていたのに。

「ああ、きっかけは俺だが、彼はその話を快く承諾してくれた。以前、店があった場所は数年後に区画整理で立ち退きが決まっていたからな。それを考えてのことだった。移転してからも人気パティシエの店ということで名が知れていたが、実際のところこちらの目指している売り上げの数字に今一歩届かなくて、何度も会議で店の撤退が議論されていた」

「え？」

「たしかに店の売り上げは移転前よりぐっと上がった。だから君の父上も『繁盛している』と喜んでいたよ」

　父が嬉しそうにそう言っていた姿を思い出したのか、長嶺さんが力なく笑った。

　父と電話で話したとき、『お店はうまくいってるよ』といつも言っていたからてっきり順風満帆なのだと思っていた。移転する前の店は小さく、繁盛していたとしても商業施設のような規模の大きい場所で同じような売り上げの数字は通用しない。そのことに父は気づいていただろうか。

「元コンサルタントとしての経験を活かしたくて開発運営管理部に籍を置いたんだ。上層部が出してきた店への撤退案をなんとか俺の力で突っぱね続けていたが、パティスリー・ハナザワを贔屓目にしていることが立場上難しくなっていったんだ。複数の店を抱える商業施設というのは、そういうところが融通が利かなくて困る」

「だから父の娘である私に依頼したんですね」

　長嶺さんは父の店を守るべく、ずっとひとりで戦ってきたのだ。

　今なら長嶺さんを好きになって本当によかったと、心の底から思える。彼みたいな人はもう後にも先にも現れない。私や父のことをずっと前からこんなにも陰で支えてくれていたなんて。

　そうあらためて自覚した瞬間、それは津波のように胸になだれ込み、胸にわだかまるすべての迷いを押し流していこうとした。

「俺の過去の話を知った君に『嫌われるのが怖いのか？』って、石野に言われたとき、反論できなかった。心のどこかでうしろめたさを感じていたと気づかされてさ……まったく、俺はどうしようもなく情けない男だな」

「そんなことないっ！」

　気がつけば、私は長嶺さんの身体を横からしがみつくように抱きしめていた。

「情けなくてもいいんです。過去の長嶺さんも今の長嶺さんも……私は大好きです」

　以前なら、こんなに素直に気持ちを伝えることなんてできなかった。だけど、今は長嶺さんを心の底から愛しているからこそ気恥ずかしくても自然と口に出せた。

「芽衣……」

　両頬に長嶺さんの手を添えられ仰向かされ、潤んだ目を覗き込まれる。なにかを確かめるように輪郭を目で辿っていた長嶺さんが不意に笑った。

「俺も、君が好きだ」

　急に視界が反転したかと思うと、長嶺さんの大きな身体がのしかかってきて、そのままベッドへ押し倒された。胸を圧迫された息苦しさに喉を反らすとそのまま口を塞がれた。

「んっ……ふぅ」

　抱きかかえられてベッドの中央に移動する。そして肩口に顔をうずめ首筋を吸いあげられた。

「な、長嶺さん、待っ……！」

「待たない。俺は欲張りな男なんだ。欲しいと思ったときに手に入れなきゃ気が済まない」

　くすぐったいような気持ちいいような妙な感覚に声が出ると、長嶺さんは私を煽るように片方の手で胸全体をまさぐり、その愛おし気な手つきに息が上がった。

「あっ！」

　抵抗する間もなくバスローブの前を開かれ、露わになった胸に長嶺さんの熱い舌が這った。

「どんなに君を愛しているか、もう一度確認してもらう必要があるな。破かれた婚姻届を見たときの俺の気持ちがわかるか？」

「そ、それは……ごめんなさい」

「お仕置きだな」

　バスローブを脱がされ、私の身体を力いっぱい抱きしめられる。すると彼の肌の熱さや筋肉の張りが伝わってくる。今さっき抱かれたばかりだというのに再び身体の芯が疼きだして、私は項うなじまで赤くした。

　長嶺さんが私の顔の横に両手をつき、真剣な面持ちで見下ろしてくる。逞しい肩や広い胸が目の前にさらされて、その独特な色香に眩暈を覚えた。

「ああ、もうとろとろだな……また君を丸呑みにしたくなった」

「さっきも、したのに」

「君を抱くのは何度だってかまわない」

　獣のようなその視線と重なる。長嶺さんの強引さに拒絶することもなく、むしろ心底陶酔しきっている私はどうかしているんじゃないかとさえ思う。けれど、私はそれほど彼のことを愛しているのだとあらためて気づかされた。

「長嶺さん……私も、欲しい」

　淫らな私の期待が伝わったのか長嶺さんが唇の端を吊り上げ、ゾクゾクとしたものがこみあげてきて身が震えた。

「芽衣、愛してる」

　私も。そう答えたいのに声が掠れてしまい、代わりに私は彼の太い首に腕を回した。

「っんぅ……！」

　引き攣るような痛み以上に身の内を満たす熱に陶酔する。私は貪欲にもっと、もっととねだるように長嶺さんの火照った身体を抱き寄せた。

　ふわふわと温かな水の中で浮かんでいる感覚が心地いい。夢なのか現実なのかさえわからない。




「い、め、い……芽衣」

　遠くで私の名前を呼ぶ声に意識が掬われて、ゆっくりと瞼を開けると朝日の光に目を眇めた。

「……ん、長嶺さん？」

　窓の外から澄んだ空気に真っ青な空が見えて視点を手前に移したら、肘枕をした長嶺さんが私を愛おしげに見つめていた。

「起きたか？　よく眠っていたな。けど、やっぱりもっと君の寝顔を見ていたかったな」

　長嶺さんの露出された胸板を見て、昨夜の情事の光景が鮮明に蘇る。脱ぎっぱなしのバスローブが散乱していて、いかに性急に求め合ったかあらためて見せつけられたようで顔から火が出そうになった。

「なに赤くなってるんだ？」

「へっ!?　い、いえ、別に……」

　思わず上ずって妙な声が出てしまう。真っ赤になった顔を見られたくなくて、布団を引き上げようとしたら長嶺さんにその手を掴まれた。

「当てようか？　今、君が考えてたこと」

「い、いいです！　わっ」

　ぐっと長嶺さんに引き寄せられて、ちょうどいい具合に身体がすっぽりと胸の中へ納まる。

　部屋に降り注ぐ朝日も温かくて気持ちがいいけれど、彼の胸の中はもっと優しくて心地いい。そっと頭を撫でられると、もう一度眠ってしまいそうだ。

「芽衣、パリへ行くのか？」

　不意に出た長嶺さんの言葉に驚いて、私はパッと顔をあげ目を瞠る。

「……知ってたんですか？」

「ああ、加々美さんから聞いたんだ。君に転勤の辞令が出てること。それに同意したそうだな。誤解が解けた今でも、その気持ちは変わらないのか？」

　私の頭を撫でる手を止め、少し身を離すと長嶺さんは私を見つめた。

　正直、その件についてはまだ心のどこかで決めかねていた。

　長嶺さんと恭子さんが恋人同士だという疑惑だけが迷いの原因だったら、誤解が解けた時点で「パリには行かない」という決断をしていただろう。

　けれど、辞令は仕事だ。私は会社から必要とされて選ばれた人材なのだ。そう思うと、気持ちが揺れる。

「赴任期間は一年と聞いている。芽衣、知ってると思うけど、俺は意外と気の長いほうなんだ」

「え？」

「どんな答えを出そうと、俺はいつだって君の背中を押す。だって、そうしてやれるのは俺だけだろ？　仕事をしている芽衣はすごく輝いている。俺はそんな君に惚れたんだ」

　びっくりしすぎて言葉が出てこなかった。息をつめたまま見入ってしまう。てっきり反対されるかと思っていたのに。

「ただし、もし行くなら条件がある」

「条件？」

「花澤芽衣じゃなく、長嶺芽衣になってから行ってくれ。これだけはさすがにもう待てない」

　長嶺さんが鼻先を擦り寄せ、そして唇を押し当てるだけのキスをした。

「ふふ、わかりました。こちらこそよろしくお願いします」

　その甘えるような彼の仕草に、私は思わず笑みをこぼさずにはいられなかった。




「あっはははっ！　うっそでしょ!?　芽衣さんってば、ほんと可愛いんだから！」

　サロンで朝を迎えたその日の夜、私は今度こそ婚姻届に恭子さんのサインをもらうべく長嶺さんと三人で有楽町のとある居酒屋へ来ていた。そこで、私が恭子さんのことを「ずっと女性だと信じて疑っていなかった」と言うと、私の真向かいに座っていた恭子さんは面食らった後、盛大に大笑いした。

「そ、そんなに笑わないでください。ほんとに気づかなかったんですから……だって、恭子さん、すごく綺麗だし」

「ふふ、芽衣さんこそ可愛いし、お世辞も上手ね。はい、サイン書いたわよ」

　恭子さんのサインと印鑑を押された婚姻届を手渡され、それを受け取ると横に座っている長嶺さんがぐっと肩を寄せて覗き込んできた。

「男の名前で書かれると、やっぱりムカつくな」

「なによ、私だって芽衣さんのこと気に入ってたんだから、せめて婚姻届に名前を並べるくらいいいじゃない。結婚するって聞いてショックだったのよぅ」

　そっか、だから私が結婚するって恭子さんに話したとき、様子がおかしかったのね……。

　保証人欄に、〝佐伯恭一郎〟と書かれた文字を見て長嶺さんが眉間に皺を寄せると、恭子さんがツンとそっぽを向いた。

　相変わらず恭子さんは綺麗だし、肌もきめ細かく、流れるような髪からはいつもいい匂いがする。

　やっぱり恭子さんが男性だなんて信じられない。どっからどう見ても女性だよね。

「芽衣さん、ごめんなさいね。誤解させるようなことしちゃって」

　恭子さんがしゅんとしながら軽くうつむくと、私はそれを全力で否定すべく大げさに首を振った。

「あれは、違うんです。私が勝手に勘違いして――」

「芽衣、何度も言うが……こいつのタイプは年上で自分よりも背の高い、包容力のあるオジサンだ」

「オジサンじゃなくてオジサマだから」

　恭子さんがムッとした顔でジョッキビールを呷った。そして。

「冬也、芽衣さんのこと泣かしたら絶対に許さないからね、次は本気で奪いにいくから」

「お前に言われなくともわかってるさ。あ、そうだ思い出した。恭一郎、芽衣の額に妙な真似したよな？」

「ちょ、男の名前で呼ばないでって言ってるでしょ、わざとね？　意地悪。まったく冬也は相変わらず根に持つわねぇ。そういうの、嫌われるわよ？」

　恭子さんにグサリと言われて長嶺さんが口を真一文字に結んで押し黙る。そのふたりのやり取りがおかしくてついクスッと笑ってしまう。

「おい、芽衣、なに笑ってるんだ？」

　長嶺さんに横から肘で小突かれて、ますます笑いを堪えきれなくなる。

　出会った頃は、彼がこんなにも感情を表に出す人だなんて思わなかった。

「とにかくいろいろあったけど、おめでとうおふたりさん」

　恭子さんにひと足先に祝福されて、三人のグラスが中央で重なる。

「あ、そうそうさっきＳＮＳでおもしろい画像見つけちゃったの、これ見て」

　恭子さんがスマホをスクロールして、私たちに見せたのは……。

「ぷっ、ああ、こんな画像が拡散されちゃ、あいつも恥ずかしくてしばらくはおとなしくしてるだろうな」

　それは昨夜、石野さんのパーティーで私がグラスの水を彼に頭から引っかけたときの画像だった。顔にはモザイクがかけられているけど、わかる人が見たらきっとこれが石野さんだと気づくだろう。さらには『有名コンサルタントの屈辱！　女性にふられて水を浴びせられる！　＃拡散希望』という揶揄めいたコメントまで付いていた。

「この写真のアングルからして、あのソファに座っていた誰かが撮ったものだな」

「え？　それって……」

　もしかして、前崎さん？

　顔を合わせると長嶺さんがニッと笑う。私と長嶺さんが思い浮かべた人物は、どうやら同一人物のようだ。

「恭子さん、石野さんのこと知ってるんですか？」

「知ってるもなにも、しつこく『我が社と一緒にお店をよりいいものにしませんか？』ってずっと営業に来てたのよ。私、ああいう自分の会社の利益のことしか考えていないタイプ無理！　イケ好かない感じも気に食わなかったし。だから芽衣さんがあいつに水ぶっかけたって冬也から聞いて、もー！　このネタでしばらく笑えそうだわ」

　恭子さんはまた思い出したようにクスクス笑って、見ると長嶺さんもつられて噴き出していた。

「君って案外大胆なことするよな？　惚れ直した」

「そ、そうですか？　あのときはもう、必死で止めたくて……」

　あんなことしたのは初めてだった。だからあらためてそう言われるとなんだか恥ずかしい。

「ふふ、冬也は愛されてるわねぇ。あー、いいなぁ！　私も早く新しい恋見つけなきゃ」

　失恋の傷は心配だけど、仕事も恋も前向きな恭子さんを見てホッとする。

　私は明日、長嶺さんと今度こそ役所に提出しにいく。そして、正式に彼の妻となり、長嶺芽衣と名前を変える。

　新しい人生の門出に思いを募らせていると、膝の上に置いていた私の手を長嶺さんがテーブルの下でギュッと握った。

「なにふたりともニヤニヤしてるのよ？」

　恭子さんが怪訝な顔で首をかしげている。その間もずっと手を繋いでいるなんてことは、私と長嶺さんのふたりだけの秘密だ。

　私は指を絡め、それに応える。

〝愛してる〟を込めながら。




　それから月日が巡り巡って一年後――。

　店内に飛び交うフランス語を聞きながら、私は背中まで伸びた髪をうしろで束ねてひと息つく。

　ここのお店、久しぶりだなぁ。そういえば、あのときお金すられちゃったんだっけ、懐かしい。

　ここはパリ。私は冬也さんと出会った郊外にあるバーへ来ていた。

　注文したパナシェを受け取り、そのとき助けてくれた冬也さんとの思い出にしみじみと浸る。

　私が財布をすられて立ち往生しているときにいた小太りのマスターは引退して、今は息子さんが店を切り盛りしていた。店の内装はまったく変わっていない。だから、冬也さんと出会ったときにタイムスリップしたみたいな感覚さえ覚える。

　私は冬也さんと結婚し、年明け早々慌ただしくパリ支店へ転勤した。一年という期間は短いようで長かったけれど、毎日のようにかかってくる冬也さんからの国際電話がその距離を縮めてくれた。

　そして、私はようやく赴任期間を終えて明日帰国する。赴任中に何度かこの店に来ようとしたけれど、担当管轄が別の地域だったため、なかなか機会がなく結局パリ生活最終日になってしまった。だから、今夜はひとりで〝お疲れさま会〟のつもりで飲みにきたのだ。

　まだ結婚式は挙げていないけれど、それはパリ赴任が終わってからのお楽しみにしてある。

　パリへ行くと決心したとき、冬也さんは笑ってうなずき、そして見送ってくれた。加賀美さんからは『本当によかったのか？』と心配されたけれど、遠距離新婚生活とパリ支店での奮闘ぶりを知って安心したようだ。

　ほんと、この一年間忙しかったなぁ。

　冬也さんが背中を押してくれなかったら、今の私はいない。

　左薬指にはめられた指輪をそっとひと撫でする。そして首元には長嶺さんからプレゼントされたペリドットのネックレス。このふたつが、どんなつらいときも私を励ましてくれたかわからない。

　早く冬也さんに会いたい。

　そんな感慨に耽っていると、バッグの中から着信が聞こえた。見なくても、それが誰からなのかはわかっている。

「もしもし、冬也さん？」

『芽衣、お疲れ』

　愛おしい人の声を聞くだけで気持ちが温かくなる。大抵、私が会いたいと思っていると電話がかかってくるから不思議だ。まるで、私の想いが海を越えて彼の胸に届いているみたいだ。

　海外赴任の間、夏季休暇のときに一度帰国したきりで彼には会っていない。チャットで会話することはできても、パソコンの画面の向こうじゃ抱きしめることもキスをすることもできない。だから正直寂しくて仕方がなかった。

　どんなに他愛のない会話でも、それは私たちにとっては貴重な時間だった。

『ブライダル雑誌、新しいのが出てたから昨日買ってきたんだ』

「え？　また買ったんですか？　あの、ちょっと買いすぎじゃ……」

　帰国したら結婚式の準備を進める予定でいたけれど、冬也さんは一昨日も、先週もその前の週も雑誌を買ったと言っていた。

　いったい何冊買ったんだろ？

　山積みになった雑誌を想像すると、思わずおかしくて笑みがこぼれる。

　今日は金曜日。日本のほうが八時間進んでいるから長嶺さんは週末の朝のひとときを、コーヒーでも飲みながらゆっくり過ごしているのだろう。

『別に雑誌くらい何冊あってもかまわない。けど、こういうのはひとりで見るものじゃないだろ？　虚しくなる。それに、そっちで妙な男に引っかからないか心配だ。考えるだけで仕事に手がつかない』

　電話の向こうで冬也さんが、はぁとため息をついている。

「大丈夫ですよ。私、冬也さんひと筋ですから。それに一緒に雑誌を見るの、楽しみにしてます」

『ああ、俺もだ』

　結婚してからというもの、冬也さんは今まで以上に私を溺愛してくれる。けれど、案外やきもちやきで過保護で心配性で、たまにどっちが年上なのかわからなくなるときがある。

　普段、部下の前では凛としているのに、私の前では誰も知らない一面を見せてくる。それも私だけが知っている姿なのだと思うと嬉しくてついつい頬が緩んでしまう。

「そういえば、凱旋門の近くのカフェに行くって約束、あれ覚えてますか？」

『ああ、覚えてるよ』

「実は今、ちょうどあのときのバーにいるんです。なんか冬也さんの声聞いてたら、思い出しちゃって……結局、あの約束は果たせずじまいでしたね」

　財布をすられてたった一杯のパナシェの代金さえ払えなかったとき、不意に現れた冬也さんに助けてもらった。

　妙な賭けを持ち出してきたりして、初めは警戒していたけれど、まさかその人が私の旦那様になるなんて、すごいラブストーリーだと自分でも思う。

『なんなら賭けようか、その約束が果たせるかどうか』

「え？」

　ふふ、冬也さん、やっぱり約束のことまだ根に持ってるんだ。

　私もそのカフェに行ってみたいけどね。

「そうですね、いつかは果たせると思います。けど、無理ですよ。できないほうに賭けます。だって冬也さんは日本にいるし、私だって明日帰国するし」

　当分の間、パリで仕事をすることはないだろう。冬也さんも忙しい人だ、ふたりでまたこの地に来ることはできないかもしれない。だから、彼の提案した賭けは瞬間移動でもしない限り無理だ。けれど、冬也さんから持ち出された賭けは必ず私が負ける。そのことが一瞬よぎった。

『ふぅん、そうか、じゃあ俺はできるほうに賭けるしかないな、勝ったらご褒美は存分に抱きしめてキスする。今すぐに』

「そんなことあるわけな――ッ!?」

　その瞬間、いきなり背後から身体をふわりと抱きこまれ息を呑む。うっかり落としそうになったスマホを慌てて掴むと、鼻の周りに広がる覚えのあるフレグランスに思考が止まった。

「俺の勝ちだな」

　耳元で囁かれ、掠めるようなキスに私は目を瞠る。

　驚く私を至近距離で見つめ、勝ち誇った表情で微笑んでいるのは紛れもなく、日本にいるはずの冬也さんだった。

「どっ……な、なんで？」

　金魚みたいに口をパクパクさせて何度も目を瞬かせて見るけれど、やっぱり目の前にいるのは彼だ。

「あはは、日本で再会したときと同じ顔だ」

　上機嫌に冬也さんは私の隣に腰を下ろす。

「なんとなく今夜君がここに来るんじゃないかって気がしたんだ。俺の勘もまんざらでもないな」

「あの、本当に冬也さんですか？」

　まさか、誰かが冬也さんに変装してる……とかじゃないよね？

　疑心暗鬼な目を向けている私に、まだ信じられないのかと冬也さんが小さく噴き出した。

「成なり田たまで君を迎えに行くつもりだったけど、待てなかったからここまで来た。これで約束もすぐ果たせるだろ？」

　そう語る冬也さんはひとりで楽そうにしている。そして彼はパナシェを注文すると、私の驚いた顔を酒の肴にそれを呷った。

「も、もう！　びっくりしすぎて心臓が止まるかと思いました」

「あはは、それは困るな」

　カウンターに置いた私の手に冬也さんが手をそっと重ねる。恋焦がれた温もりがじわじわと私の全身に巡って、この上ない多幸感と冬也さんがここにいるのだという現実味が広がっていく。

「あの、ずっと聞きたかったんですけど、凱旋門の近くのカフェ、冬也さんにとってなにかこだわりがあるんですか？」

　彼の一押しなのはわかる。ケーキが絶品とも言っていた。けれど、そのほかにもなにか理由があるような気がしてならなかった。

「俺がコンサルタントとして初めて仕事をしたちょっと思い入れのある店なんだ。コンサルタント人生の第一歩っていうか。だから、いつかまたこの店に誰かと来るときは……特別な人と一緒にって、俺の中で勝手に決めてたんだよ」

　冬也さんはやんわりと目を細め、はにかんだ笑みで私を見つめた。そんな冬也さんに私も微笑みで返す。

「そんな大切な場所に連れて行ってくれるなんて、嬉しいです。楽しみにしてますね」

「ああ、けど、その前に……」

　冬也さんがそっと私の耳元で囁きかける。

「芽衣のことをたっぷり可愛がらないとな。俺の身が持ちそうにない」

　その甘さを含んだ声音は私の全身を蕩けさせる。冬也さんが私の肩を引き寄せると、自然にその身を委ねた。

「愛してるよ。何度言っても言い足りないくらいだ。君もそうだろ？」

「……はい」

　顔を赤らめて答える私に冬也さんは満足げに微笑む。

　新婚早々別居となってしまったけれど、これからはずっとずっと一緒にいられる。

　病めるときも、健やかなるときも――永遠に。




END
















特別書き下ろし番外編










私たちの宝物




　――パパー！　抱っこして！

　――あはは、ほらこっちおいで。

　――あ、冬也さん、あんまり甘やかさないでください。抱っこ癖がつくから。

　――俺にとって芽衣のこともこの子のことも、甘やかすのが生きがいみたいなものだ。幸せだよ。

　――冬也さん、私も幸せです。




「い、めい……芽衣」

　ゆさゆさと身体を揺さぶられ、ゆっくりと瞼を開ける。

　あ、あれ？

　ゴシゴシと目元を擦るといつもの寝室。そして、ベッドの隣で肘枕をしながら冬也さんがにこやかに私を見つめていた。

「ずいぶん楽しそうな夢を見ていたみたいだな、寝ながら笑ってたぞ。いったいどんな夢を見てたんだ？」

　昨夜は出張から帰ってきた冬也さんと熱い夜を過ごした。彼と会うのは一週間ぶりだったから、貪るようにお互いを求め合った。そして泥のようにどっぷりと眠りにつき、夢を見た。けれど、目が覚めたと同時にどんな夢だったのかその輪郭さえも思い出せなかった。

「寝ながら笑ってた？　うぅ、恥ずかしい。でも、すごく幸せな夢だったような気がします」

「そっか、いい夢だったのならよかった」

　私の唇に彼が「おはよう」とキスをする。そして同じように私からもキスを返す。これが毎朝のルーティン。

「そろそろ起きないと」

　身体を起こそうとすると、その腕を冬也さんに優しく掴まれる。

「まだ出勤時間まで時間あるだろ？　君の可愛い寝顔を見てたら……したくなった」

　ニッと唇を弓型にするその笑みに〝いいだろ？〟と言われているようで、昨夜の情事の光景が蘇る。

「でも、冬也さんだって朝早くからミーティングがあるって」

「あぁ、それ午後に変更になったんだ」

「え？　そんなの聞いてな……わっ」

　言い終わる前に私は再びベッドに引き込まれ、朝から熱烈に口づけられる。

「んっ……」

　私はあっという間にとろとろに溶かされて、抗う術を失くす。出勤時間までまだ時間があるとはいえ、あと一時間だ。けれど、そんな短い間でさえも本当は私もこうして冬也さんと抱き合っていたい。その想いが通じたのか、彼は昨夜の続きのように私を優しく、そして激しく求めた。




「いたた……」

　今朝の名残に腰を刺激され、思わず顔を歪める。そんな私を見て恭子さんが頬杖をついてニヤニヤと私を見た。

「冬也、昨日出張から帰ってきたんですって？　ふふ、新婚さんだものね、朝から手加減なしだったのねぇ」

「ち、ちが……」

　違わない、けど。

　午前中の仕事を終わらせて、今日は恭子さんとランチにイタリアンレストランに来ていた。

　今、私はアリーチェ銀座の近くにあるカフェでコンサルを任されている。そして、恭子さんとは契約が終了してからもプライベートで仲よくさせてもらっている。

「でも、芽衣さん、さっきから気になってたんだけど、少し顔色悪くない？　大丈夫？」

「え、そうですか？」

　恭子さんは目敏い人だ。実は数日前から風邪みたいに身体が重だるくて、でも熱もないしさほど気にはしていなかった。

「パスタだって半分残してるし、食欲ない？」

「いえ、そういうわけでは……」

　別に料理に問題があるわけではなく、実をいう先ほどからなんだか胃がムカムカしてせっかくのパスタも完食できずにフォークを置いてしまった。

「すみません、私にはちょっと量が多かったみたいです。でも美味しかったですよ。また一緒に来ましょうね」

　心配そうに私を見る恭子さんに微笑んで時計を見る。そろそろ会社に戻らなければならない時間だ。

「あんまり無理しちゃだめよ？」

「はい。ありがとうございます」

　大通りの交差点まで恭子さんと一緒に歩く。店を出た途端、急に眩暈がしてギュッと目を瞑ったらなんとか持ちこたえたけれど。

　これはただの風邪なんかじゃない。もしかして、もしかすると……私。

「芽衣さん？　本当に大丈夫？　やだ、顔真っ青じゃない」

「え？」

　そう言われて顔をあげた瞬間、グラリと視界が大きく揺れて、そこから私の意識がぷつりと切れた――。




　気がつくと私は病院のベッドで寝かされていた。恭子さんと一緒に食事をしていたのはたった一時間前のことだけど、ものすごく時間が経ったみたいに感じる。救急車で運ばれた私に恭子さんが付き添ってくれて、彼女が帰った後、私は医者から衝撃的な事実を聞かされた。

『貧血と、それから……妊娠二カ月です』

　やっぱり風邪でも疲労でもなかった。

　やっぱり、と思うのには心当たりがあった。生理が遅れていたからだ。元々周期不順だったし、仕事が忙しくてたまたま体調不良が続いていただけだと思い込んで、検査薬で調べたりしなかった。本当に私のお腹に冬也さんとの赤ちゃんが宿っていたなんて思いもしなかった。

　医者は笑って『おめでとうございます。早い人で妊娠二カ月から悪阻つわりが始まる方もいらっしゃいますよ』と言っていた。愛する人との間に子どもを授かって嬉しくてたまらないはずなのに、いざそうなると困惑を隠しきれない。

　冬也さんに会いたい。今すぐに。そう思うけれど、彼はおそらくミーティング中だ。病室にひとりでいると心細いし、泣きそうになる。いつもの私ならそんなふうに思わないのに、きっと冬也さんに甘やかされすぎたせいだ。

　ぐっと唇を噛み締めたそのとき。

「芽衣！」

　慌てた様子で病室に入って来たのはスーツ姿の冬也さんだった。

「冬也さん……っ」

　彼の顔を見たらホッとして、私はくしゃりと顔を歪めた。冬也さんはすぐに私の頭をギュッと抱き込んで、何度も何度も撫でてくれた。

「あの、ミーティングだったんじゃ」

　顔をあげると冬也さんは安堵したように肩をストンと落とした。

「ちょうどミーティングが終わったときに佐伯から連絡があってすっ飛んできた。とにかく無事でよかった」

　冬也さんはベッドの横にある椅子に座って私の手を握り、愛おしそうに唇を落とした。

「芽衣になにかあったらと思うと、生きた心地がしない」

「ふふ、冬也さん大げさです。それにもうじきパパになるんですよ、ね？」

　お腹をさすってまだ形にもなっていない胎児に語りかける。冬也さんは目を丸くして一瞬言葉を失っていた。思ったとおりの反応で私はクスリと微笑む。

「パパになるって、芽衣、もしかして」

「妊娠二カ月ですって、赤ちゃんができたんです。私たちの」

　冬也さんは頬を緩め、感極まったようななんとも言えない表情で一瞬目元を潤ませた。

「俺たちに子どもが……あぁ、芽衣」

　溢れんばかりの喜びを私にぶつけるように、冬也さんは力いっぱい私を抱きしめた。

「でも、冬也さん忙しいのに、このタイミングで妊娠するなんて」

　冬也さんは新しいプロジェクトの指揮を執るため、毎日仕事に奔走している。それに加えて私が妊娠したとなると、いろいろ気を使わせてしまうのではないかと少し心配になった。

「芽衣、そんなこと気にするな。芽衣も子どもも俺が生涯をかけて守る。約束するよ」

　冬也さんは誓いを立て、私の頬を撫で下ろす。そして引き寄せられるようにキスを交わした。




　妊娠がわかってからというもの、冬也さんはますます過保護になった。

　掃除や洗濯、食事も忙しい合間を縫って彼がすべてしてくれる。食事に関しては私の身体を気遣ってカロリー計算とバランスの取れた栄養満点のメニューという徹底ぶりだ。

「芽衣、足元に気をつけろよ。大丈夫か？」

「はい。ありがとうございます。ちゃんと自分で乗れますから大丈夫ですよ」

　今日は検診日。仕事の都合がつけばこうして冬也さんが車で病院まで送り迎えしてくれる。

　車に乗るだけだというのにいつも彼はまるで執事のように助手席のドアを開け、お腹が大きくなりだした私がふらつかないように腰に手をあてがう。

「赤ちゃん順調ですって」

「それはよかった。じゃあ、帰るか」

　冬也さんが車のエンジンをかけ、病院を後にする。

　私のマタニティーライフは早いもので五カ月を迎えようとしていた。そして今日、赤ちゃんの性別が告げられた。車の中で待っていた冬也さんはまだなにも知らない。

「赤ちゃんの性別、今日はっきりわかったんです。産まれてからのお楽しみにしておきま――」

「いや、今すぐ知りたい」

　欲求はすぐに満たさないと気が済まないという、冬也さんらしい返事に思わずクスリとしてしまう。

「女の子ですよ」

「女の子、そっか、女の子か」

　性別を聞いた冬也さんは頬を緩ませ、心なしかほっとしたような表情をした。

「健康に産まれてきてくれるなら、正直どちらでもかまわないと思っていた。けど、やっぱり男ってなると、いずれ父が後継ぎだのなんだの言ってくるに決まってる。自分の子が会社のことで変に巻き込まれるのはごめんだ」

　冬也さんは自分の夢を諦め、お父様の会社に入った人だ。だから、そんな思いを子どもにさせたくないという彼の強い意思が伝わってくる。

「女の子なら、君によく似た可愛い子だろうな。そうだ。今から新しいベビー服買いに行くか？　仕事に戻るのにはまだ早いから」

「え？　ベビー服って、この前お父様がたくさん送ってくれたじゃないですか」

「うーん、父が買ってきた服はなんか地味だろ？　女の子だったらもっと可愛らしいのがいい」

　私が妊娠したとき、冬也さんのお父様は自分に孫ができると知って泣いて喜んでくれた。それからまだ生まれてもいない子どものために、男女兼用のベビー服をあれこれと購入し、私にも足が浮む腫くむだろうと、高価なマッサージ器具まで送ってきてくれた。

　冬也さんが過保護なのはお父様譲りなのかも。でも、そんなこと冬也さん自身気づいてないよね。

　そして私たちは、胸を弾ませて新たなベビー服を買いに店へ向かった――。




　その夜。

「冬也さんが選んだベビー服、すごく可愛いですね。ここにリボンが付いててすごく女の子らしいです」

「だろ？　子どもがこれを着てるところ想像したら思わず顔がにやけた」

　冬也さんとこうして子どもが産まれてどんな生活になるかをお互いに想像し、語り合っていると、彼は本当に子煩悩なパパになるだろうなと思う。気が早いことに自分で離乳食のレシピまで作って試作したりしている。

　ソファに座る私の横に腰を下ろし、冬也さんはまるで赤ちゃんにキスをするように私のお腹に唇を落とした。

「ふふ、冬也さんってば、もう今からめろめろみたいですね」

　すると、彼はほんのり顔を赤らめ、恥ずかしそうに小さく咳払いした。

「浮かれてるんだ。愛するものがもうひとつ増えるんだからな。そうだ、名前もそろそろ考えようか、女の子ってわかったことだし」

　冬也さんの提案に笑顔でうなずく。私もちょうどそんなふうに思っていたところだった。

「冬也さんはなにか考えてるんですか？」

　彼は顎に手をやり、うーんと低く唸る。とくにこれといった名前を考えてはなさそうだ。

「出産予定は七月なので、夏に関する名前がいいかなって、ちょっと思ったんですけど……。私は春生まれで花が芽吹くって意味を込めて父が〝芽衣〟と名付けたそうです。冬也さんは？」

「君の父上はセンスがいいな、俺なんて冬生まれだから〝冬也〟だ。なんの捻りもない、単純だろ？」

　初めて聞く彼の名前の由来。小さく苦笑いしている冬也さんに思わず笑顔になる。

　結婚しても彼のすべてを知っているわけじゃない。だからまたひとつ冬也さんのことを知ることができて嬉しかった。

「そんなことないですよ、私、冬也さんの名前好きです」

「俺の名前が好きなんて、そんなこと言われたの初めてだな」

　冬也さんは私を引き寄せ、こめかみに甘く口づけた。

「夏に関する名前か、それいいな」

「ふふ、名前を考える楽しみが増えましたね」

　冬也さんは眉尻を下げ、優しく顔を綻ばせた。私の大好きな彼の表情に包まれると、幸せで胸がいっぱいになった。

「芽衣、愛してるよ。出産は本当に大変だと思う。全力で君をサポートするから」

　やんわりと私の手を掬い、ギュッと握る。冬也さんの想いが伝わって、私もその手を握り返した――。




「芽衣、疲れてないか？　少し休もう」

「そうですね、少し休憩しましょうか」

　私は予定通り元気な女の子を無事出産し、毎日のように育児に奮闘していたらあっという間に月日が経った。そして、今日は育児疲れした私を気遣って、冬也さんが家族で海へドライブに行こうと提案してくれた。車を止め、浜辺へと歩く。潮騒が耳に心地よく爽やかな海の風を感じるとリフレッシュした気分になれる。

「んー！　いい天気」

　青々とした空を仰いで私は目を眇めた。

「パパー！　抱っこして！」

「あはは、杏あん奈な、ほらこっちおいで」

　ちょこちょこと冬也さんに歩み寄り、彼は両手を広げて杏奈を抱き上げた。杏奈の〝杏〟は夏に収穫される果物。ちょうどアンズのジャムをパンに塗っていたときに私が思いついた名前で、冬也さんも気に入ってくれた。

「あ、冬也さん、あんまり甘やかさないでください。抱っこ癖がつくから」

　あれ？　この感じ、どこかで……。

　なんとなく既視感のある光景に目を瞬かせていると、杏奈を抱っこした冬也さんが私に微笑みかける。

「俺にとって芽衣のことも杏奈のことも、甘やかすのが生きがいみたいなものだ。幸せだよ」

　どんなデジャブであろうとも、そこに冬也さんと杏奈がいてくれたらそれでいい。そう思うと笑顔になれた。

「冬也さん、私も幸せです」

　燦々と降り注ぐ陽光に海の水面がキラキラと輝く。私たちの未来のように――。




END










あとがき




　こんにちは、夢野美紗です。初めましての方も、このたびは『かりそめ婚ですが、一夜を共にしたら旦那様の愛妻欲が止まりません』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回のお話はらら○ーとみたいな大型商業施設が舞台で、お仕事シーンがいつもよりちょっと多めになったかもしれません。ヒロインは負けず嫌いでバリバリ仕事をこなすキャリアウーマン、だけど恋愛のことには疎い女性のイメージで書きました。色恋に縁のない芽衣が長嶺との出会いを通してどんな恋愛を展開していくのかワクワクしながら執筆することができました。

　読了いただいた方、このお話で好きなキャラはいましたか？　私は個人的に恭子さんが気に入ってます。ネタバレになるのであまり多くは言えませんが、彼女の正体であるオチを楽しんでいただけたら嬉しいです。私の身の回りにこういったタイプの人いないので、ぜひお友達になりたいキャラです。

　今回のお話はいかがだったでしょうか？　たくさんのお力添えがありこの作品を書籍にすることができました。執筆活動を通して、ときに挫折してパソコンの前に座ってもまったく話が浮かんでこなかったり、結構ネガティブなところがあるのですぐ落ち込んだりするのですが、読者の皆さまから温かいお言葉をいただいたりしてまた頑張ろうという気持ちになります。

　末尾になりますが、素敵なイラストを手がけてくださった北沢きょう先生。表紙を華やか仕上げてくださり感謝いたします。

　稚作をよりよい作品にするため、尽力してくださった担当様。いろいろと力不足でご迷惑をおかけしながらの作業でした。これに懲りずに次回も機会があればぜひよろしくお願いいたします（笑）。

　最後に、この本をお手に取ってくださった読者様。ここまでお付き合いいただきありがとうございました。あらためて深くお礼申し上げます。充実した読書時間になれば幸いです。ご感想などがありましたら、今後の参考にさせていただきますので、ぜひぜひ聞かせてください！

　それではまた別の作品でお会いできることを祈りつつ。
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[image: ]










かりそめ婚ですが、一夜を共にしたら旦那様の愛妻欲が止まりません





発　行　２０２１年５月10日　初版第１刷発行

著　者　夢野美紗

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Misa Yumeno 2021




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		かりそめ婚ですが、一夜を共にしたら旦那様の愛妻欲が止まりません



		第一章　パリで出会った彼



		第二章　まさかの再会



		第三章　魅惑のキス



		第四章　ピンバッジ事件



		第五章　長嶺の過去



		第六章　私、負けました。



		第七章　マティーニの誘惑



		第八章　破かれた婚姻届



		第九章　長嶺の苦い思い出



		終章　病めるときも、健やかなるときも



		特別書き下ろし番外編



		私たちの宝物



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






